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序

坂祝町は、岐阜県中部の美濃加茂盆地西部から加茂野台地東部に位置しま

す。町の南端を流れる木曽川は、日本ラインとして著名であり、また、名勝「木

曽)11Jとして国指定を受けている景勝地です。

このたび、国土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所による一般国道

21号坂祝バイパス建設に伴い、坂祝町大針・黒岩地内にある東野遺跡の発掘調

査を実施しました。東野遺跡は、木曽川右岸の中位段丘である加茂野台地の東

端に位置しています。東に低位段丘面、南に旧河道が存在し、東遠方に御岳、

恵那山が望めるこの河岸段丘上には、尾崎遺跡、半布里遺跡、大杉遺跡など多

くの遺跡が立地し、集落跡が確認されています。平成 15・16年度の発掘調査

では、縄文時代から古墳時代後期の竪穴建物や掘立柱建物が見っかり、特に古

墳時代前期は、美濃加茂盆地周辺の遺跡の中でも比較的規模が大きく、中心的

な集落の一つであることが判明しました。

今回の発掘調査によって、縄文時代から鎌倉時代の竪穴建物や掘立柱建物、

弥生時代の方形周溝墓などが見つかりました。弥生時代後期の竪穴建物から

は、磨製石鍛やその未製品、製作用の工具が出土し、当地で磨製石鎌を製作し

ていた可能性があることが判明しました。また、古墳時代前期は竪穴建物、大

型の掘立柱建物、区画溝によって集落が形成されることが判明し、集落構造を

考える上でも貴重な資料を得ることができたと考えています。本報告書が、広

く県民の皆様に活用され、埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の

歴史研究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査及び出土遺物の整理・報告書作成に当たりま

して、御理解と御協力をいただきました関係機関並びに関係者各位、坂祝町教

育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成 28年 1月

岐阜県文化財保護センター

所長官田敏光



例言

1 本書は、岐阜県加茂郡坂祝町に所在する東野遺跡(岐阜県遺跡番号 21501-10002)の発掘調査報

告書である。

2 本調査は、一般国道 21号坂祝バイパスに伴うもので、国土交通省中部地方整備局から岐阜県が委

託を受けた。発掘作業及び整理等作業は、岐阜県文化財保護センターが実施した。

3 発掘調査及び整理作業は、宇野隆夫帝塚山大学文学部教授の指導のもとに実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当は、本書第1章第2節に一括掲載した。

5 本書の執筆並びに編集は河合洋尚が行った。

6 発掘作業における現場管理・掘削・測量などの業務と出土遺物の洗浄・注記は、株式会社ユニオ

ンに委託して行った。

7 整理等作業における作業管理、出土遺物の整理作業、挿図・写真図版作成などの業務は、橋本技

術株式会社に委託して行った。

8 遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

9 自然科学分析は、株式会社パレオ・ラボに委託して行い、その結果は第4章に掲載した。

10 発掘調査及び報告書の作成に当たっては、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。

記して感謝の意を表する次第である。(敬称略・五十音順)

赤塚次郎石黒立人泉拓良伊藤正人綴織茂千田隆夫長屋幸二八賀晋藤沢良祐

藤村俊渡遁博人坂祝町教育委員会

11 本文中の方位は、世界担H地系の座標北を示し、座標は国土交通省告示の平面直角座標系第四系で

表しているロ

12 土層及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄 2007r新版標準土色帖.1 (13:本色研事業株式会

社)による。

13 調査記録及び出土遺物は、岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第1節調査に至る経韓 1 

第 1章調査の経緯

第1節調査に至る経緯

当遺跡は、加茂郡坂祝町黒岩、大針に位置する(図1)。平成 15・16年度に園道248号太田バイパ

ス道路改良(援祖町)に伴う埋蔵文化財発掘調査を実施しており、縄文時代、古墳時代、古代の集落跡

を確認している。

平成22年度、一般国道21号坂祝バイパス建設計画において、東野遺跡に隣接する事業予定地内に

遺跡が展開する可能性が考えられたことから、岐阜県教育委員会(以下「県教育委員会』という。)

が踏査をしたところ遺物の散布があったため、試掘確認調査の必要性が認められた。

試掘確認調査については、多治見砂防国道事務所長(以下「事務所長』という。)から県教育委員

会教育長(以下「県教育長」という。)に依頼(平成23年4月 27日付け園部整多調第9号)があり、

これを受けて県教育委員会は、試掘確認調査を行うための諸条件が整った箇所から順次調査を行うこ

ととなり、平成23・24・25年にそれぞれ試掘確認調査を実施した。

平成23年6月3目、 7.......9日にTP01""16 (図2)の調査を実施し、縄文時代と古墳時代の遺構や、

当該期及び中・近世の遺物を確認した。この結果、東野遺跡が南に広がることが判明したため、県教

育長は坂祝町教育委員会教育長に遺跡範囲の変更の通知(平成23年6月29日付け社文第366号)を

した。同年8月 25日に開催した平成23年度第1回岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討会において遺跡の

取扱いについて検討し、 TP03・04・07・09を含む範囲、 TP12を含む範囲、 TP13以南の3地点(図2、

斜線網掛け範囲)の本発掘調査が必要との意見をまとめた。文化財保護法第94条第1項の規定に基づ
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第2節調査の経過と方法 3 

き、事務所長から県教育長あて発掘の通知(平成 24年2月 1日付け園部整多調設第48号)が提出さ

れ、これに対し同法第 94条第4項の規定に基づき、発掘調査の実施を求める勧告(平成 24年 2月 21

日付け社文第4号の 152)がなされた。事務所長から発掘調査の依頼を受けた岐阜県文化財保護セン

ター(以下「センター」という。)は、平成 24年8月9日から発掘調査を開始し、同法第 99条第 1項

の規定に基づく発掘調査着手の報告(平成 24年8月 23日付け文財セ第 58号)を県教育長に提出した。

平成 24 年 11 月 20 日に TP17~19 (図 2)の調査を実施したが、遺構・遺物は確認できなかった。

平成 25 年 5月初日に TP20~24 (図 2)の調査を実施し、縄文時代と古墳時代の遺構や、当該期の

遺物を確認した。同年6月4日に開催した平成 25年度第1田県埋蔵文化財発掘調査検討会において遺

跡の取扱いについて検討し、 TP21を含む範囲(図 2、横線網掛け範囲)の本発掘調査が必要との意見

をまとめた。検討結呆を受けて、県教育長は事務所長に対し遺跡の取扱いについて再通知(平成 25

年6月4日付け社文第4号の 33)をした。事務所長から発掘調査の依頼を受けたセンターは平成 25

年5月 27日から発掘調査を開始し、同法第 99条第1項の規定に基づく発掘調査の報告(平成 25年6

月 12日付け文財保第 63号)を県教育長に提出した。

発掘作業は、平成 24年度に 2，564rrl、平成 25年度に 1，988rrlを実施し、整理等作業は、平成 26

年度に実施した。

第2節調査の経過と方法

1 調査の方法

発掘作業においては、平成 15・16年度調査(以下「前回調査」という。)と整合性をもたせるため

に、前回調査発掘区グリッド設定時の北西角である世界測地系座標のX=-61345、y=ー16705を原点

として 100X100mの大区画を設定し、北西から南東へアルファベットA~Oを付した。さらにその内

部に 5X5mの小区画を設定し、調査区画の最小単位(グリッドと呼称)とした。調査杭には、南北

列に西から 1~20、東西列に北からA~Tの番号を付した。このため、グリッドの呼称は大区画と調

査杭番号を用いて rAAOljのように表示した。また、調査進行の便宜上、平成 24年度発掘区をCl

地点、平成 25年度発掘区を北からA、B、D、C2地点とした(図的。

基本層序は、前回調査を踏襲して I層からVI層まで設定し、 1a層を表土、 1b層を遺物包含層、

E層ないしE層を遺構基盤層としたが、今回の発掘区は I層の堆積が薄く、さらに後世の撹搾が強い

ため、 1a層と 1b層を明確に分けることはできなかった。なお、 Cl・2地点の最も標高の高いと

ころで一部E層を確認したが、ほぽ全域で I層直下にE層を確認できることが特徴である(図2及び

第3章第 1節参照)。

発掘作業では、まず重機により発掘区内全面の盛土及びI層上層を除去した。遺物が認められる時

点で表土掘削を止め、その後人力で掘削した。遺構検出作業はE層ないしE層上面で行った。遺構調

査に当たっては、写真撮影、手測り実測、デジタル測量を行った。発掘区全体の写真撮影は、ラジコ

ンヘリコプターによる空中写真撮影を行った。遺物包含層や遺構内から出土した遺物は、原則として

すべてトータルステーションにより出土位置を測定して取り上げた。その後、一部の遺構については

サプトレンチを設定して補足調査を行った。
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第2節調査の経過と方法 5 

なお、出土遺物の洗浄及び注記作業、遺物台帳作成(一次整理作業)は、発掘作業支援業務の一部

として現地で行った。

2 調査の経過

現地での調査経過は以下の通りである.

平成24年度発掘作業面積2，564rrf 

8月9日にCl地点の重機による表土掘削作業を開始し、発掘区中央部から南部までの表土除去を

行った。 17日に調査区画杭設定作業を行った。 20日から入力による遺物包含層掘削、遺構検出作業、

遺構掘削作業{以下「人力掘削』という。)を開始した。 27日に当センター主催の普及活用事業『タイ

ムスリップ探検隊Jにおいて発掘体験を行い、 8組 16名の参加があったo 10月 11日にCl地点内北

部の電柱を撤去し、発掘区北部の表土掘削作業を開始したo 15日に一次整理作業を開始した。 23日に

国際日本文化研究センター宇野隆夫教授の現地指導を受けた。 11月23日にCl地点の一部を公開し

て現地見学会を開催し、 230名の参加があった。 12月 18日に公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興

財団愛知県埋蔵文化財センター赤塚次郎氏に現地で指導を受けた。 20日に発掘区全体の景観撮影を行

った。 21日から補足調査を開始し、 26日に現地作業を完了した。 28日に一次整理作業を完了した.

平成25年 1月28日に多治見砂防国道事務所に現地を引き渡した。

なお、以下の団体の研修、見学を受け入れた。

坂祝町議会、坂祝町広報課、坂祝町郷土史研究会、社会科を学ぶ会、岐阜県文化財巡視員

写真 1 平成24年度作集風景 写真2 平成24年度現地見学会の様子

平成25年度発掘作業面積1.988rrf 

5月27日にA・B.C2地点の重機による表土掘削作業を開始し、調査区画杭設定作業を行った。

31日に人力掘削をA地点から開始した。 6月 11日にA地点の作業を完了し、 B地点の人カ掘削を開

始した。 13日にD地点の重機による表土掘削作業を開始し、調査区画杭設定作業を行ったo 24日にD

地点の入力掘削を開始したo 28日にB地点の作業を完了した。 7月 12日にD地点の作業を完了し、

C2地点の人力掘削を開始した。 31日に当センター主催の普及活用事業『タイムスリップ探検隊」に

おいて発掘体験を行い、 12組 27名の参加があった。 10月1日に一次盤理作業を開始した。 3日に帝
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塚山大学宇野隆夫教授の現地指導を受けた。 11月9日にC2地点を公開して現地見学会を開催し、224

名の参加があった。 28日に発掘区全体の景観撮影を行った。 12月4日に公益財団法人愛知県教育・ス

ポーツ振興財団愛知県埋蔵文化財センター赤塚次郎氏に現地で指導を受けた。 4日から補足調査を開

始し、 10日に現地作業を完了した。 12日に一次整理作業を完了した。 25日に多治見砂防国道事務所

に現地を引き渡した。

なお、以下の団体の見学を受け入れた。

みのかも文化の森フォレッタくらぶ(ドキ土器わくわく講座)

写真3 平成25年度作業風景 写真4 平成25年度現地見学会の様子

整理等作業は、平成26年4月から平成27年3月まで実施した。発掘作業から整理等作業までの体

制は以下の通りである。

センター所長 丸山和彦(平成24、25年度)、宮田敏光(平成26年度)

総務課長 村瀬誠三(平成24年度)、二宮隆(平成25、26年度)

調査課長 小谷和彦(平成24年度)、成瀬正勝(平成25、26年度)

調査担当係長 何瀬実措(平成24、25年度)、藤田英博(平成26年度)

担当調査員 何合洋尚(平成24、25、26年度)、柏木賢一(平成 24年度)、

長谷川幸志(平成25年度)
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第2章遺跡の環境

第 1節地理的環境

当遺跡が立地する加茂郡坂祝町は、美濃山地の南に発達する美濃加茂盆地と各務原山地の接する加

茂野台地東端に位置する。加茂野台地は、美濃加茂市加茂野町から北西方向に関市まで標高 70~80m

の中位段丘が細長く続く。中位段丘は北西へ向かって緩やかに傾斜し、東の段丘下には低泣段丘が広

がる。この中位段丘と低位段丘を分ける段丘崖で、木曽川水系と長良川水系を分けている。

当遺跡南西の各務原山地部は主に美濃帯堆積強類からなり、チャート、砂岩、泥岩などで構成され、

東南東西北西に連なる。これは、坂祝向斜と呼ばれる槽曲の軸が同方向に存在することに起因する。

山地をつくる砂岩とチャートは物性が異なる。当遺跡南に位置する郷部山(標高 179.8m)は砂岩層

から成り、浸食風化に弱いため比較的なだらかな山体を形成する。当遺跡南西の城山(標高 275.3皿)

はチャートから成り、浸食風化に強いため急崖をなす山体を形成する。このような特徴をもっため、

東南東西北西方向に急崖をなす山体と比較的なだらかな山体が交互に阻列する。

当遺跡が立地する加茂野台地は各務原層に対比される加茂野層と呼ばれる段丘堆積物からなる。こ

の層は、御縁起源の御巌火山第一軽石層、御巌火山第三軽石層をはさむという特徴を持つ砂磯層及び

砂層である。形成時期については、 9~6万年前頃に遡ると考えられている。その上層に木曽川泥流

堆積物が分布する。これは、御獄火山起源の安山岩類である角磯と、泥流が流れる過程で取り込まれ

た河川|磯である円磯とで構成される。八百津町の木曽川泥流堆積物中に含まれる樹木片の放射性炭素

年代測定により、約 4.9万年前の堆積物と考えられている 1)。その上層に風成堆積物が載る。平成 15

・16年度調査における基盤層のテフラ分析により、 W層及びその上位層では、円摩した姶良 Tnテフ

ラが含まれていることが確認されている 2) 。その噴出時期である 29， 000 年前~26， OOO 年前以後徐々

に堆積し、特にE層下部で堆積のピークが存在することが判明している。風成起源の堆積物が、その

植生等によって土壌化され、加茂野台地は黒ボクと呼ばれる肥沃な土地となっている。

当遺跡東の美濃加茂盆地は低位段丘堆積物からなる。 5段に識別される盆地中央部の低泣段丘に対

して、坂祝町地域は、大針面・酒倉面・前田面の上位3段に識別される。いずれも自然堤防状で、河

川性の磯層で構成される。中位段丘上の東野に接する東部には、清水、西の川、十島など、低湿地特

有の字名が現在も残る。

古代律令期に東山道各務駅(各務原市鵜沼辺り)から可児駅(可児郡御嵩町辺り)へ抜ける交通路

として、かっ東山道可児駅から飛騨支路武儀駅(関市下有知、美濃市中有知・上有知辺り)へ抜ける

交通路として加茂野台地が利用されていたと考えられる。

当遺跡が立地する郷部山北麓について徳田誠志氏は、東に神坂峠と恵那山、北東に御撮山、北に乗

鞍を一望できることから、地理的に重要な役割を担っていた可能性を指摘している引。

1)中村俊夫・藤井登美夫・鹿野勘次・木曽谷第四紀巡検会 1992r岐阜県八百棒町の木曽川泥流堆積物から採取された埋没樹

木の加速器"c年代J W第四紀研究 vo1.3U 

2)財団法人岐車県教育文化財団文化財燥護センタ-2007 r第4章第2節基盤層のテフラ分析J W東野遺跡(第 2分冊) ~ 
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3)徳田舷窓 1992r古墳時代前期末のニ古墳ー岐阜県行基寺・前山古墳をめぐってJ r肝陵 関西大学博物館課程創絞三十周

年特集』

第四紀
完新世

平野 「谷底平野地積物 . 砂 ・礁及び泥

堆 紛 れ|日河脱税物 口 泥 及 び 砂

更新世 ，..------， 
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段丘 | 骨吋
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国土地理院新版淡色地図 (25000) を利用し、 『坂祝町史

自然編.!Ir第 li;):坂祝町の大地J図 11(鹿野 2002)に基づ

き作成
(S=1/25，000) 

図4 東野遺跡周辺の地質 (S=1/25，000) 

第2節歴史的環境

東野遺跡 (1)周辺には、いくつかの遺跡が確認されている.以下、当遺跡が所在する坂祝町内の

遺跡を中心に、美濃加茂盆地から加茂野台地上に立地し、発掘調査等により詳細が明らかになってい

る主な遺跡を時代)1聞に概観する.なお、文中の遺跡名のあとの番号は、図5と一致する。

旧石器時代の遺跡は、加茂野台地上に野田遺跡、平井遺跡、唐鋤遺跡 (33)などがある.これらの

遺跡では、ナイフ形石器や台形石器を表面採集している。当遺跡の平成 15・16年度調査(以下、 『前
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回調査」というロ)では、ナイフ形石器や台形石器、石核などが出土した。

縄文時代の遺跡は、低位段丘上に芦戸遺跡 (19) 、大林遺跡 (22)など、中位段丘面に唐鋤遺跡、

稲辺遺跡 (31)などがある。芦戸遺跡では中期の土器、打製石斧、磨製石斧、石錘を表面採集してい

る。また、昭和 61年の木曽川改修工事に伴う発掘調査で、中期の竪穴建物1軒、前期の士坑 17基を

確認し、前期後半から後期前半にかけての土器が出土した。大林遺跡では、中期の加曽利E式併行・

里木E式が出土したとされる。

弥生時代の遺跡は、低位段丘上の芦戸遺跡、大林遺跡、中位段丘上の南野遺跡 (2)、伊瀬粟地遺

跡 (7)、変電所南遺跡 (8)などがある。南野遺跡では中期の竪穴建物1軒を確認した。その建物

から当該期の土器や有孔磨製石鎌が出土した。伊瀬粟地遺跡では鉄剣や多孔銅嫉を伴う後期の方形台

状墓を確認した。当遺跡西北西約 3.2也の大杉西遺跡(関市)では、後期の竪穴建物から有孔磨製石

搬、磨製石織未製品、砥石が出土しており、磨製石嫉製作工房の可能性を指摘している。

古墳時代の遺跡は、集落では南野遺跡がある。南野遺跡では竪穴建物3軒を確認しており、出土遺

物から 5世紀後半~6世紀初頭と位置づけている。第 3 号建物は、床面で焼土!::炭化材を確認した焼

失建物である。古墳は、前期の前山古墳 (26)、後期の火塚古墳群 (18)など町内にも多数存在する。

前山古墳は古墳時代前期の円墳で、明治 18年に発見され、銅鏡4面、玉類 41個、剣1口が出土し、

翌年宮内庁へ送付した経緯が残る。出土した変形四獣鏡、振文鏡、珠文鏡から 4~5世紀前半に位置

づく。また、当遺跡南の郷部山南麓から西麓に多数の古墳が確認されており、野田古墳群 (20)、神

田古墳 (23)、梅替古墳 (25)などがある。梅替古墳は平成 25年度に発掘調査が実施された。 6世紀

前半に築造された三段築成の円墳で、西向きに開口する無袖式の横穴式石室をもつことが判明してい

る。玄室内から金銅製耳環、滑石製紡錘草、鉄鍬などが出土した。東北東約 3.5kmの高位段丘南端部

に、縄文から中世の複合集落の尾崎遺跡(美濃加茂市)がある。当該期に属する多数の竪穴建物や掘

立柱建物、鍛冶遺構などを確認した。西北西約 3kmの中位段丘面に大杉遺跡(関市)がある。縄文時

代から古代の集落で、縄文時代から古代に属する多数の竪穴建物を確認した。当該期の竪穴建物の中

には焼失建物や2本柱建物などがあり、また区画施設と考えられる溝状遺構を確認していることから

当遺跡と類似性がある。

古代の遺跡は、伊瀬粟地遺跡、県主神社西遺跡 (9)、雲埋廃寺跡 (11)、輪形古窯跡 (30)など

がある。坂祝町酒倉に所在する雲埋廃寺跡は、雲梅廃寺と表記されることもある。大正末期の開墾時、

7~8世紀代の単弁八葉文軒丸瓦が出土した。輪形古窯跡は太田元薬師廃寺跡(美濃加茂市)所用の

湖東式軒丸瓦を焼いた窯とされる。当遺跡南東0.6kmに坂祝神社がある。坂祝神社は『延喜式神明帳』

に記載のある「坂祝(サカハブリノ)神社Jに比定されている。

中・近世の遺跡は、猿啄城居館跡 (28)、猿啄城跡 (29)などがある。町指定史跡の猿啄城跡は当

遺跡南西の城山山頂に立地し、その東麓に猿啄城居館跡がある。当遺跡から東へ4皿に{中迫間遺跡(美

濃加茂市)がある。近世末の墓坑群を確認した。墓坑内から葬送儀礼に伴うとされる木製龍頭が出土

した。
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y二三宅渇s- :~領究主主季語移転玄議弘、考瓦持切l物理工品官~ (S=1 /25. 000) 
園5 周辺遺跡位置園(8=1/25.【削国土地理院発行1:25.0ω地形図「横書闘J r鎌遭加茂J) 

1 東野遺跡 2 南野遺跡 3 木野古墳群 4 下伊瀬遺跡 5 円満寺遺跡 6 ネンガ綱遺跡

7 伊瀬粟地遺跡 8 変電所南遺跡 9 県主神社西遺跡 10 トドメキ古墳群 11 雲埋廃寺跡

12 沖稲葉遺跡 13 東島古墳 14 北高見古墳 15 新木林古墳 時西稲葉古墳群 17 山神古墳

18 火塚古墳群 19芦戸遺跡 20野田古墳群 21野田遺跡 22大林遺跡 23神田古墳 24見城寺跡

25 梅替古墳 26 前山古墳 27 南大洞古墳 28 猿啄城居館跡 29 猿啄城跡 30 輪形古窯跡

31 稲辺遺跡 32 徳運寺遺跡 33 唐鋤遺跡 34 大塚古墳 35 西今泉古墳 36 きつね塚古墳群
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第3章調査の成果

第 1節基本層序

東野遺跡A ・B ・D地点は、中位段丘面上に広がり、西北西へ向かう緩斜面上に立地する。また、

A地点からD地点に向かつて緩やかに傾斜する。 C地点は南に旧f可道を臨む微高地に位置し、南南西

に向かって緩やかに傾斜する。 C地点の最も高い範囲は、北に位置するD地点の標高より o.5~1. 2m 

高い(図2参照)。

河川による堆積は、古木曽川による木曽川泥流堆積物(羽層)から下層となり、その上に堆積する

I層からV層は、姶良Tn火山灰を起源とする火山ガラスの含有率が高く、含まれる火山ガラスが円

磨されていることから、風成堆積によるものと考えられる(財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護

センター2007)。

基本層序は当遺跡の前回調査を踏襲したロ

I層(黒色土・黒褐色土層)

遺物包含層と認識した層で、土壌化が進んだ風成堆積による黒色土層である。現代の耕作や構

築物による撹枠を受ける、締まりのない黒色土層を 1a層と設定した。前回設定した縄文時代以

降の自然的要因や人的要因による土の撹搾が認められるが、現代の撹枠は一部にとどまる、やや

締まる呆色土層の 1b層は、今回の調査で確認できなかった。最上層が遺物を含み、後世に強く

撹枠された層であることから、前回調査同様、縄文時代以降の遺構面は I層中に存在すると考え

られる。

E層(黒褐色土層)

前回調査で確認した、土壌化の進みが弱く、縄文時代以降の自然的要因や人的要因による土の

撹枠をあまり受けていない風成堆積による黒褐色土である。今回の発掘区では、 C地点の標高の

高い範囲で確認できたのみである。

E層(褐色土層)

風成堆積による褐色のシノレト層である。この段丘面を広く覆う層である。 1b層及びE層を確

認できなかった今回の発掘区でこの上面で遺構を確認したことから遺構基盤層と判断した層で

ある。これより下の層で遺構や遺物は確認できなかった。

N層(暗褐色土層)

風成堆積による暗褐色のシルト層である。

V層(褐色土層)

風成堆積による褐色のシルト層である。

VI層(褐色土層)

御岳の噴火により生じた土石流の堆積物(木曽川泥流堆積物)の層である。礁が多く、固い地

盤である。
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第2節遺構・遺物の概要

平成 15・16年度調査(以下「前回調査」という。)で設定した時期区分を踏襲して当てはめると、

今回の調査で確認した時期は8時期に及ぶ(表1参照)。

表 1 東野遺跡の時期区分

設定時期 東野 I期 東野E期 東野E期 東野W期 東野V期 東野羽期 東野vn期 東野咽期

時代 旧石器 縄文中期 弥生 古墳前期 古墳後期 古代 中世 近世

遺構 。 。 。 。 。 。 。
H24・25調査

遺物 。 。 。 。 。 。 。 。
遺構 。 。 。 。

H15・16調査
遺物 。 。 。 。 。 。 。 。

1 遺構概要

( 1 )遺構概要

調査で検出した遺構は、縄文時代、弥生時代、古墳時代、古代、中世、近世のものがある(表 1)。

前回調査では、段正崖から西へ離れるにしたがいE層が確認でき、その上面で遺構を検出したが、段

丘崖に近いA・B・D地点は、前回調査と同様 I層直下でE層を確認した。また、 C地点は、標高の

最も高い北寄りの範囲で一部E層を確認したが、概ね I層直下でE層を確認した。これにより、大半

の遺構をE層上面で検出したが、自然による土砂の流出入がほとんどないため本来の遺構面は I層中

にあると考えられる。また、風成によって徐々に堆積しているため、縄文時代以降の生活面に層位的

な差はほとんどないと考えられる。そのため、遺構の時期は遺構内部から出土した遺物と、時期の判

明した遺構との重複関係によって決定した。出土した遺物が複数の時代にまたがる場合は、原則とし

て時期の新しいもので時期決定をしたが、出土状況や出土量も判断材料にした。

検出した遺構は、竪穴建物、掘立柱建物、柵、方形周溝墓、溝状遺構、土器埋納遺構、墓坑、井戸、

柱穴、土坑などである。ただし、時期が判明した遺構は前述の判断基準によって約 48.8%にとどまる。

表2 検出遺構一覧表

設時期定 時代 SI 
SI 

SB 
SB 

SA 
SA 

SZ SD SP SK SL ST SE 合計
付属 柱穴 住穴

E期 縄文時代 7 82 。。 4 。。28 125 。。。247 

E期 弥生時代 11 115 1 12 4 19 3 6 83 123 。。。377 

N期 古墳時代前期 21 221 8 77 6 22 。8 27 268 。。。658 

V期 古墳時代後期 3 30 。。。。。3 4 25 。。。65 

羽期 古代 7 80 。。3 12 。5 9 79 2 。。197 

VI期 中世 1 8 13 1 5 。17 17 58 。。。121 

咽期 近世 。。。。。。。6 4 9 。2 l 22 

不明 。。。。5 19 。17 277 1，452 。。。1，770 
合計 50 536 10 102 20 81 3 62 449 2， 139 2 2 1 3，457 

遺構番号は、平成24年度は調査担当者が2名のため、略号として iASJ iBSJを用い、発掘作業時

に通し番号を付与した。平成 25年度は iASJ を用い、平成24年度の通し番号を継続して付与した。

その後、整理等作業時に遺構の種別ごとに下記の略号と、略号毎に通し番号を付与した。また、建物

等に付属すると判断した遺構については、 iSIOl-Jのように付属する遺構を先頭に記し、遺構の種別

(M・p・炉・竃・壁際溝)と、種別毎に通し番号を付与した。
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遺構略号 SAー柵 SBー建物(竪穴建物を除く) SDー溝状遺構 SE一井戸

S 1ー竪穴建物 SKー土坑(穴) S Lー焼土遺構 SPー往穴

ST 近世墓坑 SZ 周溝墓 NW 倒木痕・根痕

Mー竪穴建物内盛土状遺構・竪穴建物内周堤状遺構

P 竪穴建物内柱穴・土坑、掘立柱建物柱穴、柵柱穴

①E期の遺構(縄文時代中期)

E期の遺構は、竪穴建物、柵、溝状遺構、柱穴、土坑である。土坑の多くは性格不明のものである

が、墓の可能性が考えられるものもある。

②E期の遺構(弥生時代中期・後期・末期~古墳時代初頭)

E期の遺構は、竪穴建物、掘立柱建物、柵、方形周溝墓、溝状遺構、柱穴、土坑などの遺構である。

前回調査で遺物は確認したが、遺構は確認できなかった時期である。土坑の多くは性格不明のもので

ある。

③N期の遺構(古墳時代前期)

N期の遺構は、竪穴建物、掘立柱建物、柵、溝状遺構、柱穴、土坑である。当遺跡の遺構は、この

時期に属するものが最も多い。土坑の多くは性格不明のものである。

④V期の遺構(古墳時代後期)

V期の遺構は、竪穴建物、溝状遺構、柱穴、土坑である。土坑の多くは性格不明のものである。

⑤羽期の遺構(古代)

VI期の遺構は、竪穴建物、柵、溝状遺構、柱穴、士坑、焼士遺構である。士坑の多くは性格不明の

ものである。

⑥四期の遺構(中世)

w期の遺構は、竪穴建物、掘立柱建物、柵、溝状遺構、柱穴、土坑である。土坑の多くは性格不明

のものである。

⑦四期の遺構(近世)

四期の遺構は、墓、井戸、溝状遺構、柱穴、士坑である。士坑の多くは性格不明のものである。

⑧時期不明の遺構

検出した遺構のうち、 51.2%が時期不明の遺構となる。これは、遺構の所属時期を、供伴する遺物

や遺構の重複関係によって決定したためであり、 II~四期に属する可能性が考えられる。

(2 )遺構一覧表・遺構実測図

①遺構一覧表

・遺構の検出層位は基本層序と検出面で表し、 E層上面で検出した遺構の場合 frn層上面」と表記し

Tこ。

-遺構の規模の単位は皿であるが、 ( )で示したものは、全形が確認できなかったため、残存長を

測ったものである。

-平面形・底面形は、形状 (a~d) と長軸長と短軸長の比(l ~4) で表示した。

a 円形 b 方形 c 不定形 d 不明

1 ~1. 2 2 ~1. 5 3 ~2.0 4 2.0を超える
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-土坑断面形は、断面の形状 (A~E) と、底面での短軸長と深さとの比(l ~6) 、底面 (a ~ d) 

と壁面(l~5) の状況の 4つの文字で表示した。

A 丸い B 平ら C 尖る ロ不明

一"-ーノー 一¥一一/一 一~一

vvv  
園B 底面の形状の模式図

深さ:底面での短軸長 1-1 : 0.3未満 2-1 田 O.7未満 3-1・1.1未満 4-1:1.5未満

5-1:1.5以上 6ー不明

底面の状況 a 丸いか平らのまま b 底が2段になる c 底面が凸凹 d 不明

壁面の状況 1 壁が開く 2 壁が置立に近い 3 壁面に段がある 4 袋状に広がる 5 不明

・遺構の埋土は、分層数と堆積状況 (A~H) で表示した。

A 埋土が単一層 B ほぽ水平な堆積 C 中央がU字状に凹む堆積 D 凹みが偏った堆積

E プロック状に土層が入り込む堆積 F 最上層が掘り込んだ状態となるもの

G 柱痕跡状の土層があるもの 日その他

・出土遺物は以下の略号と出土点数で表示した。

J 縄文土器 H 弥生土器・土師器類 P 須恵器 E 灰紬陶器 Y 山茶碗 T 陶磁器類

S一石器 Rー磯 Dー土製品 Iー鉄製品 Cー炭化物 N一種実類 Lー粘土塊・焼土塊 Bー骨類

・遺構の重複関係は、 「新>古」の関係を示す。

②遺構実測図

・重複関係で消失した平面(上端、下端、遺構ケパ等)は黒 50%調子落としで表示した0

・遺物出土状況図に示した遺物実損H図の縮尺は、原則8分の 1で示している。

2 遺物概要

(1 )遺物概要

出土した遺物は、旧石器時代、縄文時代、弥生時代、古墳時代、古代、中世、近世のものがある。

①土器類

土器類の出土量は出土点数・質量・個体数1) とそれぞれの割合を表3にまとめたロこの中には、試

掘確認調査で出土した遺物を含む。土器類の種別の状況は遺構の数の確認状況とよく似ているロ出土

点数は弥生土器・土師器類が最も多く、次いで縄文土器であるロなお、報告書内で図示した遺物は、

遺構の所属時期を決定した根拠となるものや、遺構や遺物包含層から出土した時期判別がある程度可

能なもの、特徴的なものを抽出した。
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表3 土器類出土量

縄文 弥生 士師器 弥生・ 須恵様 灰事由
山茶碗

陶磁
合計

土器 土器 lV期 v.vr期 VI期 土師様 陶器 器類

出土点数(点) 3，032 1，978 3，379 560 13 6，293 1，032 300 387 219 17，193 
割合(%) 17.64 11.50 19.65 3.26 0.08 36.60 6.00 1. 74 2.25 1. 27 100 

質量(g) 44， 782 37，098 31，969 7，953 80 40，082 17，298 3，115 2，564 3，701 188，642 
割合(%) 23.74 19.67 16.95 4.22 0.04 21. 25 9.17 1. 65 1. 36 1. 96 100 

残存率(X!12) 265 536 604 91 14 231 309 139 128 95 2，412 
割合(%) 10.99 22.22 25.04 3.77 0.58 9.58 12.81 5. 76 5.31 3.94 100 

縄文土器 (II期)

3，032点出土した。時期判断できたほとんどは中期後葉のものである。これを、既存の研究成果を

参考にして、有文深鉢を中心に器形・文様などの特徴から、必要に応じて分類を行った。縄文土器の

分類は次のとおりである。

・深鉢東海地方西部のものについては形態により大きく A--...Fに分け、形態によってさらに細分し

た。それ以外のもの(東海地方西部の土器に比定が困難であるもの)は量的に少ないため細分せず掲

載した。

<深鉢A>有文深鉢で口縁部に隆帯で文様を描くものをこの類とした。さらに、区画文が連続するも

のを Al類、 1区画が収束しながら連続するものを A2類とした。

<深鉢B>有文深鉢で口縁部に沈線で文様を描くものをこの類とした。さらに、区画文が連続するも

のを Bl類、 1区画が収束しながら連続するものを B2類、その他のものを B3類とした。

<深鉢C>有文深鉢で口縁部が立体的なものをこの類とした。

<深鉢D>有文深鉢で口縁部文様のないものをこの類とした。

<深鉢E>無文深鉢をこの類とした。さらに、器面調整が縄文のものを El類、ナデなどその他のもの

を E2類とした。なお、胴部文様が確認できない深鉢D類の口i縁部片や口縁部が確認できな

い胴部片もこの類に含まれる。

<深鉢F>胴部のみの有文深鉢で口縁部形態が不明のものをこの類とした。さらに、胴部区画が隆帯

のものを F1類、沈線のものをF2類とした。

-その他の土器浅鉢、ミニチュア土器、鉢か壷の可能性がある土器などがある。

弥生土器・土師器類 (m-四期)

12，223点出土した。弥生時代中期、弥生時代後期、弥生時代末期~古墳時代早期(弥生土器、 1，978

点)、古墳時代前期 (N期士師器、 3.379点)、古墳時代後期・古代 (V・VI期士師器、 560点)、中

世 (VH期土師器、 13点)のものが出土した。弥生土器と土師器が明確に分類できる場合は分類し、分

類できない場合は弥生土器・土師器類 (6，293点)とした。石黒立人氏の編年(石黒 1997)、赤塚次

郎氏の編年(赤塚 1986・1990・1994・1996・2002・2004) を参考に以下の通り形態分類を行った2)。

なおN期土器については、前回報告時の分類を四角囲みで末尾に記載した。

E期土器(弥生土器)

-壷形態により大きく A""'G'X類に分け、 A ・B'X類は形態によってさらに細分した。

く査A>口縁部と口頭部を比較し、口縁部が広がるものをこの類とした。いわゆる広口査で、加飾の

あるものを A1類とし、その他のものを A2類とした。
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く壷B>口縁部が立つ、いわゆる直口壷で、口径 15個以上の大型の直口壷を B1類、口径 15皿未満の

中、小型の直口壷を B2類とした。

く壷C>頚部がないものをこの類とした。いわゆる無頚壷である。

く壷D>頚部が短いものをこの類とした。いわゆる短頚壷である。

く壷E>頚部が長いものをこの類とした。いわゆる長頚壷である。

く壷F>頚部が細くなるものをこの類とした。いわゆる細頚査である。

<壷G>頚部が太くなるものをこの類とした。いわゆる太頚壷である。

<壷X>壷ではあるが欠損などにより形状が把握できないものの中で、底部が残るものをこの類とし

た。さらに、平底になるものを X1類、丸底になるものを X2類とした。

・費形態により大きく A~D.X類に分け、 B ・ D.X類は形態によってさらに細分した。

<費A>口縁部に段を持つものをこの類とした。いわゆる受口状口縁、有段口縁の類である。

<費B>口縁部が屈曲しないものをこの類とした。いわゆるく字状口縁の類である。口縁部が外反す

るものを B1類、口縁部が直線的なものを B2類、口縁部が内管するものを B3類とした。

<費C>弥生中期後半の費で、口縁部が短く屈折する叩き調整の奮をこの類とした。

<費D>弥生中期の費で、口縁部がゆるやかに外反する条痕文系の費をこの類とした。クシ状工具に

よる器面調整の費を D1類、その他の条痕調整の衰を D2類とした。

<費X>台部や底部のみ出土するものをこの類とした。台付費を X1類、平底費を X2類とした0

・高杯形態により A~Dに分けた。

く高杯A>杯底部に段を持ち、脚が大きく緩やかに広がるものをこの類とした。いわゆる有段高杯で

ある。

く高杯B>杯底部に稜を持ち、脚が緩やかに広がるものをこの類とした。いわゆる有稜高杯である。

<高杯C>口縁端部が短く立って杯部が盤状になり、脚が長いものをこの類とした。いわゆる盤状高

杯である。

<高杯D>杯部が浅く、口縁部が外反する形状のものをこの類とした。

IV期土器(古墳前期土師器)

・壷形態により大きく A~E.X類に分け、 A~D.X類は形態によってさらに細分した。

く壷A>口縁部と口頚部を比較し、口縁部が広がるものをこの類とした。いわゆる広口壷で、加飾の

あるものを A1類とし、その他のものを A2類とした。固

く査B>口縁部が立つ、いわゆる直口壷で、口径 15個以上の大型の直口壷を B1類、口径 15岨未満の

中、小型の直口壷を B2類とした。固

く壷C>有段口縁壷で、上段幅が広いものを Cl類、下段幅が広いものを C2類とした。固

く壷D>小型査をこの類とした。胴部径に対し口径が広いものを D1類、胴部径と口径がほぼ同じか口

径が小さいものを時とした。固

く壷E>柳ヶ坪形壷をこの類とした。国

<壷X>壷ではあるが欠損などにより形状が把握できないものの中で、底部が残るものをこの類とし

た。さらに、平底になるものを X1類、丸底になるものを X2類とした。圃

-費形態により大きく A~C.X類に分け、 B ・ C.X類は形態によってさらに細分した。
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く費A>口縁部に段を持つものをこの類とした。いわゆる受口状口縁、有段口縁の類である。

<費B>口縁部が屈曲しないものをこの類とした。いわゆるく字状口縁の類である。口縁部が外反す

るものを B1類、口縁部が直線的なものを B2類、口縁部が内脅するものを B3類とした。画

く費C>口縁部が屈曲するものをこの類とした。いわゆる S字状口縁の類である。明瞭にS字になる

ものを Cl類、口縁部のS字が不明瞭で屈曲が弱いものを C2類、頚部で屈曲し、口縁端部に向

けて緩やかにのびるもの、いわゆる山陰系口縁奮を C3類とした。固

く蜜X>脚台部や底部のみ出土するものをこの類とした。台付曹を X1類、平底費を X2類、丸底曹を

X3類とした。雇ヨ

・高罫 形態により A~Cに分け、 C類は形状によりさらに細分した。

く高都A>亦底部に段を持ち、脚が大きく緩やかに広がるものをこの類とした。いわゆる有段高亦で

ある。匿国

<高都B>亦底部に稜を持ち、脚が緩やかに広がるものをこの類とした。いわゆる有稜高亦である。

く高亦C>脚に屈折部を持つものをこの類とした。いわゆる屈折脚高杯である。脚柱部が下方に向か

つて広がるものを C1類、脚柱部の側辺が平行あるいは平行に近いものや、エンタシス状に

ふくらむものを C2類とした。匝E
・その他の土器器台、鉢、ミニチュア土器、手担ね土器、手熔り型土器、長胴費 (V• VI期費)、

四期土師器皿、 w期伊勢型鍋などがあるが、少量のため分類せず、器種を記載した。

須恵器 (V・VI期)

1，032点出土した。渡遁博人氏の編年(渡遁 1996)を参考に以下の通り形態分類を行った3)。

・亦身 口縁部下の外面に受部を持つものや、口縁部下の外面に受部を持たないものがある。また、

受部をもたないものには無台のものと有台のものがある。なお、杯の中には本来脚部を持つ高

杯だったが、欠損のためその有無が確認できなかったものも含んでいる。

-亦蓋受部を持つ郎身に伴う蓋や、受部をもたない亦身に伴うつまみ付きの蓋がある。後者はかえ

りをもたないもののみである。

・高杯長脚高杯や短脚高杯がある。

・その他の土器費、壷、横瓶、瓶類、腫などがある。

灰紬陶器 (VI期)

300点出土した。碗、皿、壷類がある 4)。

山茶碗(羽I期)

387点出土した。碗、皿、壷類がある 4)。

陶磁器類(冒I・四期)

219点出土した。瀬戸、美濃、常滑産のものがある 4)。

②石器類

石器類の出土点数と割合を表4・5に、器種別石材を表6にまとめた。旧石器時代のものは後出す

る遺構や遺物包含層、表土層などから 11点出土した。縄文時代以降の石器類は竪穴建物出土が多い。

なお、図示した遺物は、遺構出土のものを中心に抽出した。また、剥片類は割合から除外している 5)。
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者描

出士点数(点〕
割合併)

表5 II期以降の石器類器種別数量

ス

打 ク 棋 打
器 製 石 レ 形 製
種 石 錐 イ 石 石

蟻 ノミ 器 斧

出土

点f点数1 
30 6 12 5 86 

割合
4.0 0.8 1.6 o. 7 11. 6 

(略)

打製石鯨

磨 磨
製 製
石 石

蝶 斧

56 7 

7.5 0.9 

磨
石

石
皿 紡 剥

石 R M 石 砥
錘

石
片

合
棋 F F 棒 敵

台
石

車
日

類
許

石

類
石

13 102 175 1 88 16 142 1 3 166 909 

1.7 13.7 23.6 0.1 11. 8 2.2 19. 1 O. 1 0.4 100 

鋭利な先端部と柄に装着するための基部を打ち欠きによって作出した小型の石器。合計 30点出土し

た。石材は、チャートが 23点、下呂石が4点、黒曜石が3点である。基部の形態によって4分類し、

さらに数の多い 1類を基部の扶りの形態から a、bに細分した。

1a類 基部の扶りが直線的あるいは丸いもので、 13点出土した。側縁や脚部の形状は、直線的なも

のや外脅するもの、内反から外脅するものなどパラエティに富む。脚部は尖るものが多い。

1b類 基部の挟りが轡曲するもので、 3点出土した。側縁は直線的、脚部は尖るものが多い。

2類 基部に挟りがなく直線的なもので、 4点出土したロ側縁はすべて外轡するものである。

3類 基部が凸状のもので、 3点出土した。これは 1・2類では確認できなかった、側縁に角を

持つものである。

4類石鎌の未製品をこの類とした。 6点出土した。

その他、破片が 1点出土した。なお、打製石鍛一覧には側縁部や脚部の形状、欠損部位についても、

図 7~9 に基づいて一覧表に記載した。

AAムハ。
4類最製品

側縁部形態 脚部形態
1 l起る 2 丸い 3平ら

/¥ ('¥ ('¥ a 直線的 レ u u 
b外湾 v U υ 1直線的 2 外. 3曹曲 4 角を持つ

c向調

U ど/ )__; 
図B 打製・磨製右量産の側縁及び脚部形態分頬模式図
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表6 器種別石材一覧

出土点数 スク 磨石 石皿 ナイ 角錐 旧石
合酔

打製 模形 打製 磨製 庖製 結錘 事j片 母菩
器材種比率内石% 

右鎌
石錐 レイ

石器 石斧 石厳 石斧
石核 RF J.IF 右棒 砥石

車
石臼

璽E ブ形 状 右刃 器
• .1'::- 敵宥 台宥 宥繕 右犠 宥核

比率

流紋岩
l 1 

0.6 0.1 

黒帽石
3 2 6 10 21 

10.0 2.0 3.4 6.0 2.3 

下回石
4 l E 2 14 16 1 15 2 57 

13.3 16.7 40.0 15.4 13.7 9.1 0.7 9.0 66.7 6.2 

漫飛 7 7 

流紋岩 8.0 0.8 

安山岩
1 14 1 2 1 17 2 2 2 42 

8.3 16.3 14.3 2.0 0.6 19.3 12.6 1.4 1.2 4.6 

玄武岩
1 l 2 

8.3 0.6 0.2 

蛇紋岩
1 1 

14.3 0.1 

ハイ1- 1 1 

?7:Mイト 14.3 0.1 

斑れい岩
l 1 

0.6 0.1 

花筒岩
38 6 1 3 l 49 

43.2 37.5 0.7 l開。 0.6 6.3 

結晶片岩
6 1 7 

7.0 1.1 0.8 

片麻岩
1 1 

1.2 0.1 

砂岩
2 3 1 26 8 I 127 7 173 

2.3 1.7 100.0 28.4 50.0 89.4 4.2 18.8 

凝灰砂岩
1 1 

0.6 0.1 

泥岩
l 24 47 3 11 3 89 

20.0 27.9 83.9 2.9 7.7 1.8 9.7 

頁岩
2 l 3 

1.1 0.6 0.3 

チャート
23 5 9 2 1 11 73 144 1ω 3 3 2 1 386 

76.7 83.3 76.0 40.0 1.2 84.6 71.6 82.3 66.7 1曲。 l曲。 100.0 33.3 42.0 

ホルン 35 2 8 2 10 57 

プ ェJレス 40.7 3.6 7.8 1.1 6.0 6.2 

粘板岩
7 2 9 

12.5 1.2 1.0 

凝灰岩
4 4 

67.1 0.4 

書事結 l 2 3 

凝灰岩 8.3 1.2 0.3 

緑色片岩
2 2 

2.3 0.2 

黒色片岩
1 1 2 

1.2 1回。 0.2 

珪岩
1 1 

0.6 0.1 

点数合酔 30 6 12 E 86 66 7 13 102 176 l 88 16 142 l 3 I 166 3 3 2 3 920 
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Cミ ム 凸: ム fOI 
a b c d • 

園9 打製・磨製右犠欠損部位分類模式園

磨製石鯨・磨製石蟻未製品

鋭利な先端部と柄に装着するための基部を研磨によって作出した小型の石器。 6点出土した。また、

石材や加工状況等から磨製石蟻未製品と判断したものが 41点、磨製石蟻の破片と判断したものが 9点

出土した。石材は、泥岩が 47点、粘板岩が 7点、ホルンフエノレスが2点である。磨製石嫉未製品につ

いては加工状況によって以下のように形態分類をした。

1類 磨製石鯨の石材と思われるもので、一次加工の寵跡が認められないもので、 8点出土した。

2類 三角形状に調整剥離加工され始めているが、未研磨のもので、 21点出土した。

3類 全体を研磨しはじめてはいるが、磨製石織としての形状が未整形のもので、 6点出土した。

本報告では二次加工品としている。

4類 磨製石鎌としての形状は整っているが、縁辺部の刃部が未整形・整形途中のもので、 6点出

土した。三次加工品としている。

なお、磨製石錬・磨製石鯨未製品一覧には側縁部や脚部の形状、欠損部位についても、図 7"'9に

基づいて一覧表に記載した。

石錐

鋭利で細い先端部を作り出した石器。 6点出土した。石材はチャートが 5点、下呂石が 1点である。

スクレイパー

素材剥片の縁辺部に連続した剥離を施して、刃部を作り出した石器や、挟り状の刃部を持つもの。

ただし、連続した剥離が認められても 1/2以上の欠損があると想定されたものは、便宜的に調整剥

離を施す剥片 (RF)に含めた。 12点出土した。石材はチャートが 9点、玄武岩、安山岩、溶結輝灰

岩が各1点である。

棋形石器

剥片の相対する二縁辺に、潰れ状あるいは階段状の剥離痕が発達する石器。 5点出土した。石材は、

チャート、下呂石が各2点、泥岩が 1点である。

打製石斧

略長方形の形態で、ほぽ全周を二次加工し、長軸の一端に刃部を持つ石器。刃部は長軸の両端にあ

る場合もある。 86点出土した。この中には、打製石斧片と思われる小片についても点数に加えている。

石材は、ホルンフェルスが 35点、泥岩が 24点、安山岩が 14点、結晶片岩が6点、砂岩、緑色片岩が

各2点、チャート、黒色片岩、片麻岩が各1点ずつである。中には、 J11原石を素材としたとわかる自

然面を残しているものがある。平面形態が不明なものを除くとすべて短冊形である。なお、欠損部位

については図 10に基づいて、刃部形態については図 11に基づいて記号化し、一覧表に記載した。
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磨製右斧

略長方形の形態で、刃部を研磨により作り出した石器。 7点出土した。石材は、碇灰岩が4点、蛇

紋岩、安山岩、ハイアロクラスタイトが各1点ずつである。なお、欠損部位については図 10に基づい

て、刃部形態については図 11に基づいて記号化し、一覧表に記載した。

ノ、、 ik-t/  

a b c d e f 

y 部位不明の破片 z 完形

園10 打製・磨製石斧欠損部位分類模式園

1 平らなもの(直刃) 2 外脅するもの(円刃) 3 尖るもの(尖刃)

固11 打製・磨製石斧刃部形態分類模式固

横刃形石器

台形状の形態で、長い側辺に刃部をもっ石器である。形態は打製石斧に似るが、短軸方向に刃部が

認められるものをこの類とした。 1点出土した。石材はホルンフェノレスである。

石核・旧石器石核

素材剥片を剥離した残核を総称して石核とした。旧石器時代に属するものを石核A、それ以外のも

のを石核Bとして分類した。石核Aは3点出土した。石材は下呂石 2点、チャート 1点である。石核

Bは10点出土した。石材は、チャート 11点、下呂石2点である。

調整jlJ離を施す剥片 (RF) 

素材剥片の縁辺部に二次加工を施してはあるが、刃部として機能していないと思われるものを調整

剥離を施す剥片 (RF) とした。 102点出土した。石材は、チャー卜が 73点、下呂石が 14点、ホル

ンフェルスが8点、泥岩が3点、黒曜石・安山岩が各2点である。

微細な剥離痕を有する剥片 (MF) 

剥片の縁辺に微細な剥離痕が確認できる剥片である。鋭い縁辺を刃部として使用した結果、刃こぼ

れ状の微細な剥離痕が生じたものと、偶発的に生じたものがあり、これらを明確に区別することはで

きなかったため、両者を合わせて微細な剥離痕を有する剥片 (MF) とした。微細な剥離痕は、スク

レイパーの刃部で観察できる連続した剥離が 2皿前後の長さを持つため、便宜的に長さ 2皿未満の長

さのものとした。 175点出士した。石材は、約 82%がチャートである。
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磨右・敵右類

握り拳大から手の平大の大きさで、楕円形の川原石(円磯)を用い、表面に磨痕や敵打痕などが観

察できる石器。磨痕と敵打痕が混在する石器が見られるため分類せず、一括した。 88点出土した。石

材は、花岡岩が 38点、砂岩が 25点、安山岩が 17点、濃飛流紋岩が 7点、結品片岩が 1点である。

右皿・台右

手の平大よりも大きく扇平な川原石の平坦面に、磨痕や敵打痕が認められる石器。明確に石皿・台

石と恩われるもののみをこの類としたため、元々石皿・台石として機能していたが破砕したため原型

が明確に判別できないものについては砥石の中に含めている。 16点出土した。石材は、砂岩が8点、

花両岩が6点、安山岩が2点である。

砥右

握り拳大から手の平大の大きさで、円磯や角礁を用い、表面に磨痕や擦痕が明瞭に残る石器。この

中には元々石皿として機能していたが原形をとどめないため判断がつかず、砥石の中に含めたものも

ある。また、砥面に敵打痕が確認できるものもあるが、砥面をもつものはすべて砥石とした。 142点

出土した。石材は砂岩が約 90%を占める。

石製品

砂岩製の石棒1点、黒色片岩製の紡錘車1点、花両岩製の石臼 3点 (1個体)が出土した。

剥片類

剥離作業によって生じた剥片や砕片などをまとめて剥片類とした。三次加工や微細な剥離痕が確認

できなかったものである。 166点出土した。石材は、チャートが約 66%、下呂石が 9%を占めている。

ナイフ形石器

旧石器時代の石器のうち、刃器などの剥片に刃潰し剥離を加え、現在のナイフに似た形に仕上げた

石器。 3点出土した。石材は、すべてチャートである。

角錐状石器

旧石器時代の石器のうち、周縁に急角度の鋸歯状の調整を加え、一端に尖部を設ける石器。 4点出

土した。石材は、すべてチャートである。

石刃

旧石器時代の石器のうち、石刃技法によって作出された側縁に刃部を有する縦長の剥片石器。 2点

出土した。石材は、すべてチャートである。

③土製品類

5点出土した。内訳は、土偶2点、土製勾玉1点、土鍾1点、近世土人形片 1点である。

④鉄製品類

12点出土した。形状が判断できるものは鉄鍛1点、鉄釘2点の合計3点である。

⑤その他の出土遺物

人骨 21点6)、種実類2点(桃核、胡桃)、炭化物 213点、粘土塊・焼土塊 12点が出土した。人骨

はすべて ST1出土である。炭化材は竪穴建物出土については樹種同定し、第4章第4節に掲載した。
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(2 )遺物一覧表・遺物実担u図

①土器観察表・土製品観察表

rNo.Jは、本文中の掲載番号である。

「地区・遺構」は、遺物が出土した調査区画(グリッド)、もしくは遺構で、複数の地区や遺構か

ら出土した遺物が接合した場合には、地区や遺構を記入している。

「層位」は、表土層・遺物包含層出土の場合は基本層序番号(la・1b • IIなど)を、遺構出土

の場合は土層分層前は埋土を深さ約5岨ごとに区切り、上層から順に ra.b.cなど」の順に付

与した。分層後はその土層番号(1・2・3など)を記入した。複数の層位から出土した遺物が接

合した場合は、すべての層位を記入した。

・土器の観察表にある、 「口径」 ・「器高」 ・「底径」 ・「最大径」の単位は岨である。欠損してい

る場合は、残存長を( )内に記入した。

「残存率」の口縁部残存率は、 (X/12)を計測(宇野 1992) し、 12分の 1以下については、 1/12

に切り上げた。底部残存率は底部を四分割し、 4分の 1未満を r1/4↓」、 4分の 1以上4分の2未

満を r1/4↑」、 4分の 2以上4分の 3未満を r2/4↑」、 4分の3以上完存を r3/4↑」と表した。

不明のものは r-Jを記入した。

「胎土」に記載した含有物は、肉眼で識別したものである。

・土器観察表の「文様」は、沈線・刺突・隆帯などと記載し、その幅や径を( )内に記入した。単

位は岨である。

・報告文書内の出土点数は取上点数で、座標をもっ点数と座標のないものの実点数を合計している。

②石器一覧表・鉄製品一覧表

rNo.J r地区・遺構J r層位」は、土器観察表と同じである。

「石材」の鑑定は、肉眼観察で行った。

「長さ」 ・「幅」 ・ 「厚さ」の単位はcmである。また、 「質量」の単位はgである。 r刃角」の単

位は度であるが、小数点第1位以下は切り上げた。なお、欠損している場合は、 ( )内に残存値

を記入した。

・摩耗痕や線状痕の有無は、ルーペ (x10)で行った。

③遺物実測図

-土器の調整の重なる部分は、原則として最も新しい調整を図化した。

・土器片や土偶片のうち割れ面を明確にした方がよい場合は、網掛けをした。

・石器実測図中の網掛けは摩耗の範囲を、実線は線状痕の方向を表した。

・石器の自然面はドット、節理面は一点鎖線で表した。

注

1) 個体数の計測方法は、口縁部計調l法(宇野 1992)を用いた。

2) 弥生土器・士師器類に関しては、赤塚次郎氏・石黒立人氏の指導を受けた。

3) 須恵器に関しては、渡違博人氏の指導を受けた。
4) 灰紬陶器・山茶碗・陶磁器類に闘しては、藤津良祐氏の指導を受けた。

5) 石器に関しては、長屋幸二氏の指導を受けた。

6) 人骨に関しては、千田隆夫氏の指導を受けた。
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第3節東野 I期(旧石器時代)

旧石器時代に属すると明確に判断できる遺構は確認できなかった。旧石器時代の遺物 12点は、ナイ

フ形石器、角錐状石器、石刃、石核、剥片である。すべて旧石器時代より後出する遺構、遺物包含層

から出土している。

ナイフ形石器(図 12)

ナイフ形石器は3点出土した。 1は阻15グリッドで出土した。基部を折損する。左側縁部は刃潰し

状に調整する。右側縁部下方に微細な剥離が連続する。先端に刃こぼれ状に剥離が点在する。縦長剥

片を用いる。 2はKF5グリッドで出土した。右側縁部を刃潰し状に調整する。左側縁部を、大きく 3

回剥離させて刃部を作出する。刃部に微細な剥離が連続する。縦長剥片を用いる。 3はKF1グリッド

で出土した。左側縁部を刃潰し状に調整する。右側縁部に微細な剥離が連続する。腹面に打点とフィ

ッシャーが認められる。縦長剥片を用いる。

角錐状石器(図 12)

角錐状石器は3点出土した。 4はSI38(N期)で出土した。両側縁部を刃潰し状に調整し、先端部

を作出する。用い方は横である。 5はKF7グリッドで出土した。左側縁部に自然面が残り、右側縁部

に刃潰し状の調整を加えて扇平な三角形をつくりながら先端部を作出する。刃部は自然面と調整によ

って鋸歯状になる。腹面は打点が残り、背面は材から剥離した面となる。未製品の可能性がある。 7

はKD7グリッドで出土した。左側縁部を直線状に、右側縁部を弧状に調整する。高い打点から刃潰し

状に調整を加えて三角形の断面をつくり、先端部を作出する。用い方は縦である。

右刃(図 12)

石刃は2点出土した。 8はSK1941(N期)で出土した。左側縁部に微細な剥離がある。 9はKD8グ

リッドで出土した。右側縁部に微細な剥離がある。どちらも頭部調整があり、剥離面が打面となる。

唇状パルプをもっ。

右核A (図 12)

石核Aは2点出土した。 10は阻7グリッドで出土した。風化の著しい下呂石である。磯面に爪状の

クラックが発達し、拳大よりやや大きいサイズの原礁から得られたものと考えられる。長軸端部の一

方で、横長剥片を 1枚取り出す。背面側は、不定形の剥片を 1枚剥離している。石核になる以前に横

長剥片2枚を取り出した剥離面が見られる。いわゆる横剥ぎ技法を駆使する。

剥片

剥片は 1点出土した(取上番号 10804) 0 SI13 (1lI期)で出土した。石材は溶結凝灰岩で、当遺跡

の近隣では関市板取地区や愛知県新城市鳳来寺山で産する。当該期の板取産の溶結凝灰岩製石器は、

岐阜市日野遺跡や岐阜市寺田遺跡で出土しているが、現在のところ日野・寺田遺跡以東での出土は確

認されていない。今後の調査に依るが、このことからこの剥片は鳳来寺山のものである可能性が考え

られる。
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26 第 3章調査の成果

第4節東野E期(縄文時代)

1 竪穴建物

当該期の竪穴建物を 7軒確認した。

8101 (図 13-16) (A80∞4) 

検出状況 C地点 JD18~JE19 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物北西部

を8I03、北部を 8I04、北東部から東部を 8Z1、西部を 8I02に切られる。平面形は東西辺は直線的で

やや長く、南北辺は丸みを帯びる。主軸の方位はN-23
0 -wである。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。 8I01北部の 8I03

(V期)と近接する範囲の埋土中から完形の須恵器杯身 (24)や須恵器片が出土し、炭化物の混じる

プロック状の焼土が認められる。埋土中に赤褐色土・黒色土・褐色土ブロックを含むことから人為堆

積の可能性が高いと考えられる。

壁 皿 .w層を掘り込んでいる。壁面はやや聞く。壁の残存高は最大で 0.12mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (7層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は褐色土が主体で、ところ

どころ黒色土や黒褐色土を含み、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴6基、壁際溝2条、炉 1基、

立石遺構1基、性格不明土坑 15基である。埋奮は確認できなかった。竪穴内の位置関係と埋土状況か

らP01、P02、P03を主柱穴と判断した。この場合、 P02と対になる主柱穴は 8Z1によって消失し

たと考えられる。 P01、P02、P03に明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱痕跡から柱径は 0.08

~0.11血と想定できる。柱埋戻土最上層に貼床層が確認できないことから、貼床形成後、柱穴が掘削

されたと考えられる。 P04、P14は柱穴である。明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。 P04は、

竪穴内の配置状況と竪穴北部で壁際を2条検出したことから、建物を北側に広げたときの主柱穴であ

る可能性も考えられる。この場合、 P04に対応する住穴は、 8Z1によって消失したと考えられる。 P

22は床面で検出した柱穴である。最上層に竪穴埋土に類似する黒色土層(1層)が、底部に柱の当た

り状の硬化範囲が確認できる。柱痕跡と柱の当たりが確認できることから 8I01埋土との土色の類似に

よって検出できなかった 8I01より後出する柱穴の可能性が高いと考えられる。壁際溝は、建物の残存

する部分のうち、 8I02e接する北西部を除いて壁際を巡る。深さ平均0.19mを測る。北辺は2条の溝

が巡り、内側の溝は約 0.03mと浅い。建物の建替えの可能性が考えられる。

炉建物中央部やや南寄りで検出した。南辺で断割された川原石と角磯が長軸をそろえて並んだ状態

で出土し、炉内側である川|原石の断割側が被熱していたことから石囲炉と判断したロ南辺以外は明確

な炉石の存在を示す痕跡は確認できなかったが、抜き取られた可能性がある。埋土はほぼ水平堆積で

ある。川原石の内側に被熱痕が残るにもかかわらず、炉底面と埋土にはその痕跡は明瞭ではないロ炉

底部から深鉢 (20)が出土した。炉底部に接した状態で内面を上にした破片がまとまり、その上に外

面を上にした破片が重なる、あるいは埋士を挟んで重なる状態で出土した。土器上で焼士や炭化物、

土器の三次被熱などの火を使用した痕跡は確認できない。炉石の抜き取りの可能性及び土器上面で火

を使用していないことから、建物廃絶時の儀礼行為の可能性を窺わせる。

立右遺構建物内、北辺ほぽ中央部で検出したP05は立石遺構である。長辺 26岨の川原石の下部 11

岨を穴中央部に埋めて立てている。川|原石に人為的な痕跡は認められない。壁際溝1より内側の床面
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X人

_A_ 
81.叙加

A' 

1 1町Rl.7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘住なし穣含まず径5咽以下の町1!V8軍事褐色土プロック1%含む
2 10YR4/6 褐色土ややしまる 粘性やゃあり 礎含まず径1咽以下の10YR2/1黒色土プロック7%含む
3 10YR2/2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘位やゃあり 艇含まず， 10YR3/4 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 穣含まず径1咽以下の10YR4/4褐色土プロック5%含む
5 1町R2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 穣含まず径1咽以下の10YR4/4褐色土プロック3%含む
6 1町R2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず
7 1町R4/4 褐色土 岡〈しまる粘位やゃあり 礎含まず{貼床眉)
8 1町R2/1 黒色土ややしまる粘伎なし積含まず
9 1町R2/3 黒褐色土やや淡色ややしま る 粘位やゃあり 襲含まず(壁際漕埋土]

81古静止

一τ
刊す

1 10YR1.7/1 鳳色土やや茶色 1 10YR2/2 黒褐色土 やや噂色 1 10YRl. 7/1 黒色士やや茶色
ややしまる 粘性なし夜含まず ややしまる粘性やゃあり穣含まず ややしまる粘性なし磯含まず

2 10将211 鳳色土 ややしまる 2 10YR2/2 馬術色給貧土と10YR4!哨色 2 10YR2/1 黒色士ややしまる
粘性なし礎含まず 粘質土との混合土圃〈しまる 粘性なし磯含まず

3 10YR2/Z鳳織色土ややしまる 磯含まず〔貼床周) 3 10Y抱 /1 黒色士やや淡色
粘性やゃあり礎含まず 3 10Y砲 /1 鳳色土 ややしまる ややしまる粘性なし磯含まず

4 10YR2/3 鳳織色土やや暗色 粘性なし穣含まず 4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり礎含まず 4 I0YR2/3 鳳褐色土 ややしまる 粘性ややあり磯含まず

5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる 粘性やゃあり僚含まず 5 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり礎含まず 5 I0YR3/4 暗褐色土 ややしまる 粘性ややあり磯含まず O 

粘性やゃあり 磯含まf

C' 

-_L 

内4

1 I0YR2/1 .. 色土やや茶色
しまり弱い粘性なし・含まず

Z IOYR2/Z 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

3 I0YR2/3 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 IOYR3/3 暗褐色土ややしまる
粘4生やゃあり 礎含まず

5 I0YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘位やゃあり様含まず ー

zm 

園13 SI01遺構図(1) 
(S=1/50) 
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28 第 3章調査 の成果

上場LL
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礁 含 まず径lcm以下

10YR2/1黒色プロ ック5%含む
2 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

P12 
_M_ 1 ____M:._ 

81. 6伽可草T
ム3'2

P13 

81伽七六3

1 10YRl. 7/1 黒色土やや淡色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず

3 10YR2/2 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 榛含まず

P21 

81. 60匂グ

1 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし礁含まず
10YR4/4褐色士、 層状に含む

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR2/2 黒褐色士やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

4 10YR2/2 黒褐色土やや茶色
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
下部IOYR4/4 褐色土漸移層

P22 

_F_ ・ -ι
81. 6伽1吉~

1 IOYR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YRl. 7八黒色土しまり弱い
粘性なし磯含まず

3 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし 磯含まず

4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 際含まず

5 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 僕含まず

壁際溝2

_v_ 1 _y__ 
81. 60m~←ー

1 lOYR2/2 黒褐色土 しまる
粘性ややあり 磯含まず。

(S=1/50) 

P06 
-ι ___，[_ 

81. 60m-._寺戸

内7 P09 P08 P10 

8(品同長持L_!L_

1 IOYRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず径lc回以下の

lOYR4/4褐色土プロック7%含む

P07 

1 10YR1.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし 諜含まず径lcm以下の

10YR4/4褐色土プロック3%含む
2 10YR2/2 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 畿含まず

P08 

3 10YR1.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず径lcm以下の

10YR4/4褐色土プロック5%含む
4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 傑含まず

P14 P15 

o '0 0' 
81.而 J4サ

~t:=13氏6
， ¥8 λJ 

'GJ'S 

P09 

5 10YR2/1 黒色土 ややしまる
粘性なし 磯含まず

6 10YR2/2 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

P19 

Q Q' 
81. 6而一て~

1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし 磯含まず

炉

耳

∞

司

自

(

〕

ヨ

X 

ni 

ーミミミミギ主少

817jB社長____L:._

1 10YRl. 7/1 黒色土 や やしまる
粘性なし磯含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし 磯含まず

P16 P17 

_P_ 3 L 4 _L  
81. 6伽目、一ーー、.:y一『ミ::=:;.-

Pl6 
1 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/1 黒色土 ややしまる
粘性なし磯含まず

3 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし 楼含まず

P17 

4 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし 磯含まず径O.5cm以下の

10YR4/4褐色土プロック3%含む

P20 

S S' 

町、野
I 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

4 IOYR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

5 IOYR4/4 褐色土 やや暗色
ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず

6 IOYR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

I 10YR2/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし 様含まず
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 穣含まず 径lc皿以下のIOYR4/4褐色土プロ ック3%含む
3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 穣含まず 径lc皿以下のIOYR2/1黒色土ブロ ック3%含む
4 10YR4/4 褐色土ややしまる粘性やゃあり 穣含まず

2m 。
(S=1/20) 

図14 SI01遺構図(2)
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図15 SI01出土遺物(1 ) 

。 10cm 

(S=1/3) 



30 第3章調査の成果

。
(S=1/3) 

園16 SI01出土遺物 (2)

で検出したことから SIOlに属すると判断した。

床下貼床除去後、遺構は確認できなかった。

27 

10cm 

28 

遺物出土状況縄文土器 146点、弥生土器9点、古墳前期士師器3点、古墳後期以降土師器 16点、時

期不明士師器 27点、須恵器5点、山茶碗1点、膿3点、石器類 24点が出土した。埋士上層から弥生

土器・士師器類、須恵器が出土したが、下層の掘削にしたがい縄文土器の出土量が増加した。

出土遺物 11"'"'13は炉出士、 14、15は埋士出士の深鉢A類である。 11のみ深鉢A2類で、波状口縁で

ある。口縁部文様体聞に沈線でS字文を施す。内面はナデ調整する。炉出土の3点は別個体である。

12は口縁部外面上端部に沈線が 1条巡る。その下に文様帯をもっ。禍巻文と区画がならび、区画内に

斜方向の短沈線を埋める。頭部に刺突が巡る。胴部外面は方形区画内に沈線を埋める。 13は口縁部外

面上端に沈線が 1条巡る。その下に隆帯を貼り付ける。隆帯によって区画文を開始し、禍巻文を隆帯

でつくり、隆帯中に沈線を引く。区画内に短沈線を埋める。 14は口縁部文様帯である。そうめん状の

貼付隆帯の聞を沈線状になでた後に円形刺突を施す。 15は口縁部文様帯である。そうめん状の貼付隆

帯で渦巻文をっくり、その内側に沈線を施す。沈線内に円形刺突を施す。 16、17は深鉢B類である。

16は口縁部である。口縁端部を折損する。沈線による禍巻文を施し、沈線外にLR縄文が見られる。

内面はミガキである。 17は口縁部文様帯である。口縁端部で内脅する。口縁端部に沈線を巡らせ、そ

の下部にランダムな方向の沈線を施す。 18はP15出土の深鉢Fl類である。胴部外面を隆帯で区画し、

やや崩れた羽状文で埋める。 19、20は深鉢F2類である。 19は沈線で区画し、区画内を右下がりの短

沈線で埋める。 20は炉出土である。胴部外面は上下三段に長楕円形の区画を配し、縦方向の沈線を充

填する。区画聞に縦位の沈線を施す。 21はE期ミニチュア土器である。壷形で器壁が厚い。分厚い部

分が底部近くになると恩われる。内面は指押さえ、指ナデ調整する。外面は指ナデ調整する。外面は

凹凸が顕著である。 22は須恵器無蓋高坪の裾部である。脚屈曲部から裾に向けて平坦面をつくり、突
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帯状にふくらんだ後、裾側に窪みを巡らせてから面をつくる。 23は須恵器亦蓋である。形状は天井部

が丸みを帯び、口縁部は垂下する。 24は須恵器亦身である。底部外面がややくぽむ。内面に煤が付着

する。 6世紀後半に比定でき、隣接する 8I03出土遺物とほぼ同時期である。 25は打製石鍛である。

基部の挟りが深い。形状は側縁部に角を持つ五角形である。基部を大きく扶ってから脚を作出する。

脚、左側縁、右側縁の順に調整する。 26は磨石・敵石類である。全面に使用痕の磨面が確認できる。

表裏ともに中央部に敵打痕が残る。 27は石皿である。全体が被熱する。表面はややくぼみ、作業範囲

(一点鎖線内)が明確である。表裏隅部に敵打痕が見られる。 28は砥石である。砥面は1面で、斜方

向に線状痕が残る。敵打痕が見られる。全体が被熱によって赤色化するロ

時期 炉出土土器 (20)から東野E期と判断した。

SI06 (図 17-23) (AS0550) 

検出状況 C地点 JJ20~KK1グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物南部を

8I07に切られる。平面形は、各隅がやや明瞭になった楕円形である。埋賓と炉から想定できる主軸の

方位は、 N-22
0 -Eである。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に暗褐色土

プロックを含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 m.w層を掘り込んでいる。壁面は北、西はやや聞くが、東はほぼ直立に近い。南側は、 8I07に

よって立ち上がりを消失しているため、壁際溝掘方を 8I06の規模とした。壁の残存高は最大 0.14血

であるロ

床面 ほぽ平坦である。貼床 (7層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒

褐色粘質土と暗褐色粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴7基、壁際溝2条、

炉 1基、埋蓮1基、性格不明土坑 15基である。竪穴内の位置関係と埋土状況から P01、P02、P03、

P04をこの建物の主柱穴と判断した。 4基に明瞭な柱痕跡、 P01以外で柱の当たりが確認できる。柱

径は、 O.1O~0. 17mと想定できる。柱埋戻土最上層に貼床層が確認できないことから、貼床形成後、

柱穴が掘削されたと考えられる。 P05はP07西で切り合う柱穴だが、壁際溝の掘削により消失したた

め、この建物の時期に後出する遺構の可能性が高いと考えられる。 P12、P14は柱穴である。 2基と

もに明瞭な柱痕跡が確認できる。 P22はP03の掘方である可能性も考えられる。壁際溝は、建物の北

部中央、南部中央を除きほぽ全周する。深さ平均0.18mを測り、 8I07によって消失した南部でも壁際

溝を検出した。また、南東部は壁際溝が2条に分かれており、壁際溝1>壁際溝2となる。柱配置か

ら拡張や立て替えの痕跡が確認できなかったことから、壁際溝を掘削し直した可能性が考えられる。

炉 建物ほぼ中央部やや北寄りで検出した。平面形はやや東西に長い隅丸方形である。検出した平面

形の北東隅部に接して一辺 50四の亜角磯が据えられており、その上面の一部に煤と被熱痕が認められ

るが、その他の使用痕は確認できない。この磯の下に炉の埋土を確認し、埋土から土器が出土したこ

とから、炉石ではないと判断した。炉は床面を皿状にくぼませている。炉を囲む炉石は確認できず、

その圧痕も不明瞭だったが、抜き取りの可能性がある。炉外縁の北東及び北西隅部で拳大の亜円磯が

出土した。炉埋土は中央がくぽむ堆積で、自然に埋没した可能性が高いと考えられる。埋土中から深

鉢 (31)が出土した。炉底部に接した状態で内面を上にした破片がまとまり、外面を上にした破片が

その上に重なるか、埋士を挟むように出土している。出土範囲周縁部の土器は立って出土しているも
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「ーへ主巴妙手造言苛」ー
1 lOYll.1/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし検含まず径l値以下の10m/4 暗縄色土プロック3%含む
2 10Yl1.1/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし検含まず

3 10Yl2/1 黒色土ややしまる粘性なし脅含まず径l岨以下の10m/‘暗褐色土プロック1%含む
‘ 10Yl2/2 .. 褐色土ややしまる粘性やゃあり脅含まず
5 10Yl2/3 .. 褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 積含まず

6 10Yl2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 脅含まず{盛岡匝構坦土}
7 10Yl2/1 黒褐色枯賀土と10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土岡〈しまる積含まず{貼床屠1
8 10Yl2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘怯なし積含まず

9 10Yl2/3 鳳禍色土やや暗色ややしまる 粘性やゃあり 耳慣含まず(壁際湯温土)
10 10Yl2/3 鳳禍色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 積含まず(壁際機温土)

81古~_L
1 10Yl1. 7/1 属色土やや暗色
ややしまる粘性なし榛含まず

2 IOYl1.1/1 緑色土ややしまる
粘性なし 擁含まず

3 I0YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし義含まず

4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
'自性~ゃあり 磯含まず

5 10YR2/3 駒補色土ややしまる
'自性やゃあり 磯含まず

6 IOYR3/3 時暢色土ややしまる
粘性やゃあり 疎含まず
下部IOYR3/4 附褐色土台む

1 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり E融合まず径l園以下の
10YR2/1 鳳色土プロッテ1%含む

品命L 品、~
_L _L  

山対
1 10YR1.1/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし様含まず

2 10YR1.1/1 黒色土ややしまる
粘性なし 接合まず

3 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性ややあり 諜含まず
10YR4!4 褐色土プロック多〈含む

4. 10YR2/2 黒褐色土ややし主る
粘性やゃあり 穣含まず

1 10YR2!3 嶋傷色土ややしまる
粘性やゃあり 夜含まず
下郷函〈しまる

2 10YR3/3 暗縄色土ややしまる
粘性やゃあり 圏直含まず

1 10YR2/2 鳳梅色土 やや事長色
ややしまる粘住やゃあり 鶴含まず
下街園くしまる

2 10YR3/3 .官事島色土 ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

3 10YR3/4 画面鍋色土 やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず

。 2m 

(8=1/50) 
園17 SI06遺構図(1)



P05 P07 P06 
_ K_P  )i _____[ 

81. 6伽 2札修~4

1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし際含まず
下部固くしまる

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 際含まず径1c皿以下の
lOYR3/4暗褐色土プロック1%含む

3 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

5 10YR1.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし 磯含まず

6 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず

7 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

8 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

P15 
_P_ _P_' 

81.60叩

一吉守1
1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず径1咽以下の
10YR4/4褐色土ブロック5%含む

2 10YR2/2 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず径l個以下の

10YR4/4褐色土プロック7%含む

市環本/
1 10YRl. 7/1 黒色士やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし 磯含まず

4 10YR2/1 黒色土 ややしまる
粘性なし 磯含まず

5 10YR2/2 黒色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

6 10YR2/2 黒褐色粘質土と10YR3/4
暗褐色粘質土の混合土
ややしまる 磯含まず

P23 

P08 
_L_ よL

81. 60mヲ豆ア
1 10YR2/1 黒色土 ややしまる
粘性なし磯含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

山古事
1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし榛含まず

2 10YR1. 7/1 黒色土 ややしまる
粘性なし 磯含まず

3 10YR2/1 黒色士 ややしまる
粘性なし磯含まず

4 10YR2/3 黒褐色土 やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

_g_ 
81. 60m 

P16 
_[_ 
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81蒜「弓デ上

一、会「
1 10YR2/1 黒色士 やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

_s_ 4 1iL 

一τ寸戸-y
1 10YR1. 7/1 黒色土 やや暗色
ややしまる粘性なし傑含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

4 10YR1.7/1 黒色土ややしまる
粘性なし 機含まず

5 10YR2/2 黒褐色士やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礁含まず

1 10YR2/1 黒色土 やや茶色
ややしまる粘性なし 磯含まず
径O.5cm以下の10YR3/4暗褐色土プロック
3%含む

2 10YR1. 7/1 黒色土 ややしまる
粘性なし磯含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
径O.5cm以下の10YR2/1黒色土プロック
3%含む

1品雨量伝i

_u_ u' 

1 IOYR2/1 黒色土 ややしまる
粘性なし 磯含まず 径Icm以下の
IOYR3/4暗褐色土プロック1%含む

2 10YR1.7/1 黒色土 やや暗色
ややしまる粘性なし際含まず

3 10YR1. 7/1 黒色土 やや淡色
ややしまる粘性なし機含まず

4 IOYR2/1 黒色土 ややしまる
粘性なし磯含まず

5 IOYR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

6 IOYR3/4 暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
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(S=1/20) (S=1/50) 
図18 SI06遺構図(2)

のが多い。4個体の土器であることが判明した (29、30、31、35)。炉の底部に焼土、炭化物は認め

られないが、基盤層の皿 ・N層に被熱が認められる。炉石の抜き取りの可能性及び土器上面で火を使

用していないこ とから、建物廃絶時の儀礼行為の可能性を窺わせる。

埋華 南辺に近接し、壁際溝の途切れる部分で確認したP17は、SI06主軸からやや西に寄る。埋設さ

れる深鉢 F2類 (41他)は口縁部が折損するが、意図的に口縁部を折損して埋設したか、 SI07(N期

竪穴建物)の掘削時に折損したかは不明である。なお、 SI07埋土中から 41に接合する土器片は出土

しなかった。また、上部が内部に落ち込む破片が認められる。土層観察から、まず9・10層上に土器

を置き、次に9・7・5層の順で土器外部に土を充填し、その後4・3・2層の順に内部が埋まった

と考えられる。 北側で深鉢が破損し、 5層が3層下部に潜り込んでいることから、埋設時には内部が

空洞だ、ったことを示す。

床下 貼床除去後、遺構は確認できなかった。
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2 10YRl. 7!1 黒色土ややしまる粘性なし際含まず
3 10YR2!2 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 際含まず
4 10YR2!3 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 際含まず径1c田以下の5YR4!8 明赤褐色土プロック1%含む
5 10YR3!3 暗褐色土ややしまる 粘性やゃあり 際含まず
6 5YR2!4 極暗赤褐色土やや暗色 ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず径0.5cm以下の5YR4!6 赤褐色土ブロック3%含む
7 5YR4!4 にぶい赤褐色土やや淡色 しまる 粘性やゃあり 磯含まず径0.5cm以下の5YR2!4 極暗赤褐色土ブロック3%含む
8 5YR5!6 暗赤褐色土 しまる 粘性やゃあり 磯含まず径0.5c皿以下の5YR5!自明赤褐色土プロ ック3%含む
9 5YR4!8 赤褐色土 しまる粘性ややあり 磯含まず 0 
10 5YR3!4 暗褐色土 しまる粘性ややあり 磯含まず 上層やや被熱

m川ー

(S=1/20) 
図19 S[06遺構図 (3)
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遺物出土状況縄文土器625点、弥生土器2点、時期不明土師器類 14点、須恵器2点、磯2点、石器

50点が出土した。埋土上層から縄文土器片が多量に出土したが、下層の掘削にしたがい破片が大きく

なっていった。

出土遺物 29~32 は炉出土の深鉢A2類である。すべて波状口縁で、渦巻文と区画文がセットで収束

し、収束聞にS字文や蕨手文を入れて連続する。 29の区画内は短沈線を充填する。頚部に刺突が巡る。

胴部は沈線で区画し、区画内にLR縄文を充填する。内面は横方向のミガキが残る。 30は隆帯で渦巻

文をつくり、区画内に羽状沈線を埋める。頚部に刺突が巡るロ胴部は隆帯で逆U字状に区画し、区画

内に羽状沈線を埋める。胴下半部は被熱のため器面が荒れる。口縁部内面にミガキが残る。 31は口縁

端部が内脅し、内側に肥厚するロ渦虐文は隆帯でつくり、内に放射状の刻みを施す。区画内は斜方向

の短沈線を埋める。頚部隆帯聞に刺突が巡る。胴部は沈線で方形に区画し、羽状沈線を埋める。胴下

半部と底部を折損する。 32は口縁部文様帯で、隆帯による渦巻文が明瞭な渦にならない。その内縁に

円形刺突を施す。 33~35 は深鉢A類である。 33 は口縁部文様帯で、隆帯が渦巻き状に曲線を描き、隆

帯内部に細い沈線が2条巡る。隆帯の両脇に太い沈線が巡り、内部側に刻みを施す。外部側は三角形

状に区画し、縦方向の短沈線を施す。頚部に刺突が巡る。 34は口縁部文様帯で、波状口縁の頂部にS

字文を施す。渦巻文内縁に斜方向の刻み、外縁に放射状の刻みを施す。 35は波状口縁で、禍巻文が天

に向かい、区画聞に隆帯を貼り付ける。沈線で渦巻文を描き、区画内に羽状沈線を充填する。 36、37

は深鉢B類である。 36は平縁で、口縁部が聞き、端部で屈曲して直立する。外面は逆台形状の区画内

に短沈線を充填する。 37は口縁部文様帯で、沈線で区画する。地文はLR縄文である。 38は深鉢D類

である。波状口縁で、地文のLR縄文に縦方向の波状文を施す。口縁部文様を省略して胴部文様帯が

口縁端部まであがる。 39は深鉢 E2類である。口縁部外面は無文で、ナデ調整する。口縁端部でやや

内脅する。深鉢D類の口縁部の可能性もある。 40は炉出土の深鉢 F1類である。隆帯による区画で脇

に縦位の沈線を施す。区画内は斜方向の短沈線を埋める。 41はP17出土の埋賓で、深鉢F2類である。

胴下半部に穿孔下半分が残る。胴部は縦位の沈線によって区画する。被熱によって器面が荒れるため、

沈線以外の文様は不明である。底部が残存する。 42、43は東海地方西部にみられない深鉢である。 42

は深鉢の口縁部で波状口縁である。透孔がある。透孔の周囲に3重の円形を沈線で描く。口縁端部が

肥厚し、面をもっ。内面は透孔下で段をつくる。その段の周囲にミガキが残る。 43は隆帯で口縁部と

胴部を分ける。口縁部文様は残存する範囲は無文である。胴部は区画内にLR縄文を充填し、区画聞

に蕨手文を施す。 44、45は浅鉢である。 44は波状口縁で、頂部を外方に曲げて輸にして立体的にする。

胴部外面にミガキを施す。内面は剥離のため調整不明である。 45は底部である。内外面はミガキを施

す。鉢底部との接合部に焼成が届いている。 44と45は接点はないが、胎土とミガキの単位が類似す

ることから同一個体と考えられる。 46~49 は打製石鎌である。 46 は打撃時に薄くはがれたことを利用

して、剥離部を側縁にして微調整して側縁部を作出する。 47は表面に凸部がある。基部は浅く挟る。

右側縁部は外反し、左側縁部は内脅する。 48は未製品である。剥離後にポジ面を強く押圧して薄くす

る途中のもので、側縁部を細かく調整し三角形状に作出する。 49は凸基鎌の未製品である。基部を扶

った後、右側縁部の調整を施す。左側縁は背面土方に僅かな調整が認められるのみである。 50は打製

石斧である。刃部を折損する。背面に線状痕が認められる。 51は炉出土の磨製石斧である。全体を磨

き、側縁部に面をつくる。ほぽ斜方向の線状痕である。側縁部との境の稜にやや傾きの大きい斜方向
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園23 SI06出土遺物(4) (S=1/3) 

の線状痕が認められる。 52は模形石器である。左右の側縁に階段状剥離が見られる。上辺に自然面が

残る。下辺は鈍角に仕上げる。 53、54はスクレイパーである。 53は打点、の相対する辺に細かい調整を

施して刃部を作出する。刃部は使用のためかやや摩耗している。 54は曲線的に剥離を施し、その辺を

刃部として使用する。 55はRFである。先端部を三角形に加工していることから石鍛等をつくる途中
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の可能性も考えられる。 56、57はMFである。 56は上辺は自然面で、その対辺に微細な剥離が連続す

る。 57は略長方形の剥片に微細な剥離が残る。 58は砥石である。表面に線状痕が多く、強く研がれる。

裏面にも線状痕が残るが、表面ほどではない。上部にくぼみがあり、線状痕が集中する。

時期 床面出土土器(38)、炉埋設土器 (30)から東野E期と判断した。

S[36 (図 24)(AS2688) 

検出状況 C地点KJ5・6グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。南西部を 8135

に、東部を倒木痕等に切られること、南東部は南に向かつてややくだる地形で、床面と掘方が消失し

ていることから、平面形は不明である。 8808に切られる。検出時に床面が露出していた。長軸の方位

はN-180 -wである。

埋土 検出時に床面に到達し、埋土が確認できないため堆積状況は不明である。

壁 E層を掘り込んでいる。壁は消失しているため、壁面形状は不明である。

床面 ほぼ平坦である。貼床 (3層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒褐色粘質土と暗褐色粘

質土の混合土でしまる。床面で検出した遺構は壁際溝、柱穴 1基、性格不明土坑8基である。炉や埋

費は確認できなかった。 P7は柱穴であるが、主柱穴か否かは不明である。明瞭な柱痕跡と柱の当た

りが確認できる。柱径は約 0.09mである。壁際溝は、北辺西部、西辺にわずかに残る。深さ平均 0.07

mを測る。貼床層を切っていることから、貼床形成後に掘削されたと考えられる。

床下貼床除去後、遺構は確認できなかった。

遺物出土状況 貼床層から縄文土器1点が出土した。床面上層の遺物包含層から須恵器、弥生土器、

土師器、縄文士器の破片が出土したが、主体は縄文土器である。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。貼床層出士の縄文土器(取上番号 13143)は深鉢E2類

の胴部片である。

時期 8135、8808に切られること、貼床層及び床面上層遺物包含層出土土器から東野E期の可能性が

最も高いと判断した。

S[39 (図 25・26)(AS2827) 

検出状況 C地点 KL5 ・ 6~剛 5 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。 8D19

に切られる。建物東部は発掘区外であり、平面形は不明である。長軸の方位は、 Nー 150 -Eである。

埋土 黒色士がほぼ水平に堆積し、壁際埋士がやや傾斜して堆積する。

壁 llI~V層を掘り込んでいる。西壁面はやや聞き、北壁面の傾斜は急である。壁の残存高は最大 0.25

mである。

床面 ほぼ平坦である。貼床層 (8層)が、建物の残存する部分全体にわたって明瞭に残る。貼床層

は黒褐色粘質土と暗褐色粘質土の混合土で、固くしまる。貼床層上の壁沿いで黒褐色土のしまる層(硬

化層・ 5層)が確認できる。壁際溝埋土に被る。硬化層は竪穴内壁際で確認できる。これらのことか

ら、建物機能時に持ち込まれた土が硬化した可能性が考えられる。この場合、竪穴建物の機能時には

壁際溝は埋まっており、壁際溝の機能は壁の崩れを防ぐための壁押さえを固定するためのものである

可能性が考えられる。床面で検出した遺構は柱穴 1基、壁際溝、土坑4基である。炉や埋費は確認で

きなかったが検出した竪穴掘方から発掘区外に存在すると想定できる。竪穴内の位置関係から床面南

西部で検出したPlをこの建物の主柱穴と判断した。 4本柱建物の可能性が想定できる。明瞭な柱痕
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2m 

跡と柱の当たりが確認できる。柱径は約 O.15mと想定できる。 Plの最上層に貼床層が確認できない

ことから、貼床形成後、柱穴を掘削したと考えられる。壁際溝は、建物の壁際を巡る。深さ平均O.12 

mを測る。貼床層を切る。これらのことから、竪穴掘方の掘削→貼床の形成→壁際溝掘削・壁押さえ

の埋設、主柱穴の掘削→生活による硬化層の形成と考えられる。

床下貼床除去後、遺構は確認できなかった。

遺物出土状況縄文士器24点、時期不明土師器1点、石器類1点が出土した。

出土遺物 59は深鉢B類の口縁部である。沈線によって区画し、縄文を埋める。原体は不明である。

端部は擬口縁で、沈線は擬口縁の端部を抜ける。 60は深鉢 E2類である。外面はナデ調整し、やや内

智する。

時期 埋土出土土器から東野E期の可能性が高いと判断した。
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2 10YR2/2 黒褐色土 やや淡色 粘性やゃあり 磯含まず
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず P5

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 4 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
粘性ややあり磯含まず ややしまる粘性やゃあり撲含まず

5 lOYR2/3 黒褐色土やや暗色
ややしまる 粘性やゃあり 礎含まず

6 10YR3/3 晴褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

7 10YR4/6 褐色土しまる粘性あり
磯含まず

1 10YR2/3 黒褐色土 しまり弱い粘性やゃあり 礁含まず (1層)
2 IOYRl. 7/1 黒色土 ややしまる 粘性なL 軍事含まず
3 10YRl. 7/1 黒色土 やや暗色 や やしまる 粘性なし 礁含まず
4 lOYR2/2 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 穣含まず
5 lOYR2/3 黒褐色土固く しまる 粘性やゃあり 礁含まず (硬化層)
6 lOYR2/3 黒褐色土やや暗色ややしまる 粘性ややあり 礁含まず(壁際溝埋士)
7 lOYR2/3 黒褐色土やや淡色ややしまる 粘性やゃあり 礁含まず 径lcm以下の

lOYR3/4 暗褐色土プロック7%含 む 炭化物少量混じる (壁際溝埋土)
8 lOYR2/3 黒褐色粘質土と lOYR3/4 暗褐色粘質土の混合土(黒褐色粘質土が多い)

固く しまる 磯含まず(貼床層)

o 2m 

(S=1/50) 

図25 SI39遺構図

。 10cm 

CS=1/3) 
図26 SI39出土遺物

SI40 (図 27.....29)(AS3207) 

検出状況 C地点KN4 "-'KO 5グリッドで検出した竪穴建物である。E層上面で検出した。 SD48に切ら

れる。柱穴、炉、断続する壁際溝状遺構を検出したことから、壁際溝状遺構に固まれる範囲を SI40

と判断した。 掘方は残存していない。 建物南東部は発掘区外だが、壁際溝からやや胴張りの隅丸方形

と考えられる。主柱穴と炉から想定できる主軸は、N-160 -wである。

埋土 埋土が確認できないため堆積状況は不明である。

壁 E層を掘り込んでいる。壁は消失しているため、壁面形状は不明で、ある。
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床面床面は確認できない。上層の撹伴によって貼床を消失したか、元来貼床を形成していなかった

かは不明である。 S140の想定範囲内で検出した遺構のうち、 S140と関連する遺構を柱穴3基、炉1基、

埋費1基、壁際溝2条と判断した。竪穴内の位置関係から Pl、P2、P3をこの建物の主柱穴と判

断した。 P2はSD48底で検出した。 4本柱建物と想定できる。明瞭な柱痕跡、柱の当たりが確認でき

る。住径は O.09~0.13m と想定できる。 P2 は SK2023 と重複しており、半裁時に SK2023 埋土との類

似によって掘りすぎている。壁際滑は断続する。また、南部と西部で切り合う 2条の溝を検出した。

外側の溝(壁際溝 1)が内側の構(壁際構2)を切る。深さ平均 O.l1mを測る。

炉 建物中央部北寄りで石囲炉を検出した。炉南西側が SD48に切られるため、北辺と東辺のみが残存

する。掘方はテラスをもっ二段構造である。掘方テラス部分に磯を置き、外縁側に土を充填 (6~9

層)する。]-J'側の充填土は7・9層が残る。南辺の炉石が欠落していることから、炉石欠落後

の埋没過程で2・3層が堆積したと考えられ、 3層と 7・9層の問の分層線上に炉石が据えられてい

た可能性が考えられる。掌大の角磯2個をやや開き気味にして据えて方形に囲い、その間隙や背面の

掘方内部に拳大の磯を充填し固定する。炉石は燃焼部側が強く被熱する。最下層 (5層)が燃焼面で、

その上に焼士プロックと炭化物を含む4層が堆積する。炉中央燃焼部上の3層基底面で深鉢 (64)が

出土した(図 28右上段)ロ土器上で火を使用した痕跡は確認できないロ最下層で出土した破片は、す

べて外面を向けている(図 28右中段)。これらのことから、建物廃絶時の儀礼行為の可能性を窺わせる。

埋聾 SD48底部でP4を検出した。主柱穴から想定できる主軸からやや東にずれる。埋設される無文

深鉢 (63)は上半部が折損し、内部に落ち込む破片が認められる。埋土中に底部片がなく、底部穿孔

していたと考えられる。掘方は北部がやや深くなる三段構造で、深くなる側に深鉢が埋設される。

床下 貼床除去後、遺構は確認できなかった。

遺物出土状況 S140関連遺構から、縄文土器3点、石器1点が出土した。 8140プラン上層の遺物包含

層から、弥生土器・士師器類、縄文士器が出土した。主体は縄文土器である。

出土遺物 61、62は炉出土の深鉢A類である。 61は波状口縁で、沈線と隆帯により口縁部文様帯を構

成する。 62は口縁部と底部で接点はないが、出土状況と土器胎士から同一個体の可能性が高いと判断

した。口縁部文様帯は隆帯による区画で、内部にLR縄文を充填する。 63は深鉢E2類で埋聾である。

口縁部から胴上半部と底部を折損する。底部は全面を欠き、埋土からの出土もないため、底部穿孔の

可能性が考えられる。外面は無文で、縦方向のナデ調整する。内面は指ナデ調整する。底部の立ち上

がりに棒状工具でなでた沈線状の痕跡が残る。 64は炉出土の東海地方西部にみられない深鉢である。

平縁で、底部から胴下部は聞き、胴部中程で直線的に立ち、胴上部から口縁部は大きく関心文様帯

が口縁部端から胴下部まで続き、胴下部3分の 1は無文帯である。文様は沈線によるもので、長短の

S字文を渦巻文状に組み合わせる。大きな文様とやや小さな文様を横方向に順に並べ、二個対になる。

口縁端部は横方向の短沈線と S字文がランダムに並ぶ。 65は鉢である。口縁部外面に竹管による刺突

を施す。刺突に規則性はない。沈線文が一部残る。口縁端部でやや内脅する。 66はP5出土の磨石・

敵石類である。磨面が敵打痕を切る。風化が顕著である。

時期 炉出土土器 (64)から東野E期と判断した。
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粘性ややあり 襲含まず径l岨以下の

10YR4/6 褐色土プロック3%含む
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園27 SI40遺構図(， ) 
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1 lOYR3!1 黒褐色土 ややしまる粘性あり 径5cmの亜門磯含む

2 lOYR3!3 暗褐色土ややしまる粘性あり 径3cmの亜門磯含む
3 lOYR4!6 褐色土 しまる粘性あり 穣含まず(基盤層に類似)

。
(S=1/10) 
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炉 遺物出土状況

(深鉢上層)

ょ

L' 
遺物出土状況

(深鉢下層)

O. 5m 

l
F
l
 

竺
M
白
書

J 
81泊 n

J' 

1 1 OYR2! 1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 炭化物やや多く含む
2 10YR3!1 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 基盤層粒2%、炭化物含む

3 10YR3!2 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 炭化物含む(縄文土器あり)
4 10YR3!3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 焼土 ・炭化物含む

5 7.5YR3!4 暗褐色士 ややしまる 粘性やゃあり (焼士の堆積)

6 10YR3!2 黒褐色土 しまりなし 粘性なし磯含まず(炉石の隙聞に入り込んだ堆積)
7 10YR3!3 暗褐色土 しまりあり 粘性やゃあり 磯含まず暗褐色土プロック5%含む

8 10YR3!2 黒褐色士 ややしまる粘性やゃあり 穣含まず炭化物含む

9 10YR3!4 暗褐色土 しま りあり 粘性やゃあり 磯含まず暗褐色土プロ ック10%含む。
m
 

-

図28 SI40遺構図 (2)
(S=1/20) 
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SI43 (園 30・31) (AS1490) 

検出状況 A地点 EQ8.......ER8グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物東部は

町道下である。残存部から隅丸方形と想定できる。長軸の方位はN-400 -Eである。

埋土 黒色士、黒褐色士、暗褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中

に暗褐色士プロックを含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 E ・lV層を掘り込んでいる。壁面はやや聞く。壁の残存高は最大0.05mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (10層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒褐色士と暗褐色士の混

合土で、固くしまる。床面で掌大の角磯(取上番号 7118)が出土した。使用痕は認められないが、被

熱している。床面で検出した遺構は柱穴1基、壁際溝、性格不明士坑2基である。炉や埋曹は確認で

望

書|ロ

2 

雪|国

。司
+件

剖

同ヨ
|司

1 10YR2/3 黒褐色土しまり弱い 畠・

やや紺生あり 硯含まず(横乱埋土)8C扇面
2 10YR2/1 黒色土やや暗色

ややしまる粘性なし穣含まず
径0.5個以下の10YR3/4暗褐色土プロック
3'){，含む

3 10YR2/2 黒褐色士やや暗色

ややしまる粘性やゃあり礎含まず __c_.......... ←干 し_/J.ι
径0.5岨以下の10YR3/4暗褐色土プロック 81.飴百 ---， 6~準室三三三三主三三
7'){，含む I 71"'1.'8 10 

4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる しー一一~
粘性やゃあり 離合まず

5 10'四2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 横含まず径0.5唖以下の

10YR3/4 暗褐色士プロック3'){，含む(壁際溝埋士)
6 10YR2/2 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 積含まず白壁際構坦土)
7 10YR2/2 黒褐色士やや暗色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず白壁際構坦士)

8 10YR2/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 積含まず巴壁際樟坦土)
9 10YR2/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず峰際構塩土)
10 10YR2/2 黒褐色枯質土と10YR3/4 暗褐色粕質土の混合土 固くしまる 礎含まず(貼床層)

園30 SI43遺構図

円
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T昔泊 』

I 10YRI. 7/1 黒色土やや淡色

ややしまる粘性なし様含まず
2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR3/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

4 10YR4!4 褐色土しまる粘性あり

藤含まず
5 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず径0.5咽以下の

10YR3/4 暗褐色士プロック3'){，含む
6 10YR2/S 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
径0.2岨以下の 10YR3/4 
晴褐色土プロック5'){，含む

7 10YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず

径0.2個以下の 10YR3/4 
暗褐色土プロック3'){，含む

8 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘維ややあり 複合まず

I I0YR2/2 黒褐色土やや暗色

ややしまる粘性ややあり 磯含まず
2 l0YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

同

一旦_ 1 __G二
81柚 F古T

1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

o 2m 

(8=1/5的
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きなかった。竪穴内の位置関係から Plをこの建物の主往穴と判断した。明瞭な柱痕跡と柱の当たり

が確認できる。柱径は約 0.16mと想定できる。主柱穴の位置から4本柱建物の可能性があり、残る主

柱穴は発掘区外と考えられる。壁際溝は建物の残存する部分の壁際を巡る。深さ平均 0.17mを測る。

床下貼床除去後、遺構は確認できなかった。

遺物出土状況縄文土器20点、土偶1点、石器1点が出土した。埋土下層から縄文土器が出土した。

縄文土器の多くは深鉢の胴部片である。

出土遺物 67、68は深鉢F2類である。 67は沈線による区画内部に縄文が充填される。外面に煤が付

着する。 68は沈線による逆U字状の区画と区画内にLR縄文を施す。強く二次被熱している。 69は土

偶頭部である。顔は逆三角形で、鼻状の突起から下を折損する。山形に鼻状の突起をつくり、下部に

2つの刻みを施すロ鼻孔を表現したと考えられるロ目の位置に右6、左6の刻み、その下から斜め外

方に2条の沈線を施す。目と水平位置の同じ側面に浅い円形の窪みをつけて耳を表現する。頭頂部は

皿状に窪み、 2条の沈線を十字に施す。左右方向の沈線の外端部に焼成前穿孔が認められる。前後方

向の後端部で破断面に焼成部が微かに認められることから、この部分にも穿孔があったと考えられる。

いわゆる河童形土偶の頭部片である。 70はスクレイパーである。一部自然面が残る。細かい調整を施

して刃部を作出する。

時期床面出土土器から東野E期と判断した。

SI46 (図 32-34) 仏S1580)

検出状況 B地点凹5・6グリッドで検出した竪穴建物である。E層上面で検出した。建物南部を 8145

に切られる。南東部は発掘区外である。残存部から隅丸方形と想定できる。竪穴埋土上層部を削平さ

れ、検出時に床面が露出していた。炉の位置から想定できる主軸は、 Nー 7'-Wである。

埋土 前述のように上層部が削平されていたため、埋土は確認できなかった。

壁 E層を掘り込んでいる。壁は消失しているため壁面形状は不明である。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (4層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒褐色土と暗褐色土の混

合土でしまる。床面で検出した遺構は柱穴2基、壁際溝、炉1基、性格不明土坑2基である。埋費は

確認できなかった。竪穴内の位置関係から Pl、P2をこの建物の主柱穴と判断した。 4本柱建物と

想定できる。 2基ともに明瞭な柱痕跡と柱の当たりが認められる。柱径はO.1O~0.14皿以上と想定で

きる。残り 2基は、位置から撹乱坑内と発掘区外と考えられる。 8K2094と8K2112は床面で検出した

が、 8146との関連が不明であり、 8146に後出する遺構の可能性も考えられるため付属遺構としなかっ

た。壁際溝は、建物の残存する部分の壁際を巡る。深さ平均O.18皿を測る。

炉 主柱穴の位置から建物中央部の北寄りで検出した。炉を囲む炉石は確認できず、その圧痕も不明

瞭だったが、外縁側に被熱していない掘方が確認できることから、炉石の抜き取りの可能性がある。

黒色、黒褐色、暗褐色の埋土を除去すると被熱部 (7・B層)があり、その上部で縄文土器の深鉢 (73、

74他)が出土した。口縁部や胴部の破片がすべて外面を上に向けている。また、土器片の上で煮炊き

をした痕跡は認められない。これらのことから建物廃絶時の儀礼行為の可能性を窺わせる。

床下貼床除去後、遺構は確認できなかったロ

遺物出土状況 8146貼床層と 8146関連遺構から、縄文土器20点、時期不明土師器類1点、石器類1

点が出土した。
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70 。 10cm ノ'vf 68 ~趣事F
(067・068、S=1/3)

(S=2/3) 

。 5cm 

図31 SI43出土遺物
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1 10YR2/3 黒褐色土やや暗色 ややしまる 粘性ややあり
磯含まず径0.3四以下の10YR3/4 暗褐色土プロック3%含む

(壁際構埋土)

2 10YR3/3 暗褐色土 やや暗色ややしまる 粘性やゃあり

車種含まず(壁際溝埋土)
3 10YRl. 7/1 黒色土やや淡色 しまり弱い粘性なし

礁含まず(根痕)

4 10YR2/3黒褐色粘質土と lOYR3/4暗褐色粘質土の混合土
しまる 磯含まず(貼床属)。 2m 

C 
81跡目 、1

2 

図32 SI46遺構図(1)
(S=1/50) 
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炉

1 10YRl. 7/1 黒色土 やや暗色ややしまる粘性なし 磯含まず

径lcm以下の10YR3/4暗褐色土プロック3%含む

2 10YR2/2 黒褐色土 やや淡色 ややしまる粘性やゃあり 礁含まず

3 10YR3/3 暗褐色土 ややし ま る 粘性ややあり 礁含まず
径0.5c血以下の10YR3/4 暗褐色土プロック15%含む

4 10YR2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし 穣含まず

径0.5岨以下のlOYR3/4 暗褐色土プロック5%含む
5 lOYR2/2 黒褐色 土 ややしまる 粘性ややあり 磯含まず

6 10YR2/3 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 穣含まず

7 7.5YR2/3 極暗褐色土ややしまる 粘性あり 磯含まず
径O.lcm以下の2.5YR3/6 時赤褐色土ブロック10%含む 炭化物少量混じる

8 5YR3/6 暗赤褐色土 しまる粘性あり 磯含まず上面に炭化物少量混じる。
m川

ー

図33 SI46遺構図 (2)
(S=1/20) 

o 10cm 

(S=1/3) 
図34 SI46出土遺物

立

出土遺物 71、72は深鉢Al類である。71は波状口縁で、口縁部文様帯は隆帯によって区画する。72

は区画内にLR縄文を充填する。73、74は炉出土の深鉢A類の口縁部である。胎土の類似から同一個

体と思われるが、摩耗が著しく、接点が不明のため分けて実測した。 波状口縁である。隆帯によって

渦巻きをっくり、内部に縄文を埋める。原体は摩耗のため不明で、ある。

時期 炉出土土器から東野E期と判断した。
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2 柵

当該期に関連すると判断した柵は1条である。

SA08 (図 35)

検出状況 C地点 ]M19グリッド、 E層上面で検出した。柱穴が直線上に位置することから柵と判断し

た。長辺の長さは 5.42mを祖uり、柱聞は、 PI-P2で1.94m、P2-P3で 2.12皿、 P3-P4

で1.36mである。長辺の軸はN-440
-Eである。

柱穴 4基の柱穴を検出した。柱穴の規模は、直径 0.23~0.46m、深さ 0.16~0.34mを測る。すべて

の柱穴で柱痕跡を確認し、柱径は約 0.07~0. 10血と想定できる。

遺物出土状況 P2の4層から縄文土器1点が出土したロ

出土遺物 実視uに足る遺物は出土していない。 P2出土の縄文土器(取上番号 5910)は深鉢E1類で、

区画と思われる沈線が 1条認められる。

時期 柱埋戻土で縄文土器が出土していることから東野E期以降と判断した。

3 柱穴(図 36・37)

当該期に関連すると判断した柱穴は 27基である。以下、特徴的な柱穴について記述する。

SP154 (図 36)(AS0869) 

検出状況 C地点 KK1グリッド、 E層上面で検出した。平面形は円形と想定できる深い穴である。 8106

土層確認作業中に埋土最上層から掘り込まれていることが判明した。

埋土 明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱径は約 0.10mと想定できる。

遺物出土状況柱穴からは、縄文土器25点、古墳前期土師器1点、時期不明土師器類4点、石器類 1

点が出土した。縄文土器は、 8106と同時期のものである。縄文土器は上層から下層まで散在する。弥

生土器・土師器類は、 1層(柱痕跡)から 4点、 2層(最上層)から 1点出土している。このことか

ら、 8106埋没後、掘削されたと考えられる。また、弥生土器・土師器類は柱痕跡と埋土最上層から出

土しており、 E期の可能性を否定できないことからE期以降と判断した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。

時期 8106との重複関係、出土遺物から東野E期以降と判断した。

4 土坑(図 38-44)

当該期に関連すると判断した土坑は 124基である。以下、特徴的な土坑について記述する。

SK0353 (図 38)(AS0212) 

検出状況 C地点 JG20グリッド、E層上面で検出した。平面形は円形と想定できるやや深い穴である。

検出時に長楕円形の川原石が露出していた。

埋土・遺物出土状況 長楕円形の川原石の短軸を垂直にして穴に埋める。底部に川原石が接する。川

原石に人為的な痕跡は認められない。川原石周囲は黒褐色土で充填される。磯が底部と接することか

ら、立石遺構の可能性が高いと判断したロ

時期 遺構の状況から東野E期以降と判断した。
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粘性やゃあり 横含まず SP352 
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6'，二Y5 1 10YR2/2 11褐色士やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 様含まず
2 10YR2/1 11色士やや茶色

ややしまる粘性なし磯含まず
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
3 10YR2/2 11褐色士ややしまる

粘性やゃあり 損含まず径10m以下
粘性やゃあり 様含まず

の10YR3/4暗褐色士プロック20%含む
4 10YR2/3 11褐色士ややしまる

3 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

粘性やゃあり 損含まず
4 10YR2/3 黒褐色士やや淡色
ややしまる 粘性やゃあり 機含まず

6 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 損含まず

1 10YR2/1 黒色士やや茶色

SP368 

i@i1 
81本綾i

1 10YR2/1 11色士やや暗色
ややしまる粘性なし磯含まず

2 10YR2/1 11色士しまり弱い
粘性なし磯含まず径0.6個以下の
1OYR3/4 暗褐色士プロック10%台む

3 10YR3/3 暗褐色士 しまり弱い
粘性やゃあり 様含まず

4 10YR2/2 11褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

6 10YR3/4 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず
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SP180 

_!_O _K_~ 

g仁和 _K_ 1-
τ平T 、

! 1OYR2/!黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし磯含まず
下部固くしまる

2 1OYR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まずiar 

8[晶ず
1 10YR3/3 暗褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 磯含まf

OYR3/4 時褐色土 しまりなし
粘性やゃあり 磯含まf

iGDY← 
_!_ __)i__ 

山可ヲf

ヰ干ro~へL
81品工頑i

1 10YRl. 7/1 黒色ニとやや暗色
ややしまる粘性なし機含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし襖含まず

3 10YR2/2 黒褐色ニとややしまる
粘性やゃあり 横含まず

4 10YR2/3 黒褐色ニむややしまる
粘性やゃあり 横含まず径112以下の
10YR3/4暗褐色主プロック7%含む

82毛主f
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず径312以下の
10YR5/6 黄褐色土プロック10%含む

2 10YR4!4 褐色土しまりあり
粘性やゃあり 礎含まず

iOZ7 
81古勺Ei1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色

ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
怪0.5曲以下の10YR3/4
暗褐色土プロック20%台む 1 10YR2/1 黒色土やや茶色

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる ややしまる粘性なし礎含まず
粘性キゃあり 礎含まず樫0.5園以下 2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
の10YR3/4 暗褐色土プロック5%含む 粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR3/4 暗褐色土 3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり礎含まず 粘性やゃあり礎含まず径5岨の

4 10YR4/6 褐色土ややしまる 10YR3/4 暗褐色土プロック含む

粘性あり 離合まず SP439 
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ややしまる粘性なし操含まず
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ややしまる粘性やゃあり 義含まず

3 10YR2/2 黒禍色土ややしまる
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柱の当たり

。 2m 

1 10YR2/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし棟含まず

3 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

SP431・SP430 A 

i ⑪_K_l 
917dH-Li1  

SP430 】

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

2 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし礎含まず

SP431 
3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

園37 II期SP遺構図(2)
(S=1j50) 
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SK0366 (図 38) (AS0677) 

検出状況 C地点 ]D18グリッド、 8101(II期)、 8102(ffi期)、 8103(V期)の各床下で検出した隅

丸方形と想定できるやや深い穴である。

埋土 埋士はほぼ水平堆積だが、暗褐色プロックを多く含むことから人為的に埋められた可能性が高

いと判断した。底部はほぼ平らで、 VI層に到達する。性格不明の士坑とした。

遺物出土状況縄文土器2点、弥生土器1点、時期不明士師器類4点、石器類1点が出土した。

出土遺物 実視~に足る遺物は出土していない。最下層出土の縄文土器(取上番号 5955) は深鉢 E2 類

である。胴部区画と思われる沈線が一部残る。

時期 竪穴建物との重複関係から東野E期以前と判断した。

SK1447 (図 40) (AS1921) 

検出状況 C地点。7グリッド、 E層上面で検出した。円形と想定できるやや浅い穴である。

埋土 3層がやや被熱することから炉の可能性が考えられるが、掘方やその周囲に石囲炉を想定させ

る痕跡が確認できなかったため、性格不明の土坑とした。

遺物出土状況上層から縄文土器2点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。出土した縄文土器(取上番号 9203、9207)は深鉢 E1

類で、胴部区画の平行する沈線2条が認められる。取上番号9203は区画内にLR縄文を埋める。

時期 出土遺物から東野E期以降と判断した。

SK1474 (図 40) (AS1975) 

検出状況 C地点 KE8グリッド、 E層上面で検出した。検出時、縄文土器が多く出土し、北辺が直線

状であることから竪穴建物を想定して掘削したが、竪穴建物と認定できるような関連遺構が確認でき

なかったため竪穴状遺構とした。 8D07、8K1486に切られる。

埋土 黒褐色土、褐色土、暗褐色土が不均一に堆積する。底面は平らである。貼床状の固くしまる層

は確認できない。壁はやや外傾する。

遺物出土状況縄文土器 11点、古墳前期土師器1点、時期不明土師器類3点が出土した。古墳前期土

師器は、 8D07に接する位置で出土していることから混入の可能性も考えられる。その他の土器は最上

層からの出土である。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。取上番号 9698は深鉢A類で、口縁端部に薄く隆帯を貼

り付ける。その下部に沈線を施す。取上番号 9733-1は深鉢A2類の口縁部文様帯で一部であるが、渦

巻文、 S字文、区画が残る。頚部に刺突が見られる。

時期 検出時及び埋土から縄文土器片が出土したこと、 E期の土坑8K1486に切られていることから東

野E期以前と判断した。

SK1992 (図 43・45) (AS2981) 

検出状況 C地点 KL4~剛4 グリッド、 E層上面で検出した。楕円形のやや深い穴である。

埋土 縄文土器が埋土中から多量に出土したがまとまりはなく、意図的に土器を埋設した可能性は低

いと思われる。中央がくぼむ堆積である。壁は聞き、底面は平らである。性格不明の土坑である。

遺物出土状況縄文土器8点が出土した。

出土遺物 75は深鉢A2類である。接点はないが、胎土の類似から同一個体と判断し、合成実測した。
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口縁部文様帯がS字文を区切りとして収束しながら並ぶ。隆帯で区画し、渦巻文と区画内に斜方向の

沈線を施す。頚部に刺突が巡る。胴部外面に逆U字状の区画と区画内に羽状文を施す。 76は深鉢A類

である。口縁部が大きく外反する。隆帯で区画し、隆帯にそって沈線で区画を括る。区画内に羽状文

を埋める。頚部以下は折損する。

時期 出土遺物から東野E期以降と判断した。

SK2018 (図 43・46) 仏S3066)

検出状況 C地点悶4・5グリッド、 E層上面で検出した。平面形は東西辺が直線的で長く、南北辺

が丸みを帯びる。長楕円形に近い形状で深い穴である。 SK2018北西辺と SK2019南東辺が接し、 SK2018

>SK2019である。 S140北東主柱穴が SK2018埋土で確認できなかったこと、 S140壁際溝を切ることか

ら、 S140に後出する。

埋土 北部の壁はなだらかで、その他の壁は立つ。底面は平らである。埋土が不均一な堆積状況であ

ることから、人為堆積の可能性が高いと考えられる。形状や埋没状況から墓坑の可能性が考えられる。

遺物出土状況埋士から縄文土器9点、石器類4点が出土した。土器は破片で、上層からの出士であ

る。出土状況にまとまりはない。石器は上層から砥石1点、下層から黒曜石のブレイク 3点が出土し

たロ

出土遺物 77は砥石である。表にV字溝が見られるロ蔽打痕が残るロ背面は表面より砥面が粗い。出

土した縄文土器は深鉢A類 1点、 B類 1点、 D類 1点、 E1類 1点、 E2類5点である。取上番号 14113

は深鉢A類の口縁部文様帯で、そうめん状の隆帯を渦巻き状に貼るロ取上番号 14199は深鉢B類の口

縁部で、端部が外反する。 S字文の一部が見られる。取上番号 14197は深鉢D類の口縁部で、端部が

内脅する。外面はミガキ状に仕上げる。

時期 S140との重複関係から東野E期と判断した。

SK2019 (図 43) (AS3067) 

検出状況 C地点、 KN4グリッド、 E層上面で検出した。平面形は東西辺が直線的でやや長く、南辺は

丸みを帯び、北辺が直線的で隅丸長方形に近い形状で深い穴である。 SK2019南東辺と SK2018北西辺

が接し、 SK2019くSK2018である。

埋土 南部の壁は立ち、その他の壁はなだらかである。底面は平らである。埋土は中央がくぽむ堆積

である。最下層は上層で確認できる黒褐色土プロックを含むことから、人為的に埋められた可能性も

考えられる。形状から墓坑の可能性が考えられる。

遺物出土状況埋土から縄文土器1点、石器類2点が出土した。土器は破片で、上層からの出土であ

る。石器はRFとMFで上層から出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。出土した縄文土器(取上番号 14248)は深鉢の底部で、

外面に煤が付着する。

時期 S140、SK2018との重複関係から東野E期と判断した。

SK2023 (図 44・45) (AS3073) 

検出状況 C地点 K04グリッド、 E層上面で検出した。 S140、SD48に切られる。平面形はやや不整な

円形で、壁はなだらかである。

埋土 底は中央部から北東寄りがやや深くなる 2段構造の深い穴である。底面でVI層に到達する。ほ



10m/l 黒色土 しまりなし
粘性なし積含まず

0Y1!3/3 時褐色土ややしまる 1 10Y1!1. 7/1 黒色土ややし
粘維やゃあり穣含まず 粘牲なし積含まず

2 10m/l 黒色士ややしまる
gω121 粘牲なし横含まず 10Y1!4/4褐色士-'-0λ … % 含 む A ¥ 

3 10m/3 柿色土ややしまる _Lfr ¥¥ _Aつも
粘維やゃあり 積含まず V 
10町R4/4褐色土プロック同含む べ

SK0173 A ~S即日255

81~品d=ri io  i181北 f
黒褐色 る I i-'O 

1 10Y1!2/2控匂ややしまる 制やゃあり齢まず 」一 _K_ 1 10四九時土ややしまる
粘性なし碩含まず

IZL'ややしまる SK0314 81崎四「事←ー 糊なし礎含まず
なし磁含まず 唱す 2 10m/2 黒褐色土ややしまる

/4 暗褐色士ややしまる ， ~マ、 1 1個別黒色土やや暗色 糊ややあL事含まず
粘性特あり横含まず A#' て¥ ややしまる粘性なし礎含まず 3 10Y1!3.生間性i やしまる
10四.4/4褐色土プロック6%含む ¥..¥ (f ¥ ¥ .• 2 10m/3黒褐色土ややしまる 相川::r.-，--，，-即 Y 胃 固 み ，

4 10Y1!1. 7/1 黒色士ややしまる ー且- 1ト u n ー且ー 粘性やゃあり磯含まずJ._ 1:-¥ J 1-- ""L' 'PJ'l -"'~， S~ω23 ， 
粘性なし積含まず ¥ ¥¥  / J 叩 318 ~ ~ßVVL~ A 

腕 土 …6%含む '~手/ 内 3ZT ioi  q 
imf81布よJi :υ_K_ 81ホずi 千
c和 -i  I畑山醐色土ややしまる ーーーモ詰Tミ三査三三，- 1 10Y1!1. 7/1 黒色士ややしまる粘性ややあり 穣含まず 、~

粘性なし礎含まず
ーτ占F 下部10Y1!4/4褐色土嗣届 ややしまる 下部10Y1!4/4 褐色土瓶移層

粘性なし礎含まず
SK0342 n ~::'.::備品吉Z血-_.占 Vior-…損含てL←S即日3E

81命取i 主。二
ーて=工ニコf

56 第3章調査の成果

上Al~1
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粘性なし碩含まず
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粘性やゃあり 礁含まず

3 10000L 7/1 黒色土やや暗色
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粘性やゃあり 複合まず
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1 10m/2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 僚舎まず
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2 10m/3 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 僚舎まず
径1園以下の10Y1!3/4暗褐色土プロック7%含む

3 10m/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 穣舎まず
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粘性やゃあり 様含まず

SK0256 

均ニ，¥
1而唯一

1 10m/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 讃含まず

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 磁含まず

SKI例17
SK0396 

i 内角Y本 _L@て三ご
1幹部∞23 81布~一一i
ll. J 5'¥4ア土器

士 _K_ 1 10Y1!2/2酬色土ややしまる81.8Om 1 ー一・.-....:6...._ __，- 粘性やゃあり 磯含まず
2 10Y1!2/1黒色土ややしまる

1 10m/2 黒褐色土やや茶色 粘性なし礎含まず
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず 3 10Y1!2/3 馬術色土ややしまる

粘性やゃあり 型車含まず
SK0439 _ 4 'i(ini.7ii黒色土ややしまる

/司---. ~ 粘性なし礎含まず_L Li¥J _K_ 5 10Y1!2/2馬術色土ややしまる
/火¥__)/ 粘性やゃあり 型車含ますa
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柱の当たり
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抑¥
-，-~t:::r_:_ 

81ホ写季子J i 

問 /

ミ;誠二49

81品、女i

SIIi伎町 S恥舗73

向¥_A_~~ -一、 i 千O-b'Th_K_ 
_A_~( ， ¥_K_ '¥... Iムグ

¥. )パ、~ S附572

V 一一[01 82~布一一「 ffL
ー‘ --門ω~話/

SK0555x'-づY
l lmL7/IF士ややしまる 1 10YR2/1 黒色土 ややしまる _A_ -------- _K_ 1 ~~?_~1..7/1 黒色土ややしまる

Eまずー 粘性なし穣合計 8C繭i_.c』、，~fι 糊なし割合計
2 10YRZ/l .全土ややしまる 2 10YR2/2 馴色土ややしまる 一---z-.主~ 2 10YR2/2 脚色土ややしまる

含まず 粘性やゃあり磯含まず径1回以下の 粘性やゃあり礎含まず
3 10YRZ/2 黒褐色士ややしまる む 1 10YR1.7/1 黒色土しまる10YR3/4 暗禍色土プロック10%含 SK!ω35 ‘ 粘性やゃあり積含まず 出 ル晶11..'祖"三 粘性なし撮含まず

:ぁFS2ま与まる _A_@ _L-

SK0879 • _A_ J.._ 

i 芯グ_K_xfプ

• .' 1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
8C育L 一一-"- 粘位争ゃあり 襲含まず

-.町てご士7・ 褐色土プロック10悦含む
3~品勺 2 10慨3/4 時褐色土ややしまる

- 一一品 回岨b_ I __.占 4 粘性やゃあり 援含まず
82命、 rFJ二 本ム44(ilImfzmEf干し互岳 褐位向付加%勧

・1 月一-T 81双雇ー_j..，_.ι...:. ~ 粘伎ややあり 穣含まず
、..........__~ιシラヂ2 豆、と=唾~ 210帽 4/.褐色土ややしまる S附則 . 

、ー...."....--;" ~.. 粘性やゃあり 穣含まず ~ A 
1. 7/1 .色土ややしまる 1 10YR1. 7/1 緑色土ややしまる 3 IOYR2/3 黒褐色土ややしまる _A_(?雪J_K_ v. 

粘性なし 硯含まず 糊なし前まず 粘性ややあり穣含まず ミグ 4 
2 1似隠/1 .13:!・ ややしまる Z 10YR2/Z 鳳褐色土ややしまる 盟国民 且 ， 
粘性心事Eb 糊仲あり齢まず 棚田崎〈プヤ 82市ー」」」

34誤ZfS喜ま手やしまる 342でZAEふげんず _A_O_K_ 悶
SK11羽 4 10四 /3 脚色土ややしまる 品z

粘性やゃあり 礎含まず 81可百面、~l
1 1町R2/2 鳳褐色土ややしまる
粘伎やゃあり 栂含まず

」ーA J.._ /'  5 .~~即/4 附主主ややしまる ¥込
尽dゲ dρ 粘性ややあワ冒百まず 守 h

2 10YR4/3 にぶい貧褐色土ややしまる
粘性やゃあり .含まず

-L  一且二 SKI176 
82.1苅町干〒干 d 

~ _A_{(、J.._ (/ 
1 10YR2/1 緑色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

icor 
旺丸て与/i

l 羽田2/2 鳳禍色士 しまりあり
粘性やゃあり 積含まず笹4咽の
10YR5/S明貧褐色士プロック20%含む

SK1246 

n古"-.....l-J.._ 
』ー‘L土品S

10YR2!2 鼎縄色土ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

SK12ω -=d"ヤ

ム(Q)J.._

82合て士アi

1 10YR3/1 黒褐色土ややしまる
粘位やゃあり 穣含まず

1 10YR(/3 にぷい貧褐色土ややしまる3 10YR2/2 .褐色土 しまりあり
粘性やゃあり襲含まず 粘性やゃあり厳含まず

2 10m/3 時褐色土ややしまる 4 10四3/4 暗侮色土 しま りあり
粘性やゃあり礎含まず 粘性やゃあり綴含まず

SK1211 SK1243 

(gJU人 d 万実~\ d 
<J _A_ r-r れ JJ J.._} 

_L  T SK1242¥..こ〉九J

金百式1Ji
1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

時~_K_

1 10YR2/3 鳳褐色土 ややしまる
粘性やゃあり擁含まず 径0.5..以下
の10YR6/6明貨褐色土プロック1%含む

2 10YR3/4 暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 援含まず径l個以下の
10YRS/6貨褐色土プロック10%含む

2 10YR3/4 暗褐色土 しまりあII SK1420 、、
粘性やゃあり磯含まず ーー 『、

_A_ (γ叫 _L、

_A_ {・~、1

ム{くコJJ.._
〆二ヱム J二ーイでご¥ 目(本)τケ i
_A_t(}， 刊べ~ ~ 

ムミ'1 ¥ J._.l，-、 10YR2/2 鳳褐色士
SK1415、 ¥. --寸-，1司、三二》ィマ‘ ， . やや淡色 ややしまる

‘'..."-・ 一 粘性やゃあり積含まず82.-本て工コJ.._
，... .. 2 10m/. 崎鴇色土

国 /1側位押しまる 剖ナL _}j_ 特 しまる縦特あり
給健特 あ り 齢 ま ず ¥企=コプ 齢まず駒.2叫下回

1 10YR2!3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
磁合室ず 径2置以下の10YR2/2黒褐色土プロック
10%、径1園以下のIOYRS/6貨褐色土プロック10%
含む

2 10YR5/6 貨褐色土 しまりあり 粘性やゃあり
.含まず径2c:a以下の10nz/3黒褐色土プロック
6%含む

径2c:a以下の10間 16貨褐色土 10早々 .. 褐色士プ口ツタ
プロック5%含む I IOYll?/I 星ー 一一一-一色土やや茶色

ややしまる粘性なし 様含まず
2 10nz/3 .褐色土ややしまる
粘性ややあり 擾含まず径0.6岨以下の
10YRS/4時褐色土プロフク10%含む

園39 [期SK遺構図 (2)
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1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 1 10YRZ/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず しまり弱い粘性やゃあり 拠含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる 炭化物少量混じる
粘性なし襖含まず 2 10YRZ/l 黒色土やや茶色

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる ややしまる粘性なし積含まず
粘性やゃあり穣含まず 炭化物少量混じる

一 1 10YR2/3 黒褐坐士キやしまる 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 下部10四3/4 暗褐色土漸移層
士 3 “ i 粘性枠制耐まず 粘性やゃあり耐まず 級 1473

町四』守=寸コ九 ~ 2 10YR3/3 時椅坐士 しまりなし 5 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
4~τ、一一一___J 粘性ややあり 磯含まず(モグラ穴3 粘性やゃあり 礎含まず

SK1463 SK1472 

二/(9)~ _A_ J rtdJ _L 

81.蜘 f~ _A_ 1 _L  
Y27 81.70官 争、』ふ寸

3""""_4 1 10叩2/3 黒褐色土やや暗色
四2/3 黒褐色土 やや費量色 -

ややしまる粘性やゃあり硫含まず 1 10岨2/3 黒褐色土やや糠色 ややしまる粘性やゃあり離合まず
YR3/3 暗褐色土やや暗色 ややしまる粘性やゃあり積含まず 2 10四3/3 晴褐色土やや暗色

ややしまる粘性やゃあり 硫含まず 径l咽以下の10YR3/4 ややしまる粘性やゃあり 離合まず
暗褐色土プロック7%含む 3 10叩2/3 黒褐色土ややしまる

SK1473 /' 2 10岨2/2 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり積含まず
粘性やゃあり積含まず 径1岨以下の10唄 3/4晴褐色土プロック

3 10岨2/3 黒褐色土ややしまる 7%含む
粘性やゃあり 積含まず

4 10岨3/4 略褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

SK1486 

58 第3章調査の成果

_ A_ @_Lぇ〆

8f合てFJi

SK1432 ぇ?

_A_O_L 
81古，qf

/ぷおと_L@/_ L 

_A._!-( '¥ 1 (SK1446 ¥ I _L  ....! 
~ì\_)j - 81.而町

1 10YRl. 7/1 黒色士 しまり弱い
粘性なし横含まず径5岨以下の
10YR3/4 暗褐色プロック10%含む

2 10YR2/3 黒褐色士 しまりなし
やや粘性あり 礎含まず

3 6YR3/6 暗赤褐色士 しまる
やや粘性あり 礎含まず

4 10YR3/4 時褐色士ややしまる
やや粘性あり 礎含まず

SK1474 

るl国

SK1474 

./  SKI432 山

野々上
81命令3P81合

SKI446 

て二Zヲ

メ
A

/制∞s品すや¥fi

1 10YR2/2 黒褐色土やや茶色
てフι十ー ややしまる粘性やゃあり積含まず

径10叫i下の10YR3/4 暗褐色土プロック
15%含む

2 10YR3/3 暗褐色土やや淡色ややしまる
粘性やゃあり 硫含まず

3 10YR2/3 黒褐色土やや暗色ややしまる
粘性やゃあり 硫含まず炭化物混じる

4 10YR2/2 黒褐色土やや暗色ややしまる
粘性やゃあり 硫含まず

5 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 硫含まず

6 10YR2/3 黒褐色土 やや霊長色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず
下部10YR3/4 暗褐色土漸移層

7 10YR4/6 褐色土しまる粘性あり
積含まず

SK1483 J SK1490 

_A_〆λf一、、-ι_A

SP347 にと話回~:;.. ， 

a市J メ

A S∞7 -- A' 
S仁面 ; 科「

す亡一ーコ一一司

1 I0YR2/2 黒褐色土やや暗色 1 10YR2/Z 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず ややしまる粘性やゃあり讃含まず

2 I0YR3/3 暗褐色土ややしまる Z 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり.含まず 粘性やゃあり讃含まず

3 I0YR3/4 暗褐色土やや淡色 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず 粘性やゃあり積含まず

SK1481 4 ..}?:R..'!~ 褐色土ややしまる
粘性あり 楳含まず

_A_~r_L iι 5 l0YR3/3 暗褐色土ややしまる

、に込AふSK1480^ 粘性やゃあり 積含まず
a γ 、:，--._-// 6 l0YR3/4 暗褐色土やや淡色

可&ケ 1 ・_.II._ ， ややしまる粘性やゃあり 磯含まず81.蜘τ益-・副官吏万三 7 l0YR3/3 暗褐色土やや暗色
3 ...... 司i- ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

1 l0YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性ややあり 礎含まず
1 IOYR3/3 暗褐色土やや淡色ややしまる粘性ややあり 2 l0YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性ややあり 礎含まず
穣含まず径2cm.lol下の10YR3/4暗褐色土プロック15%含む 3 l0YR3/3 暗褐色土ややしまる粘性ややあり 0 

2 IOYR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 礁含まず 離合まず
径20叫A下の10YR3/4暗褐色土プロック10%含む 4 l0YR3/4 暗褐色土 しまりなし粘性ややあり

離合まず(モグラ穴}

園40 n期SK遺構図(3)

ド

A ¥¥ ¥ A' 

81.両/許毛ι=らイ
I l0YR2/2 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり
2 lOYR4/4 褐色士ややしまる粘性あり 横含まず
3 l0YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 横含まず
4 l0YR3/4 崎褐色土ややしまる粘性やゃあり 横含まず
6 l0YR2/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり
6 lOYR4/6褐色士ややしまる粘性あり 横含まず

SKl竺/'
_A_ rnl _L  

_A_ _ L  

81蜘~ゼr

検含まず

礎含まず
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SK1494 γSK1495 

、L

_..K_ 4..L¥ 
s仁志吋i ---A- '<.ーーマ ペ _..K_ 

81.劉n

1 10YR2/2 鳥闘士やや時色 、「ーヲーr::== -= 
ややしまる粘性やゃあり 1 1舵胞:/3 黒縄色土ややしまる
礎含まず 粘性やゃあり破含まず

2 10YR2/S 鳳褐色土ややしまる 2 10YR3/4 暗褐色土やや淡色
粘伎やゃあり積含まず ややしまる粘性やゃあり積含まず

S 10町昭:/2 鳳褐色土ややしまる
S附531 、

粘伎やゃあり 複合まず K 
4 10畑山 崎褐色士ややしまる 」一問、_..K_、
粘怯やゃあり積含まず は_)J~ "s，. 

SK1525 . ---A- - _L  
r 戸、 寸Jコョ- 8f京厄てIT

...L (_({(市 _K_ 1 10YR2/2 島県補色土やや淡色

Jbi¥ 
81古亡Zi

1 10YR2/2 黒禍色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 碩含まず

2 10YR2/3 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり 碩含まず

3 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

8K1538 

i内 ~..L\
-炉 、

81~本 ii :n ¥ 
、晶~2 ¥ 

¥とへヲ〆 ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
~.. . . --- .，-_ . . -" ---， 1 10YR2/1鳳色土ややしまる

吋 ι -ι s匹1548 " 粘性なし齢まず

。1，-寸志1T ---A-rnu_ r; 2 s!2t~欄位ややしまる
子よ、.J _lL ILJ会_JL ，. 粘性ややあ世 襲含まず

---A- . _..K_ I SKl549 
1 10YR2/1属色土やや淡色 8('繭~-- ¥.UJSKI54曙
ややしまる粘性なし礎含まず ヒ考 〉当弐 J 

/4酬色土ややしま 芹=グ)}_..K_ A' 
附やゃあり齢げ る 1 1000/3馴色土や暢色 ---A-~ .)) _..K_tf 

ややしまる粘性やゃあり ・含まず ¥と-，..-/./ r 
銀1抑 ・ 2ω00/4 酬色土ややしまる よ ーi 

.，.，... ，_x- 粘性やゃあり 横含まず Rl!1i'1ii' ，1 

---A-fA¥ _，c:.f _..K_ SK1630 、~
-T-r-t'TTTTT  ^~.^^. SK1632 ~・ 1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

A B ・ rFK1684l l M 寸~ ~Kl倒糊やゃあり 肘まず
自市 1 ーく汗ν←ナでr¥().J 2 ~~輔色土ややしまるT ......... _二ァ一一一ーム F よ:、1'1.. 粘性やゃあり 穣含まず

冶 :;::;:0;12 _..A一-f[ iJ7r-一一¥γ可γ.
¥入_)J H ¥-I )J 銚16521 10'閣内属縄色土やや暗色 Yて¥¥ ¥ I ./γ 

主主九地主諮問/4 "ミヒd_土7 . ~x(' 
2官自完治Z2%認しまるRrk -4-4，_..K_ ~~~ 
糊ややもrまず A _..-~約LよフV 創合ι一ιi

/竺ア" II 1 10YRl. 7/1黒色土やや暗色ややしまる 司唾#苛

ム ((i1..L1 粘性なし耐まず 1 10YR2/2 馴位特しまる
、、，:d.ノ I 2 10YR2/1黒色土ややしまる粘性なし 粘性やゃあり榛含まず

制7合一ιー・ 磁含まず 働 h 以下の叩/4 輔位1 ι..L 3 ]~h 黒色土ややしまる雌なし プM 附 含 む
て三軒亡 .含まず 2 10YR2/3 馴色土ややしる

工. 4 10YR2/3 .. 縄色土 ややしまる 粘性やゃあり榛含まず
1 10YR2/S黒褐色士ややしまる 粘性~ゃあり礎含まず 径0.5個以下の1000/4 暗褐色土
粘性やゃあり 礎合室ず 5 IOYR4/6褐色土ややしまる 粘性あり プロック30%含む
下部10惚3/4 崎縄色士獅移層 磁含まず SK1669 3 1000/4 暗褐色土ややしまる

SK1661 、 唱~、 ，々' 粘性やゃあり 礎含まず
~ 8[40-1"'¥ハぐいク 径0.5個以下の1000/2 脚 色 土一 一『、 百九1-4[，1 ¥1 .' プロック10%含む

8K16ω/'.，-:....... "へ-'1刈'H JJ-'1ー;::.( r 、......._" ' 11/ (1 S附671 、
---A-tr、.1 ¥ ¥_..K_グ/ )J ~...Lふ<' ~ 

i 円 μ ーノグ ---A-(( 1ベーL 、

SK1524 

ム(O_..K_ ---f->ム

8f本てゲL

ヰ380ミ_..K_¥

81合L吠 i

1 10YR1.7/1 黒色土やや茶色
ややし量る粘性なし検含まず

2 10ns/S 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり .含まず

SK1570 

---Â-~_..K_〆
81右下金ri

1 10ru/l黒色土 しまり弱い
粘性なし後含まず

2 10ru/2 鳳縄色土ややしまる
粘性やゃあり .含まず

3 10n4/6 褐色土ややしまる
粘性あり 様含まず

SK1655 ， 

ムQ)_..K_¥

81合志ZL
1 10間2/1 線色土ややしまる
粘性なし線含まず

2 1000/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

ム 0
8d. 

SKlω。，_r_ 
五一

十~~~
81・事埼

¥. ./包/ . 181>18 .' ~チ刊SP368 1 .1~YR2/1 黒色土やや茶色
心トづ〆 .b-'~ーι..L . 以)''':' ややしまる粘性なし積含まず

_r-ι 、..__. _..K_ 110.町協2 8f古』一一L__lL 酌・M 以下問OYRS/4 晴 腕土
ーてこz2:云T プロックE鳴含む.....--.・一、 トーー-..<t_一一一一 1 1肝隠/2 鳳褐色土やや君臨色 、~ 2~;~Á 晴梅色土ややしまる

ややしまる粘性やゃあり般含まず 1 1000/2 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり積含まず
1 10YR2/1 A色士ややしまる 径l岨以下の10nν4 暗褐色土 粘性やゃあり礎合主ず 3 10YR2/2黒縄色土ややしまる
粘性なし 磁含まず プロック5%台む 2 10YR2凶 暴色土ややしまる 粘性やゃあり積含まず

/4 崎褐色士ややしまる 2 10Y悶/3 暗褐色土ややしまる 給性なし強含まず 4 10YRν3 暗褐色土やや暗色
粘性やゃあり楊含まず 粘性やゃあり礎含まず径1岨以下の 3 1000/3 暗褐色土ややしまる ややしまる粘性やゃあり複合まず

SK1722 、 10'llt5/2灰貨縄色土プロック端含む 粘性やゃあり 榛含まず
:..-.-. 'i:::>.._ .....u'" 1 10YR2/1黒色土ややしまる給性なし

Jで士二)<，_ SK1752 SK1751 -.L _ 耐まず径叫下の1000/4酬此
w・uの foよ...r-SK1661'、~ _.. • _. -r-，..c.ミ』SK16伺.L.号仏、 バー、 A _ ，-....弘 プロック5%台む

_A_，s{ yf苫_..K_ ょ 斤べ、 _..K_~_A_ rr守\ _..K_ 2 ..!O!i2l.~ 鯛色土ややはる雌やゃあり
'込¥.J込δ内線1721 - t¥.ノ〆 _t - t¥.、 )~ 礎含まず径5e包以下の 1000/4 暗褐色土

『 ζ二ムィー 、ニY 下 ×ごて二ノ プロック10%含む

8f私~\ _..K_ 81古L i 『 ι プ i34諜J1下53ゐmdふ綜L
.. ._. ¥:ii .r ¥ 1 7 81. 8Qnー宇ー--...d-

¥斗斗J ノー '-.:./ ・由主毛主主~ 0 2m 
1 10YR1.1/1黒色土やや暗色 1 1000/2 黒褐色土やや，1ft色 ' 旨
ややしまる粘維なし襲含まず ややしまる粘性ややあり積含まず

園41 11期SK遺構図(4)
(S=1/50) 
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SK1781 

iftoi、
81古時fL

1 10Y也12 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 様含まず

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘伎ややあり 様含まず

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 線含まず

4 10YR3/4 暗褐色土 ややしまる
粘性奇矛ゃあり 様含まず

SKl悶9

1 10Y隠 11 黒色土 やや緑色
ややしまる粘性なし 礎含まず

2 10Y沼12 黒褐色土ややしまる
鮎性ややあり 擾含まず

3 1000/4 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 擾含まず

SK1864 、

_A_ @_L ~ 
_A_ ...L 

81.8111 
一てミプ

1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし磯含まず径2岨以下の
10YR3/4晴褐色土プロック10%含む

十232¥
81・てy-

千ち7でK
81胸て土T-

f

J

v

J

'

'

f

 

…叫
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上
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1 10YR2!2 •褐色土ややしまる
粘佳やゃあり 様含まず
下部10YR3/4 暗褐色漸移眉

SKl849 

1 10YR2/1 緑色土やや暗色
しまりなし粘性なし様含まず
(複痕)

2 10YR2/1 鳳色土 しまりなし
粘性なし様含まず{根痕〕

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

4 1000/3 略構色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

SKl855 

ム(Q)_L t 
8f本 _LV

可コエコー
1 10日2/1 11色土ややしまる
粘性なし機含まず径2回以下の
10YR3/4暗褐色土プロック10%含む

SK1862 

SKI856 

ム。守主

81お場「i

1 10YR2/1 黒色土 やや時色
ややしまる粘性なし礎含まず

2 10YR2/2鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磁含まず

3 10YR2/3 鳳褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR3/3 略構色土ややしまる
粘性やゃあり 縫合まず

斗ヲ<::".. _L  

...L 

48t X 
81.明てZア

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

SK1853 ム。ト
81蜘マ芸7

1 10YR1. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし穫含まず

2 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし複合まf
10YR3/4 暗褐色土居状に混じる

SK18崎 f ヘ司d 叶

_A_ tiへ有 lJ _K_ 

81合志埼二i

1 IOYR2/2 .. 褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり
礎含まず

2 IOYR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

SK1863 

_A_ 

_L  

_A_@j 
8[お.

SK18ω 司 、ー勺

~ ~、、 1 10YR2/2 鳳褐色土ややしまる粘性やゃあり磁含まず
ー:νぺ「ー--，....__ 笹&叫A下の10YR3/4o略構色土プロフタ10%含む

_A_-{/一一~ _K_ 2 10m/. 略構色土ややしまる粘性やゃあり様含まず

渉¥ヲー-_/ ト ....， SKl幻2

8il晶、- ...L トゴ J 
4存寄 与チぐ¥ 1 

1 10YR2/3 黒褐色土 しまりなし _A_ I ( 日 _L  
粘性やゃあり 積含まず径0.5.，.以下 ¥ ¥ ) j 
の10YR4016 褐色土プロック20%含む ¥.¥._ / ..) 

2 10YR4I6 褐色土 しまり弱い . 、、三-_1.../___A_、__....... _L  
粘性あり礎含まず 径l岨以下の d'-器亡
10YR2ν11 黒色土プロツ夕10%含む 副.

3 1肝砲f九l 黒色土やや茶色 '---..!....--ノ/ 
ややしまる粘性なし様含まず

4 10YR2/2 黒褐色土 ややしまる 1 10町砲:/1 風色土やや禁色ややしまる粘栓なし積合室ず
粘性やゃあり療含まず 径1幅以下の10Yi3/. 時縄色土プロック10%含む

九時褐色土やや明色
ややしまる粘性やゃあり 裏含まず SKI887 

6 1町昭:/3 黒褐色土ややしまる 吋)へ J 守、
粘性やゃあり 積含まず . - ~叫.../(土コエム、~SKI886

7 10m/4 暗褐色土ややしまる _A_( ( 1 ¥， _K_ 
粘性やゃあり 積含まず i 、ふ，，_/--じユ- . 

以1886 創J;'市13i B1ホマ+ーー_K_

/つご¥斗-..<::::::.... モ宍買え ノ戸 炉内 1 10YR2/2 黒褐色土やや茶色

ょ 11 ¥)...L 丹、- 1 10YR2/2 脚色土特しまる 2泊三%2TZZtrまず
ー'::-_¥:1- 1 10YR4/4 褐色土しまりなし 粘性ややあ.， .含まず径1咽以下の了 剛18---.. 糊あり前まず径1岨以下の 1000/4 酬色土プロック附飴 s常ぷ お21特しまる

8f合 」」 11gLS色土プロック10%含む 24渓弘ヂ主主主ア主54A下の 鮒特あり裏含まず

"" 1 :7 2 1町隠/1 .. 企土 ややしまる 1000/4 暗縄色土プロック5%含むn一一 粘性なし積含まず 3 10YR3九時褐色土ややしまる U1 10四1.7/1 黒色土やや暗色
YR2/2 燥褐色土ややしまる 粘性ややあ曹司量含まずややしまる 粘性なし a含まず

粘性やゃあり 綴含まず
下部10四3/4 晴樹色土漸移層

園42 II期SK遺構図(5)

_K_ 

B仁和

¥金三色ゴ
1 10YR1.7/1 鳳色土ややしまる粘性なし
礎含まず

2 10YR2/1 11色土 ややしまる粘性なし
礎含まず

3 10YR2/2 .褐色土 やや淡色ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

4 10YR2/3 鵬褐色土 しまり弱い粘性やゃあり
礁含まず
径1個以下の10YR3/4 暗褐色土プロック20%含む

5 10YR2/3 鵬褐色土ややしまる粘性やゃあり
.含まず

6 10YR3/4 時帰色土ややしまる粘性やゃあり
.含まず

SK1914 ム。、fL
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るュマ
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211 

(S=1j50) 
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千 芯/炉千一ムC品る印剖J〈
命一JL\8τ命~翫 i 

CD'事~一
1 10YR1.7/1 鳳色土やや茶色

1 10YR2/1 黒色土 やや淡色 1 10YR!. 7/1 黒色 土ややしまる 1 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 ややしまる粘性なし積含':I:-r
ややしまる粘性なし離合まず 粘性なし横含まず径l叫以下の ややしまる粘性やゃあり礎含まず 2 10YR2/2 鳳褐色土やや暗色

2 10YR2/3 ""褐色土ややしまる 10YR3/4 暗褐色土プロック10%合tt 径5c叫L下の10YR3九時褐色土 ややしまる粘性やゃあり磯含まず
粘性~ゃあり様含まず 下部10YR3/4 晴禍色土漸移層 プロック5%含む 3 10YR3/3 時褐色土ややし主る

3 10YR2/2 県褐色土やや暗色 SKI980 、守、_. 2 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 粘性やゃあり磯含まず径1岨以下の
ややしまる粘性ややあり 離合まず ~ ややしまる 粘性やゃあり 礎含まず 10YR!. 7/1 A臨色土プロック10%含む

4 10YR3/4時褐色土ややし叢る
‘ 粘性やゃあり 磁含まず型軽1岨以下の

J鉱 199。ー…うx，r w"て> SKI992 I 

_ L  H ¥-¥ ....L "...Mn .....M. :J-日~~~鎌1989 SK19111 1 
11 J!' ~ム炉で崎、...11 iI 
H 11 .....!_ ~~ /'"ヘ ¥....K....

.、ν _K_ SKl鈎7

81ιa..，.ム官チー
1 10YR2!3 ""褐色土やや暗色 1 10YRl. 7/1 ..色土 しまりなし -*三V
ややしまる粘性やゃあり穣含まず 粘性なし積含まず{援策) ~ 
径1c・以下の10YR3/4 暗褐色土 2 10YRo4104 褐色土 しまりなし 1 10YR2l2 黒構色土やや茶色
プロック15%含む 粘性あり積含まず(畿銀) ややしまる粘性やゃあり

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 3 10YR1.7/1 黒色土やや暗色 礎含まず径1岨以下の10YR3/4
粘性やゃあり様含まず ややしまる粘性なし積含まず 時褐色土プロック5%含む
径1c必A下の10YR2/2 黒褐色土 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 2 10YRZ/3 黒褐色土ややしまる
プロック10%含む 粘性やゃあり療合室ず径2岨以下の 粘性やゃあり襖含まず

10YR!. 7/1 黒 色 土プロック16%含む 径1岨以下の10YR3/4 暗褐色土SK1999 ‘ 6 10YR3/3 暗褐色土ややしまる プロック3%含む
_L  .1交'¥....K....爪 粘性やゃあり様含まず 3 10YRZ/2 黒褐色土ややしまる

ー曳ιy一 、、 6 10YRo4104 褐色土ややしまる 粘性やゃあり積含まず
一ームーー ベ 粘性あり積含まず径2岨以下の 径lCl1l以下の10YR3/4 暗褐色土

品 SD48 、 10YR1.7/1 黒色土プロッタ10%含む プロック10%含む
81.軒叫「」ー 7 10YR3/4 酬色土ややしまる 4 10YR4/4 褐色土ややしまる
し山 t弓才 粘性やゃあり横含まず 粘性あり様含まず

、“ 叙2017 5 10YR3/3 晴褐色土ややしまる
_ A' 粘性やゃあり 捜含まず

i 斤、¥....K....Y 径1岨以下の10YR4/6 褐色土
~~ )1 ~ v< プロック5%含む
" ....... でク ， 6 10四4/6 褐色土ややしまる

a - • • 粘性あり 磁含まず径1岨以下の

8f茄 τ ゴフrー 10YRZ/2 黒髄土プロック5%含む

1 10YRZ/Z ""褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり
礎含まず

2 10YRZ/Z ""褐色土ややしまる
結住やゃあり 礎含まず
径l岨以下の10Yi3/4 時褐色土
プロック10%含む

総201.

よ③_K_/
81本場i

1 10YR2/3 黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性ややあP
.含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
結性やゃあり 礎含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
結位争ゃあり 礎含まず
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1 10YR2/2 期褐色土ややしまる
粘性やゃあり 模含まず

2 10YR2/3 鵬褐色土ややしまる
粘性やゃあり 様含まず

銀2018
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二s法f
8f本てz-AL

1988 

シ
81蜘ミョ該z

1 10lR2/2鳳織色土ややしまる
粘性.~ゃあり 機含まず径Ic叫A下の
10YR3/4時褐色土プロック6%含む

2 10YRZ/l 黒色土やや茶色
ややしまる粘伎なし磁含まず
径lc凶l下の10YRS/4 暗褐色土プロフク
3%含む

3 10YR2I3 属機色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 機含まず
径lc..w.下の10YRS/4 暗褐色土プロフク
10%含む

4 10YR2!3 ，.鴇色土ややしまる
粘性やゃあり 硯含まず径Ic・以下の
10Yi3/4時褐色土プロック7%含む

6 10YR4I6 褐色土ややしまる
粘性あり ・含まず径l岨以下の
10田 12 黒褐色土プロック6%含む

SI<2016 
SI<2015 

_L  一区-
81.3C加ー← l 

、さ三立三之とl

。 2m 

1 10YR2/2 ""褐色土やや暗色ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

Z 10YR2/2 ""褐色土やや淡色ややしまる
祐佳やゃあり 屡含まず

1 10YR2/3 .. 縄色土やや時色 3 1000/3 •同色土ややしまる 粘性やゃあり
ややしまる粘性やゃあり漫含まず 1 lom/l 黒色土やや暗色 ややしまる粘性なし積含まず

1"Ol0YR3/4 1If~土問 2 10Yi川 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし 前まず4守 鉱 側 位 特 純 や や し ま る
3 10m/1 黒色土ややしまる粘性なし・含まず
4 10.四 3/4 暗縄色土しまり鳴い 粘性やゃあり・含まず 粘性やゃあり礎含まず

5 1000/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり径1咽以下の10YR2!1 ，.色土プロック10%含む
6 lom/1 黒色土やや量産色 ややしまる粘性なし積含まず .含まず径l咽以下の10YR2I2 ，.繕色土プロック
6 lom/3 黒縄色土ややしまる粘性やゃあり様含まず 10%含む
7 lom/l 黒色土やや茶色 ややしまる粘性なし蹟含まず
8 10Yi3/3 時褐色土 ややし怠る粘性やゃあり襲含まず
9 10YR2/3 黒褐色 土やや淡色ややしまる粘性やゃあり

1 10YRZ/2 鳳縄色土やや淡色 様含まず

ややしまる粘性やゃあり 10 10YR3/4 時褐色 土ややしまる粘性やゃあり 襲含まず
.含ます‘下部10YR3/4 暗褐色土 11 10YR3/3 時褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
漸移層 12 10YR4I6 褐色土ややしまる粘性あり礎含まず

国伺 E期SK遺構圃 (6)
(S=1/50) 
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SK2020 
-ーーー四国ーー-園田園園

ム古士〆

山寺

SK2022 

よ (9--Lt

B品レせ;i

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 磯含まず 径2cm以下の
10YR3/4 暗褐色土プロック10%含む
炭化物わずかに含む

2 10YR4/4 褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 際含まず

iC匂T
81合、楊教ri

SK2021 

_A_jミ--L/
81お栄三角i

SK2029 

九
九
事5

〆l

M

1 lOYR4/6 褐色土 しま りなし
粘性あり 穣含まず

2 lOYR2/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 礁含まず

4 10YR2/3 鼎褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず

5 lOYR3/4 暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 穣含まず

SK2082 

_A_ @--LX〆

81.合担〆i

SK2023 

国

∞
-
民
吉

SK1669 

_A_ 
81.2Qn 

A' 

1 10YR2/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし 磯含まず
径2cm以下の10YR3/4 暗褐色土プロック3%含む

2 10YR2/3 黒褐色土やや暗色ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず
径5cm以下のlOYR4/4 褐色土プロック5%含む

3 10YRl. 7/1 黒色土やや茶色ややしまる 粘性なし磯含まず
4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず
径lcm以下のlOYR3/4 暗褐色土ブロック7%含む

5 10YR2/3 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
6 10YR2/2 黒褐色土やや淡色ややしまる 粘 性 あり 穣含まず
上層にlOYR512 灰賞褐色粘質土層含む

_A_m__K__七 ι ト

81合唱今i

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 1 10YR2/2 黒褐色士 やや暗色
粘性ややあり 礁含まず径0.5個以下 ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
のlOYR3/4 暗褐色土プロック3%含む 2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる

2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる 粘性やゃあり磯含まず

粘性やゃあり 磯含まず

1 10YR2/1 黒色土 ややしまる
粘性なし磯含まず径lcm以下の
10YR3/4 暗褐色土プロ ック15%含む

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR2/2 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 蝶含まず径lcm以下の
10YR3/4 暗褐色土プロック 10%含む

4 10YR3/4 暗褐色土 しまり弱い
粘性やゃあり 際含まず

5 10YR4/6 褐色土しまる 粘性あり
機含まず

議総βO7l_l0 
寄乙 ー咋 ー

。 2m 

図44 II期SK遺構図(7)
(S=1/50) 

。 10cm 

図45 II期出土遺物(1 ) 

(S=1/3) 
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86 
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(082・086、S=2/3)
図46 11期出土遺物(2) 
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ぽ水平堆積であることから自然堆積と考えられる。三角堆積が確認できるロ性格不明の土坑である。

遺物出土状況縄文土器26点、石器類2点が出土した。土器は破片で、出土状況にまとまりはなかっ

た。出土土器は 8140と同時期のものである。このことから、 8140との埋土の類似によって重複関係

を誤認した可能性もある。石器はMF、剥片類が各1点である。

出土遺物 78は深鉢A類の頚部付近である。渦巻文を隆帯と沈線を組み合わせて施し、連続する。 79

は深鉢E2類である。口縁端部に帯状の隆帯を貼り付け肥厚させるロ外面は無文である。深鉢D類の口

縁部の可能性もある。 80は時期不明の手担ね土器である。内面は指押さえし、爪痕が残る。外面は指

押さえと指ナデ調整する。

時期 8140との重複関係から東野E期と判断した。

その他の土坑出土遺物(図 45・46) II期に関連すると判断した土坑から出土した特徴的な遺物につ

いて記述する。 81は8K1660出土の深鉢F1類である。外面は隆帯による区画文内にLR縄文を埋め、

その下部に刺突が巡る。府l突は摩耗のため明瞭でない。胴部は隆帯による区画文内にLR縄文を埋め

る。 82は 8K1781最上層出土の磨製石嫉である。表裏とも、章旗身部に斜方向の線状痕が見られる。刃

部は縦横もちかえて磨くため線状痕の方向が異なる。下部に穿孔がある。棒状工具を大きく傾けて穿

孔したと考えられ、揺鉢状の穿孔である。先端部は折損する。 83は 8K1481最上層出土の磨製石繊未

製品2類である。先端部を粗く打ち欠いて大まかな形状にする。表の下部は層理面が残る。84は8K1246

出土の打製石斧である。短冊形で、中央部やや上方に装着痕が見られる。基部に線状痕が残る。 85は

8K0879出土の磨石・敵石類である。磨面は2面で粗い。蔽打面は4面で、敵打痕の 1単位が比較的広

い。風化が著しい。 86は 8K141O出土の石核B類である。頂部に自然面が僅かに残る。横長剥片を 1

枚とる。剥離した稜線上3か所に微細な剥離が連続する。

5 撹乱坑・遺物包含眉出土遺物(図 47-50)

87は撹乱坑出土の深鉢A類の口縁部で、隆帯を3条貼り付け、その聞に沈線を 2条施す。中央の隆

帯状に楕円形の刺突を施す。 88は撹乱坑出土の深鉢B類の口i縁部で、波状口縁と恩われる。口縁端部

に沈線を 1条施す。その下に沈線による区画と区画内に羽状文を埋める。 89は 8I06と重複する撹乱

坑出土の深鉢C類で、 8106埋士に位置していたと考えられる。立体的に装飾する口縁部文様帯の一部

である。口縁端部上面に渦巻文を施し、左方向へのびていく。右側面ははがれているが、断面に焼成

が及んでいることから閉じる部分と思われる。下面に沈線を施す。その左側は焼成が及んでいること

から透孔があると恩われる。右側面はナデで仕上げられるが、相対する左側面は折り返し状で未調整

である。 90は倒木痕 (NW15)出土の深鉢E2類で、口縁端部の面は、上方と外方向きに2面見られる。

深鉢D類の口縁部の可能性もある。 91は東海地方西部にみられない深鉢で、把手がつく形状になる。

把手上面にS字文を施す。文様帯は把手によって収束する。隆帯で区画し、区画内は斜方向の短沈線

で埋める。 92は阻7グリッド出土の浅鉢の口縁部で、キャリバー形を意識した形状である。口縁部上

端に面をもち、ヨコミガキを施す。外面に方形区画が連続し、区画聞に縦位の隆帯を貼る。その下部

に沈線が 1 条巡る。 93~100 は打製石織である。 93 は]I15 グリッド出土で、側縁部の調整時に表裏の

打点を一致させることで側縁部を鋸歯状に作出する。先端部は折損する。 94はKK1グリッド出土で、

側縁部の調整時に表裏の打点を一致させることで側縁部を鋸歯状に作出する。先端部は折損する。背
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面は薄づくりである。 95はKE8グリッド出士で、表はポジ面でふくらみが強いが裏は平坦になる。そ

のため全体が平面に向けて噴状に反る。 96は撹乱坑出土で、脚部の調整を放射状に施すことで、脚部

を曲線的に作出する。 97は ]E18グリッド出土で、凸基の打製石鎌である。剥離した形状を利用する

ため、背面が長軸方向に湾曲する。側縁部を調整した後に基部を調整する。 98はKI6グリッド出土で、

平基嫉である。全体を薄く調整してから基部、左側縁部、右側縁部の順に調整する。先端部を最後に

調整する。 99は即6グリッド出土で、未製品である。薄く作出し、大まかな形状にする。基部は挟り

がある。左側縁部下方に刃部調整の微細な剥離が認められる。 100はKL3グリッド出土で、右側縁部

は外反気味に作出し、左側縁部は直線状に作出する。 101~107 は打製石斧である。 101 は KD3 グリッ

ド出土で、比較的内から押圧し、薄く広く剥離させて全体を作出する。 102はKK5グリッド出土で、

風化した自然面に斜方向の線状痕が認められる。側面上方くぴれ部に摩耗した部分が見られ、装着痕

である可能性が考えられる。 103は撹乱坑出土で、刃部を折損する。側縁部がほぼ平行の短冊形であ

る。 104はKG5グリッド出土で、短冊形だがやや上方がすぽむ形状である。刃部の最先端に摩耗が見

られる。 105は撹乱坑出土で、薄く小さくつくる。磨製石鎌の石材に類似するが、側縁部を調整して

略長方形に作出していることから打製石斧とした。表裏面中央やや上方に横方向の線状痕があり、装

着痕の可能性が考えられる。 106は]L18グ!J'Yド出土で、刃部が一部残存する。背面に線状痕が見ら

れる。長軸の中央部やや上方に装着痕らしき摩耗範囲がある。 107はK04グリッド出土で、泥岩製の

ため全体が風化した感じである。特に線状痕が多い範囲は研磨状になる。 108は撹乱坑出土の横刃形

石器である。縁辺部全体に階段状の剥離を施す。刃部先端がややとがる。右側縁は直線状だが、左側

縁は弧状に作出するロ 109~111 は磨製石斧である。 109 は KD8 グリッド出土で、刃部は折損する。左

側縁の形状から刃部に近いと思われる。破断部に縦に近い斜方向の線状痕が見られる。 110は撹乱坑

出土で、刃部の一部が僅かに残る。線状痕は斜方向のものが多い。 111は撹乱坑出土で、刃部やや上

方が最大幅となる。基部に上部からの敵打痕が見られる。刃部表面にはがれがあり、使用痕の可能性

が考えられる。 112~114 は石錐である。 112 は KM4 グリッド出土で、ポジ面を生かし、菱形をつぶし

た断面形状になる。先端部は摩耗する。 113はK116グリッド出土で、先端部が摩耗してやや丸みを帯

びることから使用痕と思われる。全体を細かく調整する。 114は]E19グリッド出土で、先端部が摩耗

する。 115は KG6グリッド出土のRFである。右側縁部に刃こぼれ状の微細な剥離が見られる。 116

はKK1 グリッド出土のMFである。くびれ部の一部に微細な剥離が見られる。 117~119 は石核Bであ

る。 117はKG5グリッド出土で、横長事l片を3枚以上とる。 118は阻7グリッド出土で、縦長剥片 1

枚、横長剥片3枚をとる。背面は風化した自然面である。 119は撹乱坑出土で、縦長剥片を 1面で3

枚、別の面で員殻状の横長剥片を3枚とる。
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第5節東野E期(弥生時代中期~古墳時代初頭)

1 竪穴建物

当該期の竪穴建物を 11軒確認した。

SI02 (図 51・52) (AS0026) 

検出状況 C地点 JD17~JE18 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物北東部

をSI03に切られる。西部は発掘区外である。平面形は不明であるが、残存する三辺から隅丸方形と想

定できる。南辺の方位はNー 710 -Eである。

埋土 黒色土、黒褐色土、暗褐色土などが不均一に堆積する。また、埋土中に炭化材や焼土プロック

が散在するが、床面からは浮く。埋土中に暴色土・褐色土ブロックを含むことから人為堆積の可能性

が高いと考えられる。

壁 E ・N層を掘り込んでいる。壁面はやや聞く。壁の残存高は最大で 0.06mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床や硬化面は不明瞭で、 N層に類似する。竪穴埋土除去後検出した遺構は

柱穴 1基、壁際溝、性格不明土坑1基である。炉は確認できなかったロ東西のほぼ中聞に位置するこ

と、竪穴埋土除去に検出したこと、 Pl埋土状況から、 Plをこの建物の主柱穴の可能性が高いと判

断した。 SI02の平面形がほぼ正方形であれば一本柱建物、南北方向の長方形であれば二本柱建物と想

定できるが、現状では不明である。 Plは明瞭な柱痕跡が確認でき、柱径は約 0.09mと想定できる。

柱穴底面はVI層の木曽川泥流堆積層に到達し、磯が露呈する。壁際溝は、建物が確認できた範囲をほ

ぼ全周するが、東部は一部で途切れる。深さ平均0.02mを測る。壁際溝南部中央が二段構造となる。

中央の段から約 0.6m西寄りに楕円形の窪みがあるが、窪みの底部に硬化面は確認できない。

遺物出土状況縄文土器4点、弥生土器9点、時期不明士師器5点、須恵器1点、石器4点、炭化物

5点が出土した。埋士上層から縄文土器・弥生土器・時期不明士師器・須恵器が出土し、下層から縄

文土器・弥生土器・時期不明士師器が出土した。床面で砥面を床に伏せた状態の砥石 (122)が出土し

た。

出土遺物 120はE期高杯D類の杯部である。内外面は摩耗のため調整不明である。杯部に段を有し、

端部に向かって外反する。 121はE期高亦D類の亦部である。内外面は摩耗のため調整が不明瞭だが、

亦底部外面に僅かにタテミガキの痕跡が残る。 122は砥石である。砂岩製で、被熱のため赤色化して

いる。砥面は2面で、線状痕と敵打痕が残る。 U字状の溝が 1条残る。

時期 SI03に切られることからV期をさかのぼる。埋土下層で出土土器の約 73%を弥生土器が占め

る。以上のことから東野E期の可能性が最も高いと判断した。

SI08 (図 53・54)(AS0777) 

検出状況 C地点 JK18~JL19 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物南部で

SD39、SB06に切られる。残存する辺はほぼ直線状である。隅部の状況から、平面形は北西 南東方向

にやや長い隅丸方形の竪穴建物と想定できる。長軸の方位は、 Nー 750 -wである。

埋土 埋土は単層である。埋土中に暗褐色土プロックを含むことから人為堆積の可能性が高いと考え

られる。

壁 rn'N層を掘り込んでいる。壁面はやや聞く。壁の残存高は最大で 0.13皿である。
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1ι五口τ正r~T~ ~ "6 す 6 盃
1 10YR1.1/1 黒色士やや燕色ややしまる粘性なし磯含まず
2 10YR2/S 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 礎含まず径Z岨以下の10YR4/4 黒色士プロック1%含む
3 10YR3/4 暗褐色士ややしまる粘性やゃあり 磯含まず径l岨以下の10YR2/1 黒色士プロック6%含む
4 10YR4/S にぷい黄褐色士やや渋色ややしまる粘性やゃあり 碩含まず
6 10YR2/1 黒色士しまり弱い粘性なし磯含まず
6 10YR2/S 黒褐色士やや淡色ややしまる粘性やゃあり 穣 含 ま ず 径10m以下の10YR4I4 褐色士プロック3%含む
1 10YR2/1 黒色士やや暗色ややしまる粘性なし碩含まず
8 10YR2/2 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
9 10YR4/自褐色士ややしまる粘性やゃあり 穣含まず径10m以下の10YR2/1 黒色士プロックl私含む
10 10YR2/1 黒色士やや茶色ややしまる粘性なし碩含まず
11品YR4I目赤褐色士ややしまる粘性ややあり 様含まず炭化材混じる
12 10YR2/2 黒褐色士やや燕色ややしまる粘性やゃあり 積含まず
13 10YR3/S 暗褐色士ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
14 10YR2/S 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 磯含まず白壁際溝坦士)

園51 SI02遺構図

ス二J L3: 

¥-......_ '"，~'iR~'J トι~1

。 10cm 

(S=1/3) 
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Pl 
_D_ __!L_ 

81.創加，~

凶1剛 E

5-.1詞除。

_)01 ...6 

1 l0YR2/2 黒褐色士
しまり弱い粘性やゃあり
讃含まず

2 l0YR2/2 黒褐色土
やキ暗色ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

3 l0YR3/3 暗褐色士
ややしまる粘性やゃあり
讃含まず

4 l0YR3/4 暗褐色土
ややしまる粘性やゃあり
讃含まず

6 l0YR3/4 暗褐色士
やや淡色ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

6 lOYR4I3 にぷい黄褐色土
ややしまる粘性やゃあり
礎含まず

P2 
_E_ _f.'_ 

81.6伽~

1 10YR2/1 鳳色士やや暗色
ややしまる粘性やゃあり
縫 合 ま ず 径2岨以下の
lOYR4I4 褐色士プロック
3%含む

2m 

(S=1/50) 

C J 
園田 SI02出土遺物



72 第3章調査の成果

1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり穣含まず ややしまる粘性やゃあり 礎含まず 粘性やゃあり慶含まず

2 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる 2 10YR2/3 黒褐色土やや渋色
ややしまる粘性やゃあり穣含まず 粘性やゃあり礎含まず ややしまる粘性やゃあり慶含まず

3 10YR3/3 時褐色土やや淡色 3 10YR2/2 黒褐色土やや暗色 3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり穣含まず ややしまる粘性やゃあり 礎含まず 粘性やゃあり慶含まず

4 10YR3/4 時褐色土やや淡色 4 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり穣含まず 粘性やゃあり 礎含まず

5 10四3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

6 10四3/4 時褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

P06 

床面

崎司主i

_I_ _r_ 
81.6伽ー~

国

個
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ヤ
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ヤ
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柱の当たり

一ι
81. 

_K_ 

POl 問2 問3 P04 
_H_ _j[__ 

81.6伽
_F_ _ι 

81. 6~ ~λ 

判1/U"3

5116) オF 可ア
1 1位 R3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

P05 問自

_K_ _ _ _ι 
81.6伽子~- 市五キム1おすよ

1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色 1 10YR2/2 黒褐色土やや茶色
ややしまる粘性やゃあり積含まず ややしまる粘性やゃあり 礎含まず ややしまる粘性やゃあり積含まず ややしまる粘性やゃあり 横含まず

2 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 2 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず ややしまる粘性やゃあり 積含まず 粘性やゃあり 圏直含まず

3 10YR3/4 時縄色土ややしまる 3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり礎含まず 粘性やゃあり礎含まず

4 10YR3/4 暗栴色土やや淡色
ややしまる 粘性やゃあり 礎含まず

o 2m 

(S=1/50) 
園田 SI08遺構図(1)
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。@
SK0486予/

予〆。ぷ184

γ 

。。
。。
。

柱の当たり

三ヲ i

1 10YRZ/Z 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 磯含まず 径lcm以下のIOYR3/4 暗褐色土プロック7%含む
Z 10YRZ/Z 黒褐色粘質土と10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土 固く しまる 磯含まず (貼床層)
3 10YR4/6 褐色土ややしまる粘性やゃあり 磯含まず径lcm以下のIOYR2/Z 黒褐色土プロ ック10%含む(掘方整地層)

P09 P10 
M M' N N' 

81.6伽I 1 81.60m←!一

零ず 尺
1 10YR2/2 黒褐色土 やや淡色 1 10YR2/1 黒色土や や暗色
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず ややしまる粘性なし 磯含まず

2 10YR2/3 黒褐色土やや淡色 2 10YR2/2 黒褐色土 ややしまる
ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず 粘性やゃあり 磯含まず
径1個以下の10YR2/1 黒色土プロック 3 10YR3/4 暗褐色土 ややしまる
3%含む 粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR3/4 暗褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

SP184 
_(l_ _[__ 

81. 6伽I 1 

3'~Z~ 

41l j生

1 10YRZ/Z 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

Z 10YRZ/l 黒色土 ややしまる
粘性なし 磯含まず

3 IOYRZ/3 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

4 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

。

マず
1 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR4/4 褐色土や やしまる
粘性ややあり 磯含まず

4 10YR2/3 黒褐色 土ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

(S=1/50) 

2m 

81古今よ
1 10YR2/1 黒色土 やや暗色
ややしまる粘性なし 磯含まず

2 10YR2/2 黒褐色土 や や淡色
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず

3 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

グ

SP183 
_P_ ____[_ 

81蜘す
1 10YR2/1 黒色土 ややしまる
粘性なし 磯含まず

2 10YR2/3 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

宰事一万

グ 〈 y 
126 

。 10cm 

(S=1/3) 

図54 SI08遺構図(2)・SI08出土遺物



74 第 3章調査の成果

床面 ほぼ平坦である。貼床 (2層)が、建物の残存する範囲全体に、明瞭に残る。貼床は黒褐色粘

質土と暗褐色粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴4基、性格不明土坑7基で

ある。炉、壁際溝は確認できなかった。竪穴内の位置関係と埋土状況から P01、P02、P03、P04を

この建物の主柱穴と判断した。 P04を除く柱穴で、明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱径は

O. 08~0.10m と想定できる。柱埋戻土最上層に貼床層が確認できないことから、貼床形成後、柱穴が

掘削されたと考えられる。

床下貼床除去後、柱穴2基、性格不明土坑1基、掘方整地層を確認した。掘方整地層 (3層)は、

褐色粘質土が主体の黒褐色土プロックを含む層である。平均0.04m厚である。貼床層、基盤層よりし

まりは弱い。その他の床下で確認した柱穴及び性格不明土坑と 8I08との関連は不明である。

遺物出土状混縄文土器1点、弥生土器7点、時期不明土師器 11点、須恵器1点、磯1点が出土した。

埋土上層から縄文土器・弥生土器・時期不明土師器・須恵器が出土し、埋土下層から弥生土器・時期

不明土師器・磯が出土した。磯は建物のほぼ中央部カミら出土した。被熱した川|原石で、床面から浮い

た状態で出土した。

出土遺物 123、124はE期費 D1類の胴部である。やや外反する。外面はクシ条痕、内面はナデ調整

する。胎土が異なることから別個体と考えられる。 125はE期壷の口縁部である。口縁端部に押引き

を施す。その下はヨコナデ後、突帯を貼り付ける。突帯は、間隔を空けつつ押圧する。その下は条痕

である。内面はナデ調整する。弥生時代前期後半に比定できる。 126はw期壷B類の口縁部である。

内外面は摩耗のため調整不明である。口縁部はやや短めである。折損部に僅かな屈曲が見られること

から、頚部と思われる。

時期 8D39に切られることから古墳時代前期をさかのぼる。埋土下層で時期不明土師器を除くと弥生

土器のみが出土している。以上のことから東野E期の可能性が最も高いと判断した。

SI13 (図 55-60) 仇S1279)

検出状況 C地点 KG3~阻4 グリッドで検出した竪穴建物である。建物中央部を南北に縦断する撹乱

溝以西を平成 24年度、以東を平成 25年度に調査した。 E層上面で検出した。建物北西部で 8I14を切

る。平面形は四辺がほぼ直線状の東西にやや長い隅丸方形の竪穴建物である。長軸の方位は、 N-60"

-wである。

埋土 黒色士と黒褐色士がほぼ水平に堆積し、壁際埋士がやや傾斜して堆積する。埋士中に暗褐色士

・黒色士プロックを多く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。南南西方向に低くなる

地形のため上層が撹枠されており、埋士はその方向に向かって削平されており、残存状況がよくない。

壁 rn.w層を掘り込んでいる。壁面は緩やかに開く。壁の残存高は最大で 0.2mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (8層)が、建物の残存範囲全体に明瞭に残る。貼床は黒色土e暗褐色

粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴4基、炉1基、貯蔵穴2基、性格不明土

坑4基である。壁際溝は確認できなかった。竪穴内の位置関係と埋士状況から P01、P02、P09、P

10をこの建物の主柱穴と判断した。 4基ともに明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱径は O.10 

~0.14mと想定できる。柱埋戻士最上層に貼床層が確認できることから、柱埋設後、貼床形成したと

考えられる。

炉建物中央部やや東寄りで、長楕円形のJ11原石が出土し、川原石が強く被熱し、その周囲の床面が
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1 10YRl. 7/1 黒色土やや茶色 しまりなし粘性なし積含まず(根直)
2 10YRl. 7/1 黒色土やや暗色ややしまる粘性なし磯含まず径0.2園以下の10YR3/4 暗褐色土プロック3%含む
3 10YR2/3 黒褐色土 しまり弱い粘性やゃあり 礁含まず径2岨以下の10m/l 黒色土プロック10%台む(号グラ穴〕
4 IOYR2/1 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし積含まず

5 10YR2/3 黒褐色士ややしまる粘性ややあり 磯含まず径0.1園以下の5YR4/6 赤褐色士継3%含む(炉埋士J
6 10YR3/4 暗褐色士ややしまる粘性やゃあり 積含まず(被熱した床届)
1 10YR2/3 黒褐色士ややしまる粘性ややあり 磯含まず
8 10YR2/1 黒色土と10'四3/4 暗褐色粘質土とlOYR4/日褐色粘質土の混合土 しまる 礎含まず(貼床層)
9 10YR3/4 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず径0.5岨以下のl0m/l 黒色土プロック10%含む{楓方整地層)

園田 8113遺構図(1)

。
(8=1/50) 
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1 10YR2/3 黒褐色士 しまり弱い 1 10YR2/3 黒褐色土やや淡色

粘性やゃあり機含まず ややしまる粘性ややあり横含まず
炭化物少量混じる 2 10YR2/2 黒褐色粘質土と 10YR3/4 

2 10YR2/1 1M色土と10YR3/4 時褐色 暗褐色粘質土の混合土固くしまる

粘寅土とlOYR4I6 褐色粘質土の混合土 礎含まず(貼床層)
しまる礎含まず(貼床層) 3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる

3 10YR2/Z 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり型車含まず
粘性やゃあり 穣含まず 4 10YR3/4 時褐色土ややしまる

4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 粘性やゃあり強含まず
粘性やゃあり 礎含まず

炭化物微量混じる

5 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
炭化物少量混じる

1 10YR2/3 鼎褐色土 しまり弱い 1 10YR2/3 黒褐色士やや快色

粘性なし模台まず炭化物少量混じる しまP弱い粘性やゃあり 磯含まず
2 10YR2l1 黒色士と10YR3/4 時褐色粘 2 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
質土と10YR4I6 掲色粘質土の混合土 ややしまる粘性ややあP 礎含まず

しまる 積含まず(貼床層) 3 10YR2IZ 黒褐色粘質土と 10YR3/4 
3 10YR2l2 黒褐色土やや淡色 暗褐色粘質土の混合土固くしまる
ややしまる粘性やゃあり 穣含まず 棟含まず(貼床層)

4 10YR3/3 暗侮色土ややしまる 4 10YR3/3 時褐色土ややしまる

粘性キゃあり碩含まず 粘性やゃあり離合まず
5 10YR3/4 暗縄色土ややしまる 6 100014 暗暢色土ややしまる
粘性やゃあり磯含まず 粘性ややあP 磯含まず
炭化物少量混じる
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SI13遺構図(2)園田

1 10YR2/1 黒色土やや茶色ややしまる
粘性なし磯含まず

Z 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
礎含まず

3 10YR3/4 時褐色土ややしまる粘性やゃあり
礎含まず
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やや被熱していたことから、この建物の炉と判断した。床面を浅くくぽませて (E-E'断面5層)、

そのほぼ中央にJ11原石を据えていることから、地床炉と考えられる。 E-E'断面6層は、炉の影響

で被熱が及んでいる床面の範囲と考えられる。川原石は上面だけが被熱していることから、煮炊き用

の土器を支える枕石の可能性が考えられる。

貯蔵穴 南部床面で検出したP06、P07を竪穴内の位置関係と形状から貯蔵穴と判断した。 P06は残

存形状から平面形は円形と想定できる。壁はやや聞き、底は平らである。長軸長 0.78m、残存短軸長

0.42m、深さ 0.2mを祖~る。埋土から弥生土器片 1 点が出土した。 P07 は 2辺を撹乱坑によって消失

している。平面形は南西部で屈曲することから隅丸方形の可能性が想定できる。壁は、西側は大きく

聞き、南側は傾きが小さい。底面は、東西方向は丸く、南北方向は平らである。残存長軸長 0.58血、

残存短軸長 O.54皿、深さ 0.19mを祖.~る。底部に接してE期ミニチュア土器 (142) が出土した。ミニ

チュア土器は口縁部を北に横位で出土した。出土状況から建物の廃棄儀礼の可能性を窺わせる。

床下 貼床除去後、掘方整地層を検出した。掘方整地層は、暗褐色土層が主体の黒色土ブロックを含

む層 (9層)で、ほぽ平らである。平均 0.04m厚である。貼床層、基盤層よりしまりは弱い。

遺物出土状況 縄文土器3点、弥生土器201点、古墳前期土師器 15点、時期不明土師器類 251点、石

器類 23点が出土した。埋土上層から弥生土器片、土師器片が多量に出土したが、下層の掘削にしたが

って減少し、破片が大きくなっていった。建物西部の床面でE期高杯C類 (140)とE期費A類 (134)

が出土した(図 56)。高亦は亦部を北にして横位で出土した。費口縁部は正位で出土した。また、南

東隅部に近い範囲の床直上や埋土から板状石材や磨製石鎌未製品がまとまって出土した。中央部を南

北に縦断する撹乱坑出土のE期土器は、 SI13に属する可能性が高いと考えられる。

出土遺物 127、128はE期壷A1類である。 127は口縁部から頚部で、口縁部は大きく聞き、端部下に

貼り付けて肥厚させる。内外面は摩耗のため調整不明である。 128は、内面はヨコミガキを施す。外

面は上段に直線文をB条、中段に刺突列、下段にヨコミガキを施す。 129はE期壷C類であるロ外面

はクシ条痕、内面はケズリ調整する。口縁部が極端に短く端部に面をつくる。 130~133 はE期壷E類

である。 130は口縁端部外面に直線文が 3条巡る。内外面は摩耗のため調整不明である。 131は口縁端

部に向かって内轡し、端部が直立する。口縁端部上方に面をもっ。くびれ部内面に縦方向のユピナデ

が認められる。 132は、内面はタテミガキ、外面は斜めミガキを施す。口縁端部に置線文が5条巡る。

破断後に被熱しており、被熱の度合いと炭化物の付着が破片によって異なる。 133は口縁端部で内轡

する。口縁端部外面に直線文が4条巡る。その下にクシ状工具による刺突列を施し、その下にタテミ

ガキを施す。内面はヨコミガキを施す。 134はE期窪A類の口縁部である。口縁部内面の受口上段は

ヨコナデ、下段から頚部まではヨコハケで調整する。口縁部外面は上段がヨコナデでその下部にクシ

状工具による刺突を施す。刺突は4個1単位である。稜に対して下方から斜方向に向かつて刺突する

ことで凹凸ができる。下段から胴部はハケ調整後、胴部上段に直線文を6条、その下に刺突列を施す。

胎土は当遺跡の他の費類とは異なる。 135はE期費B2類の口縁部である。口縁端部直線的に開く。内

外面は摩耗のため調整不明である。 136はE期費C類である。底部内面と脚台部内面に焼成時の暴斑

が認められる。胴部外面はタタキ後ハケ調整する。口縁端部にタタキが残る。胴部内面はケズリで、

下半は縦方向、上半は横方向に削る。 137はE期費D1類である。胴部外面はハケ、内面は板ナデ調整

する。外面は被熱により赤色化する。内面に煤が付着する。 138はE期警D2類の口縁部である。口縁
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部外面は刻みと条痕である。内面は端部に4個 1単位のクシ状工具による刺突列を施し、その下はナ

デ調整する。 139はE期高杯A類であるロ裾部内外面はナデ調整する。赤彩が内外面に残る。開きが

小さく裾幅が小さい。 140は高杯C類である。口縁端部が内傾する。口縁部の立ち上がり部は、外面

はヨコミガキを施し、内面はヨコナデ調整するo 杯部外面はタテミガキを施す。内面は剥離のため調

整不明である。剥離は蔽打痕状である。脚部外面上部に直線文を6条、その下はタテミガキを施す。

脚部に 1段3方向の透孔がある。脚部内面は絞り込みとヨコナデ調整する。 141はE期高杯である。

脚部に透孔がある。外面はタテミガキを施し、内面はヨコナデ調整する。裾端部に直線文が2条巡る。

142はP06出土のE期ミニチュア土器で広口童形である。口縁部が大きく聞き、口縁端部外方に面を

もっ。摩耗のため調整は不明だが、内面頚部に先端の円い棒状工具で縦方向になでた痕跡が溝状に残

る。 143はE期ミニチュア土器で台付費形である。口縁部内外面はヨコナデ、胴部内外面はケズP調

整する。ケズリ調整は、外面は縦方向、内面は横方向である。脚台部は底部内面から粘土を充填して

接合する。 144は、 SIl3平面内の遺物包含層 KG3で出土した手握ね土器である。 SIl3に関連する可能

性が高いと考えここに記述する。外面はナデ、内面はユピナデ調整する。底部はややまるいが、安定

する。 145~147 は磨製石鎌未製品 1 類である。 146 の天地に自然面が残る。 3点とも調整や研磨は認

められない。 148~163 は磨製石鎌未製品 2類で、周縁全体を打ち欠き、形状をつくる。研磨は認めら

れない。 157は形状が三角形になっていないが、側縁部を打ち欠き、形を整えようとしている。表面

下半は層理面である。 158の左側面は石材時の破断面が残る。先端部から右側縁、基部を打ち欠き、

形状をつくる。 159は表裏に層理面が残る。 160は左側縁部に微細な剥離調整を施す。 161、162は基

部を調整し、 163は背面基部右側縁部を調整するロ 164、165は磨製石嫉未製品 3類である。 164は全

体を研磨する。側縁部と基部に面が残る。刃部の作出前である。裏面はまだ研磨範囲が小さいロ 165

は表裏面の厚い範囲に斜方向の研磨痕が残る。一次加工を終え、研磨に入った段階と考えられる。 166、

167は磨製石嫉未製品4類である。 166は三次加工を終え、刃部を作出しはじめた段階である。穿孔は

ない。刃部作出後、穿孔するタイプものといえる。 167は全体の研磨を終えて穿孔し、刃部を作出す

る途中のものである。左側縁部は明瞭な稜があるが、右側縁部の稜はやや不明瞭である。背面に刃部

の作出によってできた稜が一部あるが、刃部を研磨しきっておらず、完成には至っていない。基部は

内轡し、面をもっ。 168は磨製石鎌である。刃部が認められる。基部と先端部が折損する。刃部の作

出によってできた稜が、中央部に認められる。その稜は、穿孔のやや先端部側で逆Y字状に枝分かれ

し、内脅する三角形の面をつくる。穿孔は、断面が碗の底を合わせたような形になっており、やや丸

みのある工具を使って作出したと考えられる。先端部、側縁部、基部全体に微細な剥離調整が見られ

るが刃部は作出されているため、完成品の破損等により再調整した可能性が考えられる。 169、170、

171は砥石である。 169は砥面が4面で、すべての面で縦方向の線状痕が認められる。 170は砥面が4

面で、線状痕が多いロ剥離内にも線状痕が認められる。 171は砥面2面で、敵打痕が残る。敵打痕は、

背面中央部と頂部に集中する。 172は磨石・敵石類である。磨面は3面で、最小の面の磨痕はやや不

明瞭である。長軸方向の両端に敵打痕が残る。 173は炉の枕石と判断した川原石である。磨痕と敵打

痕が確認できることから磨石・敵石類とした。磨面は4面で、全体が被熱し、一部に煤が付着する。

磨痕は強くない。長軸方向の両端に敵打痕が残る。

時期 床面出土土器、貯蔵穴出土土器から東野E期と判断した。埋土や床面から大量の石材、磨製石
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鎌未製品、砥石や敵石などの製作用工具が出土したことから、建物の中で磨製石鍛製作をしていた可

能性が考えられる。

幻14(図 61) (AS128ω 

検出状況 C地点 KF2~KG3 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物北部で

SI11に、南東部で SI13に切られる。残存する 3辺から、平面形は各辺がほぼ直線状の隅丸方形と想

定できる。長軸の方位は、 Nー 13'-Wである。

埋土 埋土は黒褐色土の単層である。埋土中に暗褐色土・褐色土ブロックを多く含むことから人為堆

積の可能性が高いと考えられる。

壁 E層を掘り込んでいる。壁面は西はやや聞く。壁の残存高は最大で 0.02mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (5層)が、建物の残存する部分全体にわたって残る。貼床は黒褐色粘

質土と暗褐色粘質土の混合土で、固くしまる。床面で検出した遺構は柱穴2基、壁際溝、性格不明土

坑5基である。主柱穴は不明である。 P01、P02は柱穴で明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。

柱径は O.09~0.12m と想定できる。柱埋戻土最上層に貼床層が確認できることから、柱埋設後、貼床

形成したと考えられる。壁際溝は建物の北東隅部、南東隅部、南西部、西中央部で検出した。深さ平

均 0.06mを測る。

床下 貼床除去後、掘方整地層状の浅いくぼみ、柱穴 1基 (SP021)を検出した。くぼみは南東隅部に

位置し、深さ 0.02mと浅い。他の当該期の竪穴建物に見られるような掘方整地層の可能性が考えられ

る。柱穴と SI14との関連は不明である。

遺物出土状況縄文土器1点、弥生土器1点、石器1点が出土した。すべて埋土上層からの出土であ

る。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。縄文土器(取上番号 6930)は深鉢 F1類の胴部片で、

隆帯によって胴部を区画する。弥生土器(取上番号 6956)は床面で出土したE期蜜D1類の胴部片で、

外面はハケ調整する。

時期 SI13に切られることから皿期以前となる。当遺跡E期の竪穴建物は、各辺が丸みを帯びるもの

で占められ、長軸長が 3mを切る小型の建物はない。また、床下に掘方を確認できる竪穴建物はE期

以降に限定される。また、床面でE期警D1類が出土している。以上のことから東野E期の可能性が最

も高いと判断した。

SI16 (図 62) (AS1426) 

検出状況 C地点 ]E17グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物北東部で SI02

に切られる。北西部は発掘区外にのびる。東辺がやや中央でくびれるが、平面形は各辺がほぼ直線状

の隅丸方形である。長軸の方位は、 N-18'-wである。

埋土 わずかに残る埋土は黒褐色土の単層である。埋土中に黒色土ブロックを多く含むことから人為

堆積の可能性が高いと考えられる。

壁 E・N層を掘り込んでいる。残存する 3辺の壁面はやや開く。建物北東部は SI02によって立ち上

がりを消失しているため、壁際溝掘方を SI16の規模とした。壁の残存高は最大で 0.03mである。

床面 中央部東寄りに窪みが認められるが、他はほぼ平坦である。貼床 (6層)が、建物の残存する

部分全体にわたって残る。貼床は黒褐色粘質士と暗褐色粘質士の混合士で、よくしまる。床面で検出
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粘性やゃあり 礎含まず

4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

P7 SP021 

_c_ l? 
81.鉱h

2 

_J_， _L  
81.9~ーム

s 
柱の当たり

:/2 黒褐色土やや淡色 1 10YR1. 7/1 黒色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり礎含まず ややしまる粘性なし離合まず

C' 2 10m/3 黒褐色土ややしまる 2 10m/l 黒色土ややしまる
粘性やゃあり礎含まず 粘性なし離合まず

3 10YR3/4 時褐色土ややしまる 3 10m/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり礎含まず 粘性やゃあり礎含まず

下部10YR3/4 暗褐色土漸移層

1蜘オ

Pl坦土

1 10YR2/1 黒色土やや暗色しまり弱い粘性なし穣含まず
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 離合まず

経 1c皿以下の1000/4 暗褐色土プロック5%台む
経 Ic皿以下の10YR4!6 褐色土プロック10%含む

3 10YR3/4 暗褐色土 しまり弱い粘性やゃあり 離合まず
4 10YR4/3 にぷい黄褐色土ややしまる粘性やゃあり 離合まず
5 10YR2/2 黒褐色粘質土と10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土固〈しまる
様含まず(貼床層)

6 10YR2/2 黒褐色土やや暗色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず(壁際構温土J
7 10YR2/2 黒褐色土やや淡色ややじまる粘性やゃあり 礎含まず(壁際構温土j
8 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 離合まず 。 伽

(8=1/50) 
園61 剖14遺構図



1 10m/2 黒褐色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 礎 含 ま ず 径E園以下の10m/1 黒色土プロック10%含む
2 10YR3/4 晴掲色土やや明色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
3 10YR4/4 褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず径l園以下の10m/2 黒褐色土プロック5%含む(壁際構埋土)
4 10YR3/4 晴掲色土ややしまる粘性ややあP 積含まず径0.5哩以下の10m/1 黒色土プロック2%含む僅際構理土)
5 10m/3 黒褐色土ややしまる 粘性ややあP 礎含まず径0.5哩以下の10m/1 黒色土プロック5%含む ，、
6 10YR3/4 晴掲色粘質土と10m/2 黒褐色粘質土の混合土 しまる 磯含まず{貼床層) U 
1 10YR3/4 晴掲色土やや淡色ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
径0.5園以下の10m/2 黒褐色土プロック10%含む
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8 

~I国

ω:品んi

80古井よ

_c_ 

1 10YRl. 7/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

2 10m/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
下部しまり強い

3 10m/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず

4 10m/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

6 10YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

P2 
_F_ 1一一巳

80ωm-..::-bo-" 

1 10m/1 黒色土ややしまる
粘性なし礎含まず
下部lOYR3/4 暗褐色土楕移層

柱の当たり

___c__: トー........::::
80.6伽I 6' 

毛-c 1 lOm/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 磯含まず
下部l0YR3/4 暗褐色士漸移届

2m 

(S=1/50) 
園62 SI16遺構図

した遺構は柱穴1基、壁際溝、性格不明士坑2基である。炉は確認できなかった。主柱穴は不明であ

る。 Plは柱穴で、明瞭な柱痕跡と柱の当たりが確認できる。柱径は約 O.lmと想定できる。柱埋戻

士最上層に貼床層が確認できないことから、貼床形成後、柱穴が掘削されたと考えられる。壁際溝は、

SI02に切られる範囲では明瞭に検出できたが、東一南一西部で途切れる。後者が高いレベルにもかか

わらず途切れる理由は不明である。

床下 貼床除去後、遺構は確認できなかった。

遺物出土状況 P3上層から時期不明士師器1点が出土した。

出土遺物 実測に足る遺物は出土していない。 P3出土の時期不明土師器(取上番号6964)は聾の胴

部片で、摩耗のため内外面の調整は不明である。

時期 E期の可能性が最も高い SI02に切られることから、E期以前となる。当遺跡E期の竪穴建物は、

各辺が丸みを帯びるもので占められ、長軸長が 3mを切る小型の建物はない。以上のことから東野E

期の可能性が最も高いと判断した。

5118 (園 63-66) (B50031) 

検出状況 C地点]F16.......]H18グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。 SZ3、S032、

S034、S035に切られる。北西部は発掘区外である。平面形は、南北方向の短軸に対し、東西方向の長

軸が約1.4倍の隅丸長方形である。長軸の方位は、 N-710 -Eである。

埋土 埋士は黒色士の単層である。人為堆積か自然堆積かの判断はつかない。

壁 m.w層を掘り込んでいる。壁面はほぼ直立する。壁の残存高は最大で 0.03mである。



86 第 3章調査の成果

床面 ほぽ平坦である。貼床 (6層)は、中央部から南部と北部中央に残存する。貼床が北部中央で

壁際溝を覆う。貼床はにぶい黄褐色士が主体で黒褐色士プロックを含み、固くしまる。床面で検出し

た遺構は柱穴6基、壁際溝、炉2基、貯蔵穴1基、性格不明士坑 28基である。柱穴や性格不明士坑は

床面で検出したことから SIl8に関連する遺構と判断したが、検出時に SIl8貼床が露出していたこと

から、 SIl8より後出する遺構の可能性も考えられる。竪穴内の位置関係から P01、P02、P03、P04

をこの建物の主柱穴と判断した。深さは 0.30~0.49mを測り、全てVI層上面まで掘り込む。 P02、 P

04 で明瞭な柱痕跡が確認できる。柱径は 0.19~0. 22mと想定できる。柱埋戻土最上層に貼床層が確認

できないことから、貼床形成後、柱穴が掘削されたと考えられる。 P05、P10は柱穴である。

炉建物中央やや西寄りで炉 1、東寄りで炉2を検出した。炉2に比べ炉 1は壁に近接する。炉1南

部、炉2南西部で貼床を切る。炉1の埋士は明赤褐色士に黒褐色士を僅かに含み、底面はやや被熱す

る。炉2の埋士は黒褐色士に褐色士プロックを僅かに含む。底面は被熱していなかったが、掘方南東

部に接する貼床が被熱していたことから炉と判断した。 P35は炉2底面で検出した長楕円形と想定で

きる小穴である。炉2の南西墜に沿うように位置することから、炉に使用していた石などの抜き取り

痕の可能性も考えられるが、現状では不明である。同一床面で検出していることから、 2基の炉は併

存していたと考えられる。しかし、底面の被熱が明瞭な炉1、底面の被熱が不明瞭な炉2という違い

があり、これは炉 1が炉2より長期間使用したかあるいは使用回数・時聞が多いことに起因すると考

えられる。調理用、暖房用、あるいは併用等、用途差をもっていた可能性がある。

貯蔵穴床面南部壁際で検出したP26を竪穴内の位置関係、規模、形状から貯蔵穴と判断した。底は

ほぼ平らだが、北東に向かってやや傾斜する。壁際溝を切ることから、壁際溝埋戻し後に構築される。

検出時、 E期費C類の破片が出土した(図 65)。

床下貼床除去後、遺構は確認できなかった。

遺物出土状況縄文土器21点、弥生土器21点、時期不明土師器類43点、須恵器4点、石器類8点が

出土した。埋土出土は少なく、多くは関連遺構からの出土である。東側壁際溝内から磨製石銀、西側

壁際溝脇の床直上から砥石が出土した。

出土遺物 174はE期窪B1類の口縁部である。大きく外反し、端部外方に面をもっ。内外面はナデ調

整する。外面に煤が付着する。被熱により器面が荒れる。 175はE期費B3類の口縁部である。口縁部

はほぼ直立する。内面はハケ、外面はナデ調整する。 176はE期窪Dl類である。そこから胴部に向か

つて大きく聞く。内面はケズリ、外面はハケ調整する。底部外面に焼成時の黒斑が残るロ 177、178、

179はE期窪D2類である。 177はP15出土で、口縁部が外反する。内面に4個 1単位のクシ状工具に

よる刺突列を施す。口縁端部外面に左上がりの刻み、その下は条痕文である。端部は丸く収める。 178、

179はP26出土である。 178は口縁部が外反し、横方向の条痕を施す。口縁端部に斜方向の条痕文が

見られる。 179は口縁部が外反する。口縁端部に刻みを施す。内面にクシ状工具による 5個1単位の

刺突列を施す。外面は条痕文である。 180はE期費X1類である。接合部は脚台部倒lから充填する。外

面は縦方向のへラナデ、内面はナデ調整する。底部内面に煤が付着する。 181はE期審B2類である。

口縁部が大きく開く。胴部はなで肩の形状になる。外面はヨコナデ、内面はケズリとナデ調整する。

182は壁際溝出土の磨製石鎌である。全体を横位にして磨く。刃部に横方向の線状痕が多い。基部は

折損しているが、中央部に穿孔状のくぼみがある。このくぼみは表面で確認できるが裏面にはない。



床面

限

。 2m 

(S=1/60) 

第5節東野E期(弥生時代中期~古墳時代初頭) 87 

h 
γa 
I._.i貼床

~~t~~彼自島範囲

_Q_ 4 
81.7伽

1 10m/1 黒色土しまりなし粘性なし礎含まず
2 10YR4/4 暗掲色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
3 10YR3/2 黒褐色土ややしまる粘性なし径E岨の同様含む褐色土プロック6%含む{壁際灘埋土1
4 10YR3/2 黒褐色土ややしまる粘性なし様含まず褐色土プロック6%含む(壁際鴻埋土〕
6 10'四4/6 禍色土ややしまる粘性.~ゃあり 磯含まず褐色土プロック20%含む(壁際構埋土)
6 10YR6/3 にぶい黄褐色土 しまる粘性なし磯含まず黒褐色土プロック6%含む(貼床層)

園63 SI18遺構図(1) 

」二

」二
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1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック5%含む

問7
K K' 

81.70聞てr?-
1 10YR3/3 略侮色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
傷色土プロック20%含む

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 硬含まず

時褐色土プロック5%含む

Pll 

81~品dmLi
1 10YR2/3 馬褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
褐色土プロック10%含む

P15 

81古JJL
1 1町R3/3 暗褐色土 しまりなし
粘性なし径10岨の円様含む

2 1町R2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 硯含まず

P19 
__!_ __[_ 

81.7伽~守一

1 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
褐色士プロックo%含む

2 10YR4!4 禍色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

P22 陀3

81命中世可i

P22 
1 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし礎含まず
径l咽の貼床粘土含む

2 10YR4!4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり .含まず
径1.5岨の貼床粘主プロック含む

P23 
3 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし複合まず

4 10YR4!4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

P29 

一旦一 ・ー呈-
81.7伽『か

1 10YR2/2 品構色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック6%含む

問S
_L_ ____!，._:_ 

81.7伽方合

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 線合まず
褐色土プロック5%含tr

2 10YR4!6 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
褐色土プロック10%含む

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
褐色土プロック5%含tr

P12 

8C丸五告すL

1 10YR2/1 黒色土しまりなし
粘性やゃあり 磯含まず
褐色土プロック10%台む

2 10YR4!6 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
褐色土ブロック20%台む

P16 
_T_ _r_ 

81.7伽 込 守d

1 10YR2/S 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

褐色土プロック6%含む
2 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

P20 
_x_ ___x:_ 

81. 7伽ームーF

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
褐色土プロック5%含む

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

P2.4 
一旦一 一旦-

81.7伽?詰グ

1 10YR2/1 黒色土しまりなし
粘性なし礎含まず

2 10YR4!4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

P2.5 
_b_ 白__!L_

81目 7伽τヨ旬ー

問3
_G_ ___!L 

81. 7伽

溜
1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック1司含む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック10量含む

問6
-ι _L  

81.7伽「ザr

1 1OYR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあP 磯含まず

2 10YR4!4 黒褐色士ややしまる
粘性ややあP 磯含まず

間9
-ι__[_  

81.7伽モ戸7

1 10YR2/a 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 礎含まず

褐色土プロック1%含む
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 礎含まず

P13 

_Q_ _Q'__ 
81.7伽τ足葺

1 10YR2/3 ..褐色士ややしまる
粘性やゃあり 讃含まず
褐色士プロック6%含む

2 10YR3/3 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 讃含まず

3 10YR4/4 褐色士ややしまる
粘性キゃあり 讃含まず

P17 

1北対ati
1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まf
褐色プロクク土6%含む

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色プロクク土10悦含む

3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まf
褐色プロクク土30悦含む

4 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性ややあり 礎含まf

6 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 礎含まず

P2.8 P27 

-ι __d.'_ 
81.7伽手す

P27 
1 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
褐色士プロック10%含む

2 10YR4!4 褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

P28 
3 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
褐色士プロック6%含む

4 10YR3/4 晴褐色士ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

1 10YR2/2 黒褐色士ややしまる
粘性ややあり 旗含まず
褐色士プロック20%含む

2 10YR4/4 褐色士ややしまる
粘性ややあり 旗含まず
時褐色士プロック20%含む

園64 SI18遺構図(2)

内4
_jj_ ____[_ 

81.7伽』一一.-r
ill 12J 
Ulレf131 -r.:J 

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
褐色土プロック5%台む

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
褐色土プロック10%含む

3 10'四414 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
黄褐色土プロック20%
黒褐色プロック5%台む

4 10'四3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず

Pl0 
__Il__ __l[__ 

81.71伽寸'ij;

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック1%含む

2 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし礎含まず
褐色土プロック1%含む

3 10YR3/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック10%含む

P14 

_s_ ."'___[_ 
81.7伽1-...自r:-

1 l0YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし礎含まず
褐色土プロックS悌含む

2 lOYR4!6 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 破含まず

P18 
_v_ ・_y_

81.7白nで宮台ー一

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック6%含む

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず

P2.1 
_'[__ __'j'_ 

81.7伽や

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック5%含む

2 10YR4!4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 径5岨の円積含む

P31 P30 
_1_ ___f'__ 山-4

P鈎
1 10YR2/1 黒色土 しまりなし
粘性なし離合まず

2 10YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 径E閣の角藤含む

P31 
3 10YR3/4 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず
褐色土プロック5%含む。 2m 

(S=1j50) 



P32 P33 P36 
h h' 

B汀而『ム...，..........，一一一
3' -

8178ii  

官会一一¥
1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性なし傑含まず

2 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性なし径2cmの円磯含む

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず

P36 
1 10YR2/2 黒褐色士 ややしまる
粘性ややあり 磯含まず

P33 
2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
褐色土プロック1%含む

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礁含まず
褐色土プロック30%含む

炉1

:_/、b夫人:_/

k k' 

E
C
h
-
∞
 

囲範熱被日

K 

81. 70m 

k' 

1 10YR2/1 黒色土 しまりなし粘性なし穣含まず
0， 5~2cmの焼土粒全体に10%含む

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
0， 5~lcmの焼土粒全体に10%含む

P26遺物出土状況

/ 
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P34 

81. 7伽「ミコニァー
_J_ __J_ 

81. 7ヘν

(S=1/50) 

2m 

炉2

，， 1 、b可-.....__ '，，1 

1 10YR2/2 黒褐色土 ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
褐色土プロ ック30%含む 1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 磯含まず
2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 磯含まず
黄褐色プロック30%含む

E
D
h
-

∞
 

E
 

。

m 
81. 70m 

1 10YR2/3 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
褐色土プロック5%含む

m 

G 

一旦-
81. 70m 

1~下否、
181 

1 10YR2/1 黒色土 しまりなし粘性なし磯含まず 褐色土プロック1%含む
lcm以下の炭化物わずかに含む

2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる 粘性ややあり 径2cmの円礎含む
褐色土プロック10%含む

3 10YR2/3 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
褐色土プロック10%含む

4 10YR2/3 黒褐色土 ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず
褐色土プロ ック5%含む

o 1m 

(S=1/20) 

一旦ー

図65 SI18遺構図(3)
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¥ :a: 
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図66 SI18出土遺物

182 

5cm 

(182、S=2/3)

H
w
a
 

/レド〆ん
Y
/
/
j 183 

。 10cm 

(S=1/3) 

穿孔途中に剥離した可能性が考えられる。 183は砥石である。砥面4面で、表面は中央が長軸方向に

ややくぼむ。側面にV宇溝が確認できる。溝の左手がややくぼむ。背面が最もなめらかな砥面である。

時期 SZ 3との重複関係と出土土器から東野皿期と判断した。

SI23 (図 67，..，70) (8S0768) 

検出状況 C地点 KC5グリッドで検出した竪穴建物である。皿層上面で検出した。平面形は東西方向

にやや長い隅丸方形である。現代の住宅の基礎部分が遺構埋士上層を削平する。長軸の方位は、 N-

760 -Eである。

埋土 黒褐色土と黒色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に黄褐色土

.黒褐色土・暗褐色土・褐色土ブロックを多く含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。

埋土 1----3層にしまりがみられたが、現代の住宅建築の影響によるものと考えられる。

壁 rn.w層を掘り込んでいる。壁面は緩やかに聞くが、東壁は中程から直立する。壁の残存高は最

大で 0.15mである。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (4・5・6層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は褐色土と暗褐色

土が主体で、黒褐色土ブ、ロックを不均一に含み、ややしまる。床面で検出した遺構は柱穴4基、炉、

性格不明土坑 1基である。壁際溝は確認できなかった。 P1、P2、P3、P4は浅い穴で、底の硬
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p2 
F .1 _f' 

81. ao. --，;;:::1 
Pl 

_E_ .1.巴__(_
81.以.-..::コー

第5節

トにl:::!J銀1側
SKl062 

v 
h 1 10YRS/Z .縄色土

ややしまる粘性やゃあり
.含まず

P4 
H .1 _jj' 

81.8伽--

1 10Y悶 /z 1¥褐色土
ややしまる粘性ややあり
礎含まず

81 ~命tアi
1 10YR2/3 暴褐色土 1 10YR3/2 鳳褐色土
ややしまる粘性やゃあり ややしまる粘性やゃあり
藤含まず径0.5-1慣の10YR 礎含まず
6/6明黄褐色土プロック1%含む

P5 
_1_ ， _r__ 

81.帥「てさT・

よ。
ムるふ

。》@附
炉

81古.C:::LL .よ

1 10YR3/3 暗縄色土
ややしまる粘性ややあり
積含まず上面に2.町R6/8
明彦褐色土給わずかに含む

SKI35g _L  -"'-.--......L:..... 

81 倫~〆

1 10YR3/2 黒褐色土
ややしまる粘性ややあり
a含まず

SK13関
_K_-"'~-- .....IL 

81.創--喧~

""""D 
SKl 

1 10YR6/6 明貧縄色士 1 10YR6/自 明貧縄色士
ややしまる粘性やゃあり ややしまる粘維やゃあり
積含まず値幅以下の10YR 積含まず径抽の10叩 /3
3/3暗禍色士プロックZO%含む崎褐色土プロックω%含む
径l哩以下の炭化物わずかに 径0.6岨の炭化物わずかに

含む SK1360 含tt SK1361 

M __.l. M N  N' 
81五百弘、z;;r-- 81:8函ーて~

ド
f ， メ

'‘ ド

1 10YR3/3 暗褐色土
ややしまる粘性ややあり
径2-3唖の角礎含む
領0.6-1岨の10YR6/6.貧褐色士
プロック10%含む

SKlお3
_f_ _L  

81.8伽吋I7""

1 10YR3/4 暗褐色土
ややしまる粘性やゃあり
礎含まず

2 10YR4I4 褐色土
しまる粘性やゃあり
礎含まず

SK1362 
_Q_ J _jL 

81.叡.-て二三~

~ 

網戸

gH油
田
怜

1 10YR3/3 時褐色土
ややしまる粘性やゃあり
磁含まず

SK1365 
_a_ー司_[_

81.8Qn-巴与F

r ~ 
--1 10m/3 時褐色土

ややしまる粘性やゃあり
磯含まず

2 10m/4 時暢色土
ややしまる粘性やゃあり
機含まず

SK1364 
__g_ . _[_ 

81.8伽~プ

.....L 

面

白
5
8脳
幹

12. ‘ 
F 一一ーーー 白 3 1 

、:0--二二一一 ーコ'-- C' 

....::-;二二一一一ι一-一三ι 、4 三一一一一二7
温土SlI36U置土

1 10YR2/2 黒褐色土しまる粘性やゃあり 擁含まず
2 10YR2/1 黒色土 しまる粘性ややあり 様含まず径0.1園以下の10YRS/6貨褐色土舷わずかに含む
3 10YR3/1 黒褐色土 しまる粘性やゃあり 擁含まず径舟.5ca以下の10YR5/6責処色土位、 1 10YR3/3 稽褐色土 1 10YR3/3 暗偽色土
長さ1置の炭化物わずかに含む ややしまる粘性やゃあり ややしまる給位やゃあり

4 10YR4I6 褐色土ややしまる粘性やゃあり礎含まず径0.1-0.5慣の10YR2/3.侮色土プロック 複合まず 10YR6舟明貧縄色土 俊含まず
15%、径O白 5-1ーの10YR3/3暗褐色土プロック10%含む{鵬凍層) プロック初%含む

5 10'時3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 様含まず径0.1-1置の10YR2/3黒褐色土プロック
1%、 径1~の10YR4/'咽色土プロック1%台む(鮎床層}

6 10YR3/3 暗褐色土ややしまる粘佳やゃあり 礎含まず径1-bの10YR2/3黒褐色土プロック1%、
舷状-3圃の10YR4I6褐色土プロック5%含む(貼床層)

1 IOYR3/3 時縄色土
ややしまる粘性やゃあり
ー・合室ず IOYR6/6明貧褐色土
プロック20%含む

SK1357 
..JLし_u:_

81蜘『司=--

1 10YR3/3 暗椅色土
ややしまる粘性やゃあり
碩含まず

f 
v 4 

_Q_ 
81. 8~ SK1366 

_8_ .....L 
81.蜘-...b-

8f本~丑コrL

1 10YRS/6 黄褐色土 ややしまる粘性やゃあり 灘含まず
径0.5-1岨の10YR3/3暗縄色土プロック10%
径0.5咽の10YR2/2黒褐色土プロックわずかに含む

2m 

(5=1/50) 
園67 SI23遺構図(1) 

。
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遺物出土扶況

ゐ1叫

。
取上番号23369
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184 一旦ー

(Ji 
遇

。
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札色 》私
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。

(8=1/50) 

園68 8123遺構図(2)

図的 8123出土遺物(1 ) 

2m 0 1m 

(拡大図8=1/20)

~\ 
185 

184 

。 10cm 

(8=1/3) 
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189 

c 

192 

巴 。
図70 SI23出土遺物 (2) 
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化面や柱痕跡は認められなかったが、竪穴周囲に柱穴が確認できないことと竪穴内の位置関係から主

柱穴の可能性が高いと判断した。

炉建物中央やや西寄りで検出した小穴である。床面を浅く掘りくぽませる。埋土は、暗褐色土プロ

ックと径0.5咽の炭化物を僅かに含む明黄褐色土である。底面に被熱痕が確認できなかったが、竪穴

内の位置と埋土に炭化物を含むことから炉と判断した。

床下 貼床除去後、性格不明土坑 11基を検出したが、 SI23との関連は不明であるが、 SK1358、SK1365、

SK1362はそれぞれPl、P2、P3の掘方の可能性がある。

遺物出土状況 縄文土器1点、弥生土器43点、古墳前期土師器1点、時期不明土師器69点、石器類

6点が出土した。北壁面に接するE期警X1類 (188) と南西端の円礁の磨石・蔽石類(192)は床面直

上で出土した。床面からやや浮いて、 E期高杯A類(190)、E期壷A1類(184)、E期費X1類 (189)

E期費B2類 (186)が出土した(図 68)。

出土遺物 184はE期壷A1類である。口縁部外面端部に擬回線文が4条巡る。頭部外面は斜方向のハ

ケ調整する。胴部外面は 14条の直線文、その下に棒状工具による刺突文、その下に斜方向のミガキを

施す。内面は板ナデ調整する。 185はE期警B1類、 186はE期費B2類である。ケズリによって器壁を

うすくする。口縁部は僅かに内へ屈曲する。脚台部は欠損する。口i縁部内外面はヨコナデ、胴部内外

面はケズリ調整する。 186より 185の内面のケズリの単位が小さいことから、工具が異なると考えら

れるロ 187はE期費D1類である。外面に条痕文、内面は板ナデ調整する。外面は摩滅が激しいロ 188、

189はE期費X1類であるロ 188の胴部外面は板ナデ、内面はケズリ調整する。内外面に煤が付着するロ

内面の煤は底部を中心にしてドーナツ状に煤が付着し、外面の煤は胴部の最大幅部のやや上方まで付

着する。 189は口縁部が折損する。胴部内外面は板ナデ調整する。脚台部はやや聞き気味である。接

合部がはずれている。口縁部は頚部との接合部から折損する。 190はE期高亦A類である。内外面は

タテミガキを施す。脚裾部内面は板ナデ調整する。 1段4方向の透孔が認められる。 191は縄文土器

深鉢の口縁部である。波状口縁で、突起部がある。下方に向かって短沈線3条を施す。端部上面に往

復する沈線を施す。北白川 C3式に比定できる。 192は磨石・敵石類である。全体が被熱し赤色化する。

長軸方向の端部両端に敵打痕が認められる。平坦面3面が磨面である。

時期 床面出土土器から東野E期と判断した。

S[24 (図 71-75) (BS09∞) 

検出状況 C地点阻4~KF5 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。中央部と北

東隅部を現代の撹乱坑により消失する。平面形は東西方向にわずかに長い隅丸方形である。長軸の方

位は、 Nー 74' -Wである。

埋土 埋土は黄褐色土ブロックを含む黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜し

て堆積する。中央部は撹乱坑による削平で不明だが、 c-c'土層で中央がくぽむ堆積(1・2層)

が確認できる。埋土中に黄褐色土・暗褐色土・黒褐色土ブロックを多く含むことから人為堆積の可能

性が高いと考えられる。

壁 m.w層を掘り込んでいる。壁面はわずかに聞くが、ほぼ直立に近いロ壁の残存高は最大で O.19 

血である。

床面 ほぽ平坦である。貼床 (14~17 層)が全体にわたって明瞭に残る。貼床は、黒褐色土を含む褐
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色土で、ややしまる。貼床層より硬化した範囲が、北西隅部・西壁際中央部・ P17西部で確認できる。

硬化範囲が竪穴壁に近接している理由は不明である。床面で検出した遺構は柱穴4基、壁際溝、貯蔵

穴1差、性格不明土坑 13基である。炉は確認できなかった。床面で検出した遺構は貯蔵穴を除いてす

べて浅い穴であるため、竪穴内の位置関係から P01、P02、P03とP05、P04を主柱穴と判断した。

壁際溝は、残存する建物をほぼ全周する。深さ平均0.04mを測る。

貯蔵穴建物南西部で検出したP06を、竪穴内の位置関係、規模、形状から貯蔵穴と判断した。中央

部を消失しているが、西側土層断面から底は平らになるとみられる。残存する深さは 0.21mを祖uる。

床下 貼床除去後、性格不明土坑6基を検出したが、 8124との関連は不明である。

遺物出土状況 弥生土器 19点、古墳前期土師器34点、時期不明土師器類 108点、須恵器1点、磯1

点、石器類3点、炭化材44点が出土した。南西角の床面から脚を欠損するE期高郎A類 (198)が正

位で、北壁中央の床面からE期窪 X1類 (197)が横位で出土した。また、埋土から炭化物が多量に出

土した。多くの炭化材は、竪穴掘方に対し放射状に出土した。壁際で出土した炭化材の中には、壁に

対し平行に出土したものもある。形状を留めている炭化材は壁際に集中し、中央部ほど細片となる。

出土部材 44点のうち 68.2%がクリである(第4章第4節参照)。材と床面の聞に埋土を挟み、挟ま

れる埋土は中央部ほど厚い。中央部を南北に縦断する撹乱坑出土のE期土器は、 8124に属する可能性

が高いと考えられる。

出土遺物 193はrn.w期壷X1類である。外面は縦方向のケズリと板ナデ、内面は板ナデとユピオサ

エで調整する。底部は、外面中央を中心にして、工具を押し当てて周回することで高台状に作出する。

194は8124と重複する撹乱坑から出土したE期費A類である。口縁部は直立するが端部は折損する。

内外面はヨコナデ調整する。 195はE期警B1類である。口縁部が聞く。内外面は摩耗のため調整不明

である。口縁端部はやや肥厚する。 196はE期費B3類である。内外面は摩耗が激しく調整不明だが、

脚台部と底部の接合部外面に板ナデの痕跡が残る。接合部は脚台部から充填する。口縁部は受口状に

屈曲するが弱い。屈曲部でやや肥厚する。 197はE期警 X1類である。台端部に折り返しがないため、

S字状口縁台付費の可能性は低い。底部内面は放射状に板ナデ調整する。胴部外面のハケは脚台部と

底部の接合部で収束するロ 198はE期高杯A類である。杯端部内面は肥厚し、直線文が3条巡る。直

線文下からヨコミガキ、その下タテミガキ、杯部との接合近くで再びヨコミガキをして接合線を消す。

外面も同様に調整する。 199はrn.w期高杯A類である。傾きから浅い形状と思われる。内外面はヨ

コミガキを施す。口縁端部内面は肥厚し、 3条の直線文が巡る。 2∞はE期高坪B類である。口縁端

部外面に直線文が4条巡る。内面やや右上がりのミガキを施す。杯端部で内毎する。 201はE期ミニ

チュア土器で費形である。口縁部はく字状に開く。上半で体部最大幅となる。内面は板ナデ調整する。

底部内面は中央から援文状になでる。 202は8124!::重複する撹乱坑から出土したE期ミニチュア土器

で鉢形である。口縁部はユピナデとユピオサエで調整し、片口状の打ち欠きが認められる。打ち欠き

は逆三角形を呈する。内面に焼成時の黒斑が見られる。 203は打製石斧である。円礁の自然面を利用

している。右側縁上方に装着痕状の摩耗が認められる。

時期床面出土遺物 (197、198)から東野E期と判断した。
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1 10YR3/4 暗禍色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
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1 10YR4/4 褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず

問9
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81.7伽，-、どフー

内2
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81. 7~-司=丘:r-

1 LGYR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まf

81古六jF4

1 10YR2/1 黒色ヰややしまる
粘性.~ゃあり 機含まず

2 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性.~ゃあり 機含まず

3 10YR2/1 黒色ヰややしまる
粘性.~ゃあり 機含まず

:4/4 褐色土 しまる 4 10YR3/3 暗褐色土ややしまる

粘性やゃあり 接合まず種4園以下の 粘性やゃあり 礎含まず

10YR3/4時褐色土プロック20%含む Pl1 
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1 10YR3/a 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 様含まず
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1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 積含まず
径0.5咽の炭化物わずかに含む

内7
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81~トdfi

1 10YR3/3 時褐色土ややしまる
粘性やゃあり 礎含まず
径1個以下の炭化物1%含む

問B
_L_ ， ...1:... 

81.7伽「言sr-

1 10YR4/3 にぷい黄褐色土 1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず 粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR5J6 黄褐色土ややしまる 2 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり穣含まず 粘性やゃあり礎含まず

P12 ~， P14 
-k _L  _!L唱E ーι

81.7伽てrr 81. 7伽~

1 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 操含まず

P13 
_Q_ 1ι 

81.70m-=--・1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性ややあり 礎含まず径0.6岨以下の
10YR6/6貧褐色土プロフタ1%含む

2 10YR6/8 貧褐色土ややしまる 1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性ややあり 礎含まず径Z哩以下の 粘性やゃあり 硫含まず

10YR3/4暗褐色士プロフタ6%含む

園71 5124遺構図(1)

1 10YR3/4 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合まず径2曲以下の
l0YR5/6 黄褐色土プログタ5%含む

。 伽

(5=1/50) 



97 東野E期(弥生時代中期~古墳時代初頭)

__c'_ 

ト.

ト
卜

"ÍT，Tな 1，~ f-

-:r-_ー一「一一ーー==='-一一-j .， 
イ
イ

主 tf )... 
シ

【史7ムト イ
ム 0-- ;トィ。卜 -T'i下な

→ 
ヅ

ト、...>'
ム イーー一
件イ
ム
ト
ト
ト
ト

ヱ~，..九
'}.. 

第5節

イ

~Iロl
b
|

苛

恒

一

叫

-z

掘方

ユー。_y_O
SK1368 

。

ム~_L

'" 

J 一台で今fi

J
3
4
F
吋

8(品おミヂ弓~
ミドJ

'
F
'
F
ト

1 IOY2/l 黒色土ややしまる粘性ややあり 磁含まず
2 IOY2/l 黒色土ややしまる粘性ややあり 磁含まず 10YR5/6黄禍色土位わずかに含む
3 10YR2/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径10但の円積含む
4 10YR2/2 黒褐色土やや黒色ややしまる粘性やゃあり 積含まず
5 10YR3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず径0.1-1四の10YR5/6黄禍色土プロック全体に1-5%含む
6 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず径10叫i下の10YR5/6 貧褐色土プロック5%含む
7 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず
自 IOYR4/4 禍色土しまる粘性なし離合まず
自 10YR3/2 黒褐色土 しまる粘性ゃゃあり 離合まず径1個以下の10YR5/6貧褐色土プロック全体に1%含む
10 10YR5/6 貧褐色土ややしまる粘性やゃあり 磯含まず径2個以下の10YR3/3暗縄色土プロック10%含む
11 IOYR4/4 縄色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず径2個以下の10YR2/3黒褐色土プロック20%含む
12 IOYR4/4 縄色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず径1個以下の10YR5/6貨褐色土プロック10%含む
13 IOYR4/4 縄色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず径0.5個以下の10YR5/自粛褐色土プロック5%含む
14 10YR5/6 貧褐色土ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず径1個以下の10YR2/2黒褐色土プロック1%含む上面に径0.5個以下の炭化物わずかに含む(貼床層)
15 10YR5/6 貧褐色土ややしまる 粘性やゃあり 磯含まず径3個以下の10YR2/3黒褐色土プロック5%含む上面に径0.5個以下の炭化物わずかに含む(貼床層)
16 10YR5/6 貧褐色土ややしまる粘性やゃあり 磯含まず径3個以下の10YR2/3黒褐色土プロック5%含む(貼床届)
17 10YR5/6 貧褐色土ややしまる粘性やゃあり 磯含まず径5個以下の10YR2/3黒褐色土プロック10%含む(貼床層}
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1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる 1 10YR3/a 晴褐色土ややしまる 1 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり磯含まず径1園以下の 粘性やゃあり襖含まず径舟.5C1l以下 粘性やゃあり様含まず径2C1l以下の
炭化物わずかに含む の10YRS/6黄禍色土プロック5%含む 10YR3/1黒褐色土プロック5%含む

1 10YR3/a 晴褐色土ややしまる
粘性やゃあり 操含まず

P19 

-"-・_L
81.7QJ1~ 

2m 

(8=1/50) 

。
S[24遺構図(2)園72

1 10YR4/3 にぷい黄褐色士
ややしまる粘性やゃあり
強含まず
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量量絢出土状況
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1 IOYR4!4 褐色土ややしまる
粘住やゃあり ・含まず

1 10YR4!3 にぷい黄銅色土ややしまる
粘性やゃあり E融合まず

SK1368 
_j_ __r_ 

81.70剛ー哩b-

I 10YR4!e褐色土ややしまる n 

粘性やゃあり 様含まず径3岨以下の V 

10YR4/4褐色土プロック10%、径1個
以7の10YR3/2A褐色土プロック1%含む (S=1/50) 
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81主対F574

SK1370 
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1 10YR4!3 にぷい黄褐色土ややしまる 粘伎やゃあり 襖含まず
SK1371 

2 10YR4!4 褐色土ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
径0.5園以下の10YR2/2黒褐色土プロックわずかに含む

3 10YR4!4 褐色土 しまりなし粘性やゃあり 積含まず
SK1372 

4 10YR2/2 黒褐色土 しまりなし粘性やゃあり 礎含まず
径1個以下の10YR6/自明黄褐色土プロック10%合"t1

2m 5 10YR4!6 褐色土ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
径0.5曲以下の10YR2/2黒褐色土プロック10%含む

6 IOYR4!4 褐色土ややしまる 粘性やゃあり 複合まず
径0.5岨以下の10四2/2黒褐色土プロックわずかに含む

園73 SI24遺構図(3)
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園745124出土遺物(1)
(S=1/3) 
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〈 雪 7雪 ヌ
園75 8124出土遺物 (2)

回

1
川川町府

く〉

。 10叩

(8=1/3) 

0 5叩

α03、8=1/2)

SI27 (図 76-78) (AS1897) 

検出状況 C地点 KD5~KE6 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。建物西部を

SI26に切られる。平面形は各辺がやや胴張りの隅丸方形である。長軸の方位はN-830 -wである。

埋土 黒色土と黒褐色土がほぼ水平に堆積し、壁際埋土がやや傾斜して堆積する。竪穴西部埋土は

SI26により消失している。埋土中に暗褐色土・赤褐色土プロックを多く含むことから人為堆積の可能

性が高いと考えられる。

壁 m~v層を掘り込んでいる。壁面は4辺とも緩やかに開く。壁の残存高は最大で O.19mである。

床面 ほぼ平坦である。貼床 (9層)は全体にわたって明瞭に残る。貼床は黒褐色粘質土と暗褐色粘

質土の混合土で、固くしまる。貼床層上に貼床層よりしまる層(硬化層・ 8層)が確認できる。硬化
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1 10YR212 黒褐色士やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 積含まず

径0.5岨以ずの10YR3/4

時褐色土プロック 5%含む
炭化物少量混じる

2 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 硫含まず径0.5曲以下

の10YR3/4 暗褐色士プロック10%含fi
3 10YR3/3 暗禍re土ややしまる
粘性~ゃあり 礎含まず

P2 
_L唱___.E'__

81.ぬn-..._l

1 10YR2/2 黒褐色土ややしまる
粘性喝中あり 積含まず径止 20叫A下偽阿 ...K_ の10YR3/4 暗褐名士プロック7%含む

担方
長I~

_A_ 
81.ぬn

-...K_ 

炭化物混じる
2 10YR3/3 暗褐色士ややしまる
粘性やゃあり 碩含まず

3 10YR3/4 暗褐色主ややしまる

粘性やゃあり 離合まず

G P3 

8i:8而~ 2 

τ-4-"" 
6"""宅コ

1 10YR2/2 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

2 10YR2/1 黒色土やや茶色
ややしまる粘性なし磯含まず
炭化物混じる焼土地混じる

3 10YR2/3 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 僚舎まず
4 10YR2/2 黒褐色土ややしまる

粘性やゃあり 磯含まず
6 l0YR2/3 黒褐色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

6 10YR3/3 暗褐色土ややしまる
粘性やゃあり 直属含まず

P4 _H_ •• _H二
81.助咽 l 

可 言 ケ

1 10YR2/2 暴褐色土ややしまる

粘性ややあり 線合まず径0.50皿以下
の10YR3/4 暗暢色土プロック10%含む

2 10YR2/3 黒褐色士ややしまる
粘性やゃあり 横含まず

_L  P5 _r_ 
81蜘、今一

1 10YR2/3 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 離合主ず径0.50阻以下

の10YR3/4 時褐色土プロック10%含む

1 10YR2jl 黒色土やや茶色ややしまる粘性なし磯含まず径0.5岨以下の10YR3/4 暗褐色土プロック5%含む炭化物少量混じる

2 10YRl. 7/1 黒色士やや晴名ややしまる粘性なし磯含まず径0.6岨以下の10YR3/4 時椅名士プロック3%含む
3 l0YR2/2 黒縄色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず径0.6岨以下回l0YR3/4 暗褐色土プロ yタ6%含む炭化物少量混じる(1層より多い}
4 10YR2/3 黒褐色土やや茶色ややしまる粘性.~ゃあり 積含まず径0.5岨以下の10YR3/4 暗褐色土プロック10%含む炭化物極少量楊じる
5 5YR3/3 暗赤褐色土ややしまる粘性やゃあり 積含まず径0.2岨以下の5YR4/日部褐粗10%含む炭化物橿少量混じる (4層より少ない)
6 10YRl. 7/1黒色土やや淡色ややしまる粘性なし礎含まず炭化物少量混じる (1屠より少ない}
7 10'四3/3 暗褐色土ややしまる粘性やゃあり 離合まず

8 10YR2/2 黒褐色粘質土と 10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土 固くしまる 離合まず{貼床硬化層).. _ __， . _. 0 2m 
9 10YR2/2 黒褐色粘質土と 10YR3/4 暗褐色粘質土の混合土 固くしまるがS層よりしまり弱い磯含まず(貼床層}

園76 8127遺構図(1)
(8""1/50) 
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1 10YR2/Z 黒褐色粘質土~ 1000/4 
時褐色粘質土の混合土固〈しまる
礎含まず (SI21貼床届)

2 10YR2/3 黒褐色土やや暗色
しまり弱い粘性やゃあり 礎含まず

3 10YR2/2 1M褐色土 しまり弱い
粘性キゃあり 圏直含まず

4 10YR2/3 ..褐色士やや淡色
しまり弱い粘性やゃあり 積含まず

5 10YR3/4 暗褐色土やや淡色

しまり弱い粘性やゃあり 礎含まず

__.!L __K_ 

81蜘会長戸

園77 5127遺構図(2)

恒 2M ( 

園785127出土遺物

ず

1 10YR2/3 黒褐色土しまる
粘性やゃあり 礎含まず径0.5岨以下

の10YR2/1 黒色土プロック15%含む

2 10YR3/S 暗褐色土しまる
粘性やゃあり 藤含まず

o 2m 

。

(5=1/50) 

rD2~ 

(5=1/3) 

207 

10cm 
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層は、 S126に切られる範囲は部分的に残るが、残存する範囲では明瞭に残る。 c-c'断面の撹乱坑

から西側の硬化層に起伏が認められる。床面で検出した遺構は貯蔵穴 1基、性格不明士坑4基である。

主柱穴は不明である。炉、壁際溝は確認できなかった。

貯蔵穴 南西部床面で検出したP3を竪穴内の位置関係、規模、形状から貯蔵穴と判断した。西部に

テラスをもっ三段構造の穴である。壁はやや聞き、底は平らである。長軸長 0.56m、残存短軸長 0.48

m、深さ 0.31mを測る。埋士は西部がやや窪む堆積である。

床下 貼床除去後、柱穴3基、性格不明土坑1基を検出した。柱穴3基のうちの 2基は SBllの柱穴で

ある。 SBll柱穴を床下で検出したことから、 SBllはS127を遡る掘立柱建物と考えられる。残りの柱

穴1基と性格不明土坑1基の S127との関連は不明である。

遺物出土状況 縄文土器2点、弥生土器25点、古墳前期土師器1点、古墳後期以降土師器類1点、時

期不明土師器類 28点、磯2点、石器類1点、炭化材 113点が出土した。炭化材は、 3・4・5層から

の出土で、竪穴壁際ほど出土レベノレは低い。竪穴南壁に近接して出土したE期高亦A類 (208)は亦部

のみが逆位で出土した。その東側で出土したE期壷B1類 (204)は完形の土器が正位で潰れた状態で

出土した。竪穴北壁に近接して出土したE期費B3類 (206)は横位で、 E期高杯A類 (207)は脚のみ

が正位で出土した。前述の高亦2点は別個体である。これらの土器が床面直上で出土しているのに対

し、炭化材はその土器に被るように出土している。また、床面と炭化材の聞に埋土を挟む。竪穴壁際

ほど炭化材の残りは良く、中央部ほど細片になる。南東部出土炭化材は、竪穴中央部に向かって放射

状に出土している。土器は、北壁と南墜のほぼ中央部で壁に近接して出土している。

出土遺物 204はE期査B1類である。口縁端部外面に直線文が6条巡る。その直下と胴下半部はヨコ

ミガキ、口頚部から胴上半部はタテミガキを施す。口縁部内面はヨコナデ調整する。胴部内面土半は

ケズ目、下半は板ナデ調整する。 205はP3出土のE期査E類の口縁部である。内面のナデ調整から

口縁部が内脅する壷と判断した。外面はユピオサエである。 206はE期費B3類である。やや小型の台

付費である。口縁部が内脅する。外面はナデ調整する。内面は口縁部がヨコナデ、胴部はケズリ調整

する。底部と脚台部は底部仰lから充填して接合する。 207はE期高杯A類の脚部である。杯部は折損

する。外面上部はタテミガキ、下部は斜方向や横方向のランダムなミガキが認められる。内面は板ナ

デ調整する。 2段3方向の透孔が認められる。 208はE期高坪A類の杯部である。脚部は折損する。

内外面上方はヨコミガキ、下方はタテミガキを施す。郎端部に面をつくる。破断する部分が杯部と脚

部の接合部である。 209はミニチュア土器で鉢形である。内面は横方向の板ナデ、外面はヨコナデ調

整する。底部は平らで安定する。

時期床面出土土器から東野皿期と判断した。

S[29 (図 79・80) (AS1925-1) 

検出状況 C地点 KC7~即 9 グリッドで検出した竪穴建物である。 E層上面で検出した。北部は発掘

区外のため不明である。検出時は 1軒の竪穴建物と考えて掘削したが、床面に到達した段階で、 SD07

以西と以東で、床面の高さが 0.05m違い、貼床層の土色・土質が異なることが判明した。また、 S149

床下で柱穴と屈曲する溝を検出し、南東隅部の掘方が二段構造となることが判明した。出土遺物は、

S149と重複しない範囲で主に弥生土器片が、重複する範囲で弥生土器片と古墳時代前期土師器片が出

土している。なお、重複する範囲で出土する土器は古墳時代前期土師器が弥生土器片より多い。以上
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のことから、 2軒の時期の異なる建物 (S129、S149)が重複する可能性が高いと判断した。平面形は

不明であるが、残存する二辺と S149床下で検出した壁際溝と掘方から隅丸方形の可能性が想定でき

る。 S149、S007に切られる。長軸の方位はN-550 -wである。

埋土 黒褐色土がほぼ水平に堆積し、北東壁際埋土がやや傾斜して堆積する。埋土中に暗褐色土ブロ

ックを含むことから人為堆積の可能性が高いと考えられる。 S129とS149の士層から堆積順は、 S129

の廃絶→3層の堆積→S149の構築→S149の廃絶→2・1層の堆積となる。 c-c'土層の 1層西端は、

緩やかに立ち上がっており、 S149の立ち上がりで、あった可能性も考えられる。立ち上がりと仮定する

と、土色・土質の類似から 2層中の立ち上がりを看過した可能性がある。

壁 rn，....，__v層を掘り込んでいる。壁面は聞く。建物北東部は S149によって立ち上がりを消失している

ため、壁際溝掘方を S129の規模とした。北西壁の残存高は最大で 0.09mである。

床面 ほぽ平坦で、ある。貼床 (5層)が残存する範囲に明瞭に残る。貼床はにぶい黄褐色粘質土で、

固くしまる。床面で検出した遺構は、柱穴 1基、壁際溝、性格不明土坑4基である。炉は確認できな

かった。また、 S149床下で確認した柱穴 (p2) と屈曲する溝状遺構(壁際溝)を S129に付属する

と判断した。想定できる竪穴内の位置関係から P1とP2を主柱穴と判断した。配置状況から 4本柱

建物と考えられ、残る 2基は発掘区外にあると想定できる。 2基ともに明瞭な柱痕跡と柱の当たりが

確認できる。柱径は O.10，....，__0. 14mと想定できる。 P1の柱埋戻士最上層に貼床層が確認できないこと

から、貼床形成後、柱穴が掘削されたと考えられる。 P5の平面形は南北方向の長楕円形である。 1

層が切っている土層を示していることから別遺構の可能性もある。壁際溝は、北西辺・南西辺・ S149

床下南隅部で検出した。深さ平均 0.08mを測る。北西辺・南西辺の壁際溝が貼床層を切っていること

から、貼床形成後掘削されたと考えられる。

床下 貼床除去後、遺構は確認できなかった。

遺物出土状況 埋土から弥生土器・土師器類、縄文土器の破片が出土した。掘削時には建物 1軒と考

えて遺物を取り上げたため、 S149と重複する範囲から出土した遺物の帰属建物は不確定である。ただ

し、明確に重複しないと考えられる北西区埋土や床面から、 S113出土と同質の磨製石鉱石材や磨製石

鍛二次加工品等の石器類が出土している。
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